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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　エピローグ







　俺おれたち《ムーンチャイルド》とは別種の吸血鬼である《試作型プロトタイプ》の組織、《コミュニティ》の蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みと激闘を繰り広げ（繰り広げたのは俺ではなく久く遠どうくおんや冬ふゆ木き陽よう子こなのだが）、さらにはそのトップである『議長』大おお石いし神かむ威いとの交渉が成立してから（交渉したのは主に俺ではなくユウなのだが）、三日後の夕方。

　俺は繁華街の端、人通りの少ない地域にまるで隔離されているかのようにそびえ立つ市内で最も高い建造物、《ラブホテル　真実の塔》の、さらにその最上階にある一室の扉の前に立っていた。

　ルームナンバー、５０１３。「ゴー、お父さん」と覚えると覚えやすい。覚えやすくても別に何もいいことないけど。

「ふー……」

　別に俺が緊張する理由など断じて何もないのだが何となく深呼吸して、俺は部屋のドアをノックしようと────した瞬間にドアが開いた。

「うおっ！」

「きゃっ!?」

　俺おれと、部屋の住人の驚きの声が重なる。

「き、霧きり村むら様……」

　タイミング良くというか悪く出てきたのは、右眼に眼帯を付けた、灰色の髪と瞳ひとみのメイド服の女性。

　名前はシズ。前世の恋人の転生体を追いかけてこの街にやってきたロリータ吸血鬼を追いかけてやってきたメイドさんである。彼女はあろうことか、ホテルの一室をアパート代わりにしてこの街に住んでいるのだ。

「こんにちはシズさん。相変わらず腹黒そうですね。お腹なかに寄生した暗黒生命体は元気ですか？　なんだか灰色の髪がだんだん濃くなってる気がしますよ。あなたの髪が真っ黒に染まる時、世界に新しい魔王が甦よみがえり日本は核の炎に包まれるに違いないです。魔王が目覚めそうになったら前もって教えてください逃げるので」

　挨あい拶さつ代わりに軽めのジャブを放っておく。満面の作り笑顔で。

「……これはご丁寧に霧村様。相変わらずお脳のお加減が宜よろしくないようで私の精神衛生上は喜ばしい限りです。一体どのような病原体が脳のう髄ずいに感染すればそこまで下劣で頭の悪い発言が出来るのでしょうか。もしも魔王が甦っても、あなたを生いけ贄にえとして捧ささげれば未知のウィルスによる食中毒で発狂した挙げ句に死んでくれるかと。恐らくそれが霧村様が社会に貢献できる唯一の機会でしょうね」

　無表情で淡々と毒を返してくるシズさん。

「……さすがですね、シズさん。全日本暗黒メイド協会の未来は安泰です」

「……霧村様こそ。これほどまでに低能な人間がのうのうと生きていけること自体が、日本の豊かさをありありと示していると言えましょう」

「……ふふふふふふ…………」

「…………ふふ………………」

　暫しばし引きつった笑顔で見つめ合ったあと、どちらからともなく真顔に戻り、シズさんが「……まあ、とりあえず中へ」と俺を部屋に入れる。そして、

「……それで、何の用でしょうか霧村様。正直なところ、あなたとは本気で顔も合わせたくないのですが」

　責めるようなシズさんの眼まな差ざしから逃げるように、俺は部屋の中に視線を泳がせる。相変わらずマッドかつシックな落ち着かない内装だ。

　……部屋の中央にはベッドが──四日前、俺が彼女を押し倒したベッドがある。

「……霧村様？」

「あー……まあ、その……何と言いますか……」

　彼女に視線を戻し、真面目まじめな声で俺は言う。

「……シズさんに頼みがあるんです」

「な、なんでしょうか」

　何な故ぜか少し赤面し、緊張した表情を浮かべるシズさんに、俺おれはす──っと深呼吸して、ズバリ切り出した。




「実は────メイド服を貸してほしいんです」




　……………………。

　……………。

　………。

「……………………死ねばいいのに」

　なんか気持ち悪い未知の節足動物を見るかのような顔をしたシズさんに、俺は「いやその実は──」と事情の説明を開始する──……。




　　　†　†　†




　時間は二日前──つまり《コミュニティ》と和解した日曜日の翌日、月曜日の、ロングホームルームの時間へと遡さかのぼる。

　場所は国立夕ゆう月げつ学園二年Ｄ組の教室である。

「……えーと……というわけでこのクラスからも何人か《赤あか月つき祭》のスタッフを出すことになっています……あー……めんどくさい……司会するのめんどくさい、クラスのみんなからじーっと見られるのがめんどくさい、息するのがめんどくさい、ていうかこのめんどくさいっていう口くち癖ぐせもそろそろめんどくさくなってきた……はぁ……死のう」

　クラス委員長の御厨みくりや槐えんじゆが、教卓に手をつきながらいつものようにダルそうな顔で言って、魂まで出てきそうな大きなため息を吐き出した。

　赤月祭──それは、この街から出られない学生達の気を紛らわす意味もあって通常の学校に比べて多く用意された、夕月学園の学校行事の一つである。

　解わかりやすいようで解りにくく言うと武術大会と文化祭と夏祭りがごっちゃになったような感じのイベントで、メインとなるのは《奇蹟顕見能力タレント》の使用が許可された武闘大会《水すい鏡きよう杯はい》なのだが、血なまぐさいことが苦手な者や単に興味がない者のために、演劇や喫茶店など普通の文化祭のような出し物も同時に行われる。

　学園の生徒でなくても参加可能で、毎年一万人近くの人が学園に集まるらしい。ただ、模擬店などは一般参加者による出店も認められているが、《水鏡杯》だけは学園の生徒のみ選手としてエントリー可能となっている。

　ウチのクラスからも何人か《水鏡杯》に出場する予定の人間がいるらしく、たしか俺の命の恩人である剣客少女、久く遠どうくおんも参加するとかいう話だった筈はずだ。

　開催日時は夏休みの初日二日──つまりは今から約二週間後だ。スタッフ以外は自由参加だが、常に退屈している夕ゆう月げつ学園の生徒はもちろんほとんどが参加する。

　で、その赤あか月つき祭の準備を主導的に行ったり、当日も色々と雑用をやったりするスタッフを、各クラス三～五名くらい出す必要があり、このホームルームでそれを決めているというわけだ。

　やりがいはあるのだろうが、準備期間が短いので恐ろしいほどの激務となることは確実だし、何より《水すい鏡きよう杯はい》をはじめとする数々のイベントへの参加に支障をきたすため、自分から進んでやりたがる人間もあまりいないだろう。

「スタッフって具体的には何やるのー？」

　誰だれかが御厨みくりやに向けて質問した。

「……質問に答えるのめんどくさいなぁ……」と言いつつ御厨は律儀に丁寧に、「準備期間中は色んな企画のチェックとか準備……当日は《水鏡杯》の観客の誘導とか見回りとか色んな雑用です……。……あー、そういえば、二年のＡＢＣＤクラスは毎年スタッフがやってる軽食店《ＡＬＩＣＥ》がメインの仕事になるっぽいです……。……説明するのめんどくさかった……」

「あー、あれってたしかメイド喫茶だったよな」

「メイド喫茶!?」

　誰かの言葉に反応していきなり興奮した声を上げたのは、冬ふゆ木き陽よう子こだった。

「……赤月祭スタッフオフィシャル喫茶店《ＡＬＩＣＥ》……前は普通の喫茶店だったけど、四年くらい前から、『どうせなら普通の喫茶店より華やかな方がいい』ということでメイド喫茶になったらしいよ……ってもらったプリントに書いてあったのを思い出すのめんどくさいなあ……」

　親切に説明し、それから御厨は大きくため息を吐ついた。

「……えーと、というわけで……スタッフを選びたいと思います……めんどくさいけど……誰か立候補ありませんか……」

「はい」

　間髪入れずにクラスの真ん中の席で陽子が手を上げた。

「……ん……じゃあまず冬木さんは決て──」




「はい。霧きり村むら聖せい司じ君がいいと思います」




　…………はい？

「……いや、あの……冬木さん……今は立候補……」

　御厨みくりやが困惑顔をする。が、そんなことはお構いなしに陽よう子こは繰り返す。

「はい。霧きり村むら聖せい司じ君がいいと思います」

「だから冬ふゆ木きさん、推薦じゃなくて……」

「はい。霧村聖司君がいいと思います」

「……いや、あのですね？」

「はい。霧村聖司君がいいと思います。メイドになるのがいいと思います」

「……いいと思いますって言われても……」

「──いい？　あたしは──……」

　陽子、どこか芝居がかったシリアスな口調で、拳こぶしを握りしめながら、

「……──霧村のメイド服姿が見たいのよ────」

　そんなとてつもなく駄目な台詞せりふを堂々と、むしろ誇るように言い放った。

「すごく見たいの！　絶っっ対に似合うと思うのっ!!　御厨もそう思うでしょっ!?」

「え？　あ、うん……まあ……いや、でも」

「やっぱり思うわよね!?　男のくせにおハダも綺き麗れいだし背も低めだし髪もサラサラだし受け顔だし……霧村のメイド姿を想像するだけでもう……ハァハァ……ああダメ！　そんな捨てられた子犬みたいな上目遣いで見られたらあたしもう、もう……っ！」

「冬木さん……目が危ないよ……」

　御厨はドン引きして冷や汗をたらす。だが陽子はあっちの世界に旅立ったようで既に御厨の声など届いていない。

　御厨は、困ったように俺おれの方を見た。

「ハァ……えーと……霧村君。めんどくさいけど一応訊きくけど……推薦されてるけど、どうする？」

「……ん。あー、まあ別にいいよ。やるよ。赤あか月つき祭スタッフ」

　俺があっけらかんと言うと。

　何な故ぜか御厨は「ええっ!?」と驚き、前の席の藤とう堂どうをはじめほとんど全すべてのクラスメートが信じられないような顔をし、いつも無表情なくおんちゃんまでも「……聞き違いでしょうか？」と呟つぶやきながら首を傾かしげた。冬木陽子は相変わらずハァハァしていた。その隣の席に座っている銀髪のちっこい少女ユウは、赤月祭のことやメイド喫茶のことなど興味がないらしく、不思議そうな顔をして「……？　メイド服がそんなに大ごとなのか？」などと呟いていた。




　　　†　†　†




「……というわけで、俺は赤月祭スタッフとして当日はメイドをやることになったというわけです」

　説明を終え、俺おれはシズさんが出してくれた紅茶を飲んだ。テーブルの対面に座っているシズさんも無表情で紅茶を啜すすり、

「……なるほど。……怠惰な貴方あなたがすんなりとそんな役割を引き受けるとは……それに…………学園祭、ですか……」

　隻せき眼がんを細め、何か言いたげにシズさんが俺の顔を見る。

　そういえば四日前彼女に、俺が夜や光こう市しに連れてこられる直前、文化祭で惨劇を引き起こし、そのことがまだトラウマになってるということを話したんだっけ……。挑発に乗って恥ずかしいことをした。今は後悔している。

　俺はフッと息を漏らし、

「……ま、俺もね。色々あったし……いつまでもウジウジしてないで、そろそろ前向きに頑張ってみようかと思うわけですよ」

「……っ！」

「……？　どうしました？　何か顔が赤いですよ」

「ど、どうもしません！　哀愁がある横顔になんだか少しドキッとしたなどということはまったくありませんありえませんお解わかりですか!?」

「……？　解ってますけど？」

「そ、そうですか。……そう……ですか」

　何な故ぜか少しばつが悪そうに目を逸そらし、それからシズさんは再びこちらを見た。

「……まあ、霧きり村むら様がスタッフになった理由は解りました。ですが、だからといってどうして私が自分のメイド服を貸し出さねばならないのですか？　毎年やっている喫茶店ならば、前年のメイド服を使えばいいではありませんか」

「それがですね！」

　ガチャン！　俺は思わずテーブルを叩たたいてしまい、紅茶のカップが倒れた。幸い中身は入っていなかったのだが。

「……あ、すいません」

「い、いえ……」

　気を取り直し、啞あ然ぜんとしているシズさんに俺は事情を話す。

「シズさんの言うとおり、四年前から使っているメイド服を着る予定だったんです最初は。で、今日の放課後にそのメイド服を見せてもらったんです。そしたら……」

「……もしや管理が杜ず撰さんで穴が開いていたとか酷ひどく汚れていた……とか？」

「穴ならまだ縫い直せばどうにかなるだけマシです。汚れは洗濯すればいい。でも……あれは直しようがない。だから……つい勢いに任せて『知り合いに本当のメイド服を借りてくる』って宣言しちゃったんです……」

　思い出すだけで酷ひどくいたたまれない気持ちになる。しかしこれだけは譲れないのだ。

「……男として……いや、人として。あんなものは認めない……」

「…………霧きり村むら様。……まさか、とは思うのですが」

　俺おれの沈痛な表情から察したか、シズさんの頰ほおが引きつる。

「あまりにおぞましい想像のため、口にするのも憚はばかられるのですが……もしも間違っていたなら、不愉快にさせてしまったことをお許し下さい、……まさか……まさかそのメイド服というのは──……」

　重々しく、俺は頷うなずく。




「そう──……ミニスカだったんです……」




　がたん。シズさんが椅い子すを倒してよろめいた。

「な、なんておぞましい……！」

　手で口を押さえ、彼女は不快感もあらわにわなわなと震える。

「メイド服のスカートの丈がミニ……それはすなわち……いわゆる『フレンチメイド服』、と呼ばれる醜悪な衣装、いえ、衣装と呼ぶも憚られる悪魔の生皮……！」

「ええ……その通りです」

「サタニストの司祭が被かぶる山や羊ぎの頭部のマスクや珍走団のたわけた特攻服にも等しい、愚劣で醜悪で無様でグロテスクで薄汚い姿！　機能美の欠片かけらもなく、羞しゆう恥ち心の欠片もなく、奉仕者としての誇りもなく、あまつさえメイドが本来備えているべき知性など微み塵じんも感じられず！　ただ他人に媚こびを売ることだけを追求した破は廉れん恥ちな装束！　あんなものはメイドではなくただの娼しよう婦ふです！　いえ、比べるだけ娼婦に失礼というもの！　職業に貴き賎せんはありませんがフレンチメイドだけは別です。あれはもはや人ですらない！　人類の生み出した最悪の害悪と言っても過言ではないでしょう！」

「そう、その通りです……！　うちの学校では四年間もあんなフレンチメイド服を『メイド服』だと僭せん称しようしあまつさえそれを着て接客をする喫茶店のことを『メイド喫茶』だと名乗っていたのです！」

「あああなんと愚かしい！　まったくもって理解不能です！　神をも恐れぬその所行！　文明を知らぬ鬼畜のごとき蛮ばん行こう！　知能を持たぬ猿のごとき愚行！　自ら進んで地獄への道を選ぶかのごとき悪行！　そのような者達にはいつか必ず正義の鉄てつ槌ついがくだされることでしょう……！　そもそも服飾界における『フレンチ』とはもともと、かつてフランス革命において人が理性と秩序を失った下品で野蛮な混こん沌とんになぞらえて用いられるようになった蔑べつ称しよう！　あまり知られていませんが、日本語の破廉恥とはフレンチが語源なのだとも言われています。このことからもいかに世界中でフレンチメイドが軽けい蔑べつされているか判わかるでしょう。私は予言します、フランス革命で粛しゆく清せいされた王侯貴族たちのように、いずれフレンチメイドとそれを支持する者どもの未来には粛清の赤い嵐が吹き荒れることを!!　滅びよ！　ああ滅びよフレンチメイド!!　暗黒神が実在するならば、この魂を捧ささげ今すぐにでもフレンチメイドを撲ぼく滅めつし撃滅し根絶し廃絶し断絶し死滅させるというのに！　大至急ギロチンを用意しなさい！　そして地球上に存在する全すべてのフレンチメイドに死の鉄てつ槌ついを！　死を！　死を！　死を！　死を！！！！！！！！！！！！」

　……いや、あの、シズさん……フレンチメイドに関するイヤな思い出でもあるんですか……？　面白いので乗せてみたのだが、さすがにちょっと引いてしまった。フレンチメイドなど滅亡してしまえという意見には賛成だけど。あれは下品だ。チラリズムのなんたるかをまるで理解していない。もちろん自分で着るのも御ご免めんこうむる。

　俺おれのちょっと呆あきれた視線に気付いたか、目が血走って脳内も色々先走って暴走していたシズさんはハッとこちらを見て、

「……ッ！　わ、私としたことが見苦しい真ま似ねを……どうも霧きり村むら様の前だとついつい気を抜いてしまいます……注意しなくては……」

　ブツブツと何か呟つぶやいたあと「ゴホン」と咳せき払ばらい。

「……霧村様、話は解わかりました。そういう事情でしたら仕方ありません……。いかに霧村様とはいえ、フレンチメイド服を着せられるような屈辱を味わわせるのは流石さすがにあまりに不ふ憫びんですので」

「！　じゃあ……」

「はい。私のメイド服をお貸しいたします」

「ありがとうございますシズさん！」

　よし、これで交渉成立。

「で、ですがその前に──」

　何な故ぜか少し頰ほおを紅潮させて、躊躇ためらうようにシズさんは続ける。

「この場で一度メイド服を着てみてはいただけないでしょうか？　いえ、もちろん単にサイズが合うかどうかといった細かい事項を確認したいというだけであって冬ふゆ木き様のように霧村様のメイド姿が見たいなどということは無いのですが全く微み塵じんもええそれはもう」

「そ、そうですか……」

　思わず気け圧おされる。それにしても……メイド服か。何となくシズさんの格好をまじまじと見つめてしまう。

　フリルのついたカチューシャにエプロンドレス。派手さはないが機能美に溢あふれ、洗練されたデザインはシックで上品な印象を醸し出す。

　………………着るのか本当に。俺がこれを。

　赤あか月つき祭スタッフとして働くことに異存はないのだが、実を言うとメイドの格好をすることには抵抗があるんだよなあ……。一応昨日、メイド喫茶で働く他ほかの女性スタッフに、男は裏方に回るべきなんじゃないかと提案してみたのだが、あっさり却下されたし。陽よう子こに限らず、女の子ってなんで他人を女装させたがるんだろうかね。

「こちらです」

　シズさんが巨大なクローゼットの扉を開ける。その中には黒のワンピース＆白いエプロンのいわゆるメイド服とかメイド服とかメイド服とかメイド服とかメイド服とかメイド服とかメイド服とか……うわほんとにメイド服しか入ってねえ！

　……あれ。よく見るとサイズも色々あるのだが……しかもフリルとか細部が異なっていたり型に金糸の刺し繡しゆうが施されていたり『初回限定版』というシール付きだったり…………えーとその……ワンピース・エプロン・カチューシャの組み合わせで色んなバリエーションのメイドさんが楽しめそうですね。……ワンピースの色が黒しかないのはシズさんのこだわりだろうか。

「あの、シズさん。なんでそんなにメイド服ばっかり……」

「……それは──」

　口をついて出た俺おれの疑問に、シズさんはこちらを振り向き、恐ろしく真剣な顔で言う。

「──それは、メイド服を愛しているからです」

「愛!?」

「然しかり」

　シズさんはなんだか誇らしげに頷うなずき、中から一着を取りだし、こちらに持ってくる。妙にウキウキしているように見えるのは……気のせい、だと思いたい。

　当日は他の男子連中もメイド服を着るしどうにかノリで自分を誤ご魔ま化かせばいいのだが、今ここで、というのはちょっと……。

「さて、それでは……ぬ、脱いでください」

「んなっ!?」

　真顔のシズさんの言葉に慌てる。

「な、何を慌てているのですか。脱がなければ着られないでしょう」

　うわあこの人マジだ……目がマジだ……。

「……ぜ、全部ですか？」

「ぱ、パンツだけは許可します。ただし本番では男性用下着は不許可ですが」

「俺に女物のショーツをはけと!?」

「ドロワーズでも構いませんが」

「ある意味もっと恥ずかしい！」

「ではブルマ……」

「そ、そんなメイド聞いたことねえー！」

「……いいですか霧きり村むら殿。メイドたるもの、我わが儘ままは許されません。個人としての感情を捨て、奉仕の精神に全すべてを委ゆだねなさい……己の充足を求めるのではなく、仕える主人の手足となり靴となり手袋となり服となり剣となり盾となり、主人の代わりに穢けがれ灰を被かぶり泥にまみれ蔑さげすまれ死んでゆくことを至上の名誉とす────それが、メイ道どうなのです」

「メイ道!?」

　なんかいきなり面白いこと言い出した！

「……解わかりましたか？　では脱いでください」

　自らの怪しげな発言に微み塵じんも疑問を抱いていない様子でシズさんは言う。前々から思ってたけど、この人のメイド観も何か違う。ミニスカメイドと同じかそれ以上に間違ってる。

　……でもまあ、ここで抵抗しても仕方ないか。

「……あー、その、それじゃちょっと着替えてみますんで、出来れば後ろを向いていてくださると……」

「自意識過剰の中年女性ですか貴方あなたは。貴方の着替えシーンごときに他者の行動を束縛する価値がほんの一ミクロンでもあるとお思いですか。自惚うぬぼれるのも大概にしなさい」

「くっ……ちょっと恥ずかしいと思ったくらいで何でそこまでボロクソに言われねばならんのですか……」












　これ以上言われ放題なのも癪しやくなので、言われたとおり勢いよく制服を脱ぎ捨てる。夏服なのでその下はシャツ一枚だったのだが、それも思い切って脱ぐ。さあ次は下だ……と覚悟を決めてベルトに手をかけたところで──……

「……なにやってるんですか？　シズさん」

「……べ、べつになんでもありません」

　シズさんは何な故ぜか顔を俯うつむけ、俺おれの方から目を逸そらしていた。それから誤ご魔ま化かすように、何故かぺたぺたと腕やら肩やら胸やらを触ってきた。

「……あの……？」

「こ、これが男性の人体ですか。生きたものを見るのは初めてです」

　いや人体て。もっと別の言い方はないものだろうか。

「ふむ……ふむ……」

　さわさわ。シズさんが背後に回り込み、「ひゃっ!?」首筋、「びくぅっ!?」背中、「あひんっ!?」脇わき腹ばら。なでなで。つんつん。

「……ふむふむ……興味深いですね……女性のそれと思っていたほどの違いはないという印象でしょうか……ふむ……意外と……綺き麗れい……」

「いやあの、俺だけを基準に男全部を判断されても──」

「──霧きり村むら様」

　シズさんがいきなり真剣な声で言った。

「は、はい？」

「か、解剖しても宜よろしいでしょうか？」

「いいわけねえだろ」

　半眼になって俺が言うと、

「……残念です。中身がどうなっているのか見てみたいのですが」本気で残念そうに言って、「それでは次は下半身を拝見──」

　いきなり床に膝ひざをつき、制服のズボンのベルトに手をかけるシズさん。

「ちょっ、いや、それはマズい！　ダメですって！　自分で脱ぎますから！」

「じっとしていてください！　よく見えません！」

「ナニを見ようとしてるんだあんた!?　ていうか目的が変わってないか!?」

「せっかくですから！」

「せっかくだから何!?　やめろそんなに顔を近づけるなー！」

　じたばたともがきながらシズさんを振りほどこうとして……──不意に視界に、信じられないものが飛び込んできた。

　部屋の窓の外……ちなみにここはホテルの最上階でベランダもない……ガラスに顔を貼はり付けて、俺とシズさんの方をホラー映画に出て来る飢えたゾンビのような顔で覗のぞいている二人の少女。

　赤いコウモリの羽で空を飛んでいるユウと、極彩色の重力素子の足場に乗って空中に立っている冬ふゆ木き陽よう子こであった。

「きいいいいいいいりいいいいいいいいむううううううううらああああああああああ」

「セイジ……シズ……貴様らまたしても……！」

　地獄の底から響くような声を上げて二人の少女が窓をこじ開けて部屋に入ってくる。

「ゆ、ユウ様……冬木様……!?　あ、わ、私はなんということを……こ、これは違います誤解です!!」

　状況に気付いたシズさんが慌てて俺おれから離れた。だが陽子は聞く耳持たず、

「ほほーう。上半身裸の男の下半身に顔を埋めておいてそんな言い訳が通用すると本気で思ってるのかしら？　さすがメイドさんだけあるわね……あなたの下半身にご奉仕するニャンってかコラァ!!　押し倒したり押し倒されたりお口でしたり！　今日という今日は許せないわ！　二人揃そろってちょっと厳しく躾しつけてあげる必要があるみたいね……」

　ユウの方も今にも泣きそうな顔で、

「……シズのばか」

「ゆ、ユウ様！　誤解です、本当に誤解なのです！　私はただ霧きり村むら様にメイド服を着せて差し上げようと！」

「げええっ！　なにその倒錯プレイ!?　メイドさん同士の百ゆ合りエッチを擬似体験ですか!?　うっわ……そんなの初めて聞いたわ……天才の発想ね……！」

　本気で恐れおののいている様子で陽子がよろめく。

「話をややこしくするな陽子……今回は本当に誤解なんだ、信じてくれ」

「今回は!?」

「う、いや、まあ、その……とにかく！　そういうことだから！」

「何がそういうことなのだバカセイジ！」

　ユウのツッコミ。強引に解決しようとしたのだが失敗に終わった。ちっ……ならば。

「ていうか、俺達のことなんてどうでもいいだろ？　お前らはお前らで仲良くやってればいいじゃん。付き合うことになったんだから」

　三日前、どういうわけなのか正直よく解わからないのだが、ユウと陽子は付き合うことになった……筈はずだ。たしか。芙ふ深みさんとの戦いのとき「ユウを守る」って言ってキスしてたし……俺の部屋で陽子がユウに付き合おうってハッキリ言ったし。

　これはもう、陽子は俺のことは諦あきらめてユウを恋人に選んだということでいいのではないだろうか。いいんだ……よなぁ……？

「いや、あ、あれはその……言葉のあやというか……何かの間違いだというか……」

　珍しく陽子が動揺を見せる。

「酷ひどいぞヨウコ！　私とお前はもう恋人なのだ！　いつも一緒に寝てるし……裸で」

「裸なのはあんただけでしょうが！」

「で、でもでも！　お風ふ呂ろだって一緒に入ってる！」

「あんたが無理矢理入ってくるからでしょ!?　あんた一人で頭洗えないし！」

「くっ……ユウ様の頭を洗うのは私の仕事でしたのに……！」

　悔しそうにハンカチを嚙かむシズさんのことはさておき──

「ほら、やっぱり仲良さそうじゃないか。というわけで痴ち話わ喧げん嘩かは他よ所そでやってくれ」

「話題をすり替えようったってそうはいかないわ霧きり村むら。今はシズさんが霧村にゴニョゴニョなことをしていたことについて話し合うべきよ。解わかるでしょ、ゆースケ。論理的に考えなければ解が出る筈はずの命題すら道を見誤るわ」

　……話題をすり替えようとしているのはどっちだ陽よう子こ。ユウは解ったような解っていないような……というか絶対に解ってない顔で少し首を傾かしげ、

「え……あ、うん。多分ヨウコの言うとおりだと思う……」

　あー、やっぱりバカだわこいつ。

「……そもそもユウ様に冬ふゆ木き様。どうして私の部屋に来られたのですか？　何か御用があったのでは」

　シズさんの問いに答えるように────




「はっはっはっ！　それは小生が霧村殿とシズ殿が密会しているという事実をお二人にお伝えしたからです！」




　部屋中に高らかに響き渡る謎なぞの男の声──続いて、

　どがんっ！

　突如部屋の天井が突き破られ、降り注ぐ夕暮れのオレンジの光と土煙を纏まとい、一人の奇人がその姿を現した！

　名前はシド。黒いスーツを着た執事風の長身の男だが、その頭は少しデフォルメされたウサギのそれで、目は開いているのか閉じているのか判わからないため常に笑っているような印象がある。どこをどう見ても一いち目もく瞭りよう然ぜん、完全無欠、絶対無敵の変態である。

「はっはっは、霧村殿、聞こえておりますぞ？」

　……どうやら無意識のうちに口に出していたらしい。

「そんな完全無欠で絶対無敵など……照れるではありませんかハハハ」

「都合のいい部分だけ聞いてるんじゃねえ！」

「まあそれはともかく」……やっぱりムカつくこのウサギ野郎。「小生は常にユウ様のために働いているというわけですよシズ殿」

「……ん？　あー、まだいたのかシド。もう帰っていいぞ」

　誇らしげに笑うシドに、ユウはしっしと軽く手を振った。

「がーんっ！　そんなユウ様！」

「……おやおや、相変わらずの役立たずぶりですこと。存在自体が迷惑ですので、真にユウ様のためを思うのでしたら早急に自害するのが宜よろしいかと」

　シズさんも無感情な眼まな差ざしと辛しん辣らつな言葉を仕事仲間である筈はずの執事に投げかける。

「はっはっは、またしてもがーん！」

「ほんと、使えないヤツほど面の皮が厚いのよねー。昔を思い出すから気分悪いわ」

「冬ふゆ木き殿まで!?」

　……この変態ウサギ男は、俺おれのタレントである《無間地獄ストロベリーフイールド》の呪じゆ縛ばくを解くべく、夜や光こう市しを離れてその方法を探していたらしいのだが、三日前におめおめとユウのもとに戻ってきては恥知らずにも「方法は見つからなかった」と宣のたまったという。せめて芙ふ深みさんとの戦闘中にでも現れて役に立ってくれればまだ弁解のしようはあったのだが……。

「ハァ……」

「な、なんですか霧きり村むら殿そのため息は!?　そ、そんな蔑さげすむような目で小生を！　もとはといえば霧村殿が厄介な異能を持っていたのがそもそもの原因なのですぞ!?」

「よくいるんだよなー、すぐ誰だれかのせいにする人って……」

「まったくです……まあ、人ではなく畜生なのですが」とシズさん。

「無能は無能らしく、もうちょっと申し訳なさそうに生きればいいのに……」と、煙草たばこをふかしながら陽よう子こが言う。サマになりすぎていてちょっと怖い。

「ごおおおん！　小生、これほどの辱はずかしめを受けたのは初めてです！」

　わざとらしくよろめくシド。

「……シド」

「はい、何でございましょうユウ様」

「お前うるさい」

「がぎょ───ん！　長年お仕えしてきたユウ様にそのような暴言を吐かれてしまうとは……執事として……小生、小生はもう生きてはおれません！　死んでお詫わびを！」

　いきなり踵きびすを返し、開いたままだった窓の方へ駆け出し、そのまま勢いよく空中へダイブする。

「小生は……星になってユウ様を見守っておりますぞおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　……声はだんだんと小さくなっていった。……ま、あのウサギ野郎はホテルの五十階から飛び降りたくらいでは死なないだろう。

「まったく……何しに出てきたんだあのバカは……」

　そう言って、ユウは深々とため息を吐ついたのだった。
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　陽よう子ことユウに事情を説明したら何な故ぜかあいつらまで俺おれにメイド服を着せようとしてきたので「メイド服は後日取りに行く」とシズさんに伝えてホテルを逃げるように飛び出し、家路についた。季節はすっかり夏。もう夕暮れだというのにかなり蒸し暑い。

　俺もユウや陽子みたいに飛べればいいのになあなどと思いながら路面電車に乗り繁華街から寮のある学生街へ。

　クーラーの効いた車内から出ると再びもわーっとした熱気に襲われ、俺は思わず顔をしかめた。と、そのとき。

　……すごい格好をした美少女を見つけた。

　すごい格好をした美少女の知り合いはシズさんやくおんちゃんや芙ふ深みさんやユウなど何故か多いのだが、その誰だれでもなく、そして彼女達にひけをとらないすごい格好だった。

　下は黒い袴はかまで、上は白の単ひとえ（平安時代の女性が服の一番下に着ていたもので、芙深さんが着ている巫み女こ服の上をもっと薄くしたやつを思い浮かべてもらうといい）のみ。しかもくおんちゃんのように腰には日本刀を差している。

　しかもその扮ふん装そうをしているのが綺き麗れいな長い銀髪と宝石のような碧へき眼がんで肌は透けるように白くて胸が結構大きい、年は俺の一つか二つ下くらいの、北欧系の超が付くほどの美少女だからすごい。……さらにいうと、上に着ているのは本来下着であり当然ながら生地が非常に薄いため、白い肌や身体のラインまで透けて見える。丸見えだ。ぶらじゃあを付けていない胸までも透けて見える。スケスケだった。超セクシーだった。だから思わず見入ってしまっても、決して俺のせいではあるまい。むしろスケスケの服を着た乳が大きい超絶美少女をスルー出来る男の子がいたら正気を疑うね俺は。

「あ」

　何故か。

　不可解なことに。

　俺の視線に気付いたその少女は、こっちの脳のう髄ずいが溶けそうになるような柔らかい微笑を浮かべ、ゆっくりとこちらに近付いてきた。いや、そんな近付かれると……その……スケスケの胸が。えーと、ふくよかな双丘の先端、ピンク色のソレ、要するに乳首まで！　見えてるんですけど！　超エロいんですけど！

「……あ、あの？」

「菖蒲あやめ」

　いきなり、少女は短くそう言った。

「……？　あやめ？」

　にぱーっと、どこか稚ち気きのある笑みを浮かべ、こくん、と頷うなずく。

「私の名前。菖蒲あやめ」

「……はあ」

　なんで俺おれは、見ず知らずの美少女にいきなり自己紹介されているのだろう……。それはそうといいおっぱいですねお嬢さん。

「えーと、俺は──」

　とりあえずこちらも名乗り返すべく口を開いた。が、その言葉を遮り、

「聖せい司じ」

　こちらを指差し、またも不思議ちゃん美少女は短く言った。

「菖蒲は知ってる。霧きり村むら聖司」

　なんで俺の名前を……。俺は思わず身構える。最近色々あったし、また妙なトラブルではないかと反射的に警戒したのだ。

「大丈夫。菖蒲は敵じゃない」

　……と、言われましても。「自分が敵かと疑われている」と判断し先回りして「敵じゃない」と答える時点で既に怪しい。その露出狂みたいな格好もとても嬉うれしいけど同時にとても怪しい。そんな俺の戸惑いを無視して、少女は続ける。

「ねえ聖司」












「……なに？」

「お茶しよ？　今から」

　少し上目遣いで頰ほおをほんのり赤らめ、ちょこんと首を傾かしげる。この娘こでなければ、あざとい演技するんじゃねえと怒ってしまいそうなほど男心を擽くすぐる動作だ。

「ね？」

　…………。

　……わからん……。さっぱりわからん……。なんで俺おれは、スケスケの格好をした外国人美少女にナンパされてるんだ……。

「あー……悪いけど、知らない人についていっちゃダメだってお母さんとお父さんに言われてるから」

　とりあえず冗談めかして断る。

「……そうなの。残念。でも、お父さんとお母さんに言われてるなら仕方ないかも」

　少女はあっさりと引き下がってくれた。……残念、のような気もする。

「それじゃ」

　無表情でそう言うと、近付いてきたときと同じくらいの唐突さで少女は踵きびすを返し、ゆっくりと歩いていった。俺はなんとなく、その背中を見送った。

　……ほんと、この街って変なやつが多いな。そこがいいところだとも思うけど。
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　寮の自分の部屋に戻ると、やたらと露出度の高い真紅のボンテージファッションに身を包んだ金髪幼女と、青いチャイナドレスを着た「ぼん・きゅっ・ばーん！」とセクシーなお姉さんがＳＭプレイをしていた。

　床に這はいつくばったチャイナドレスのお姉さんの背をハイヒールで踏みつけて、幼女が手に持った鞭むちを勢いよく振るう。

　びゅん、と風を切る音、その直後ビシッと鞭が肌を叩たたく音、それと同時に迫力あるバストが揺れドレスが裂けスラリとしたナマ足とか大きく開いた健康的な背中とかに痛々しい赤い痕あとが刻まれる。だが、裂けたドレスはそのままに傷跡はすぐに元の綺き麗れいな肌へと復元する。聞くところによると、致命傷以外の傷はムーンチャイルドや《試作型プロトタイプ》の回復力を遙はるかに上回るスピードで治るらしい。

　ビシッ、ビシッ、ビシッ！

「ああ！　痛い！　痛いです！　もっと！　もっと私を痛めつけてください！」

　鞭で打たれながらチャイナドレスのお姉さんが恍こう惚こつの表情で懇願する。

「あははははははははー！　きもーい！　超キモいのでー、死んじゃえファックファックファックファック!!　あははははははははははははは!!」

　無邪気かつ嗜し虐ぎやく的てきな哄こう笑しようを上げながら、それはさすがにマズいのではないかというくらいの激しさで幼女はビシバシ鞭むちを振るう。

　と、俺おれの視線に気付き、幼女は不意に鞭を振るう手を止めた。

「あ、おかえりーおにちゃん」

　あどけない笑顔で子供らしい人懐っこい笑みを浮かべる幼女──朱雀すざくに、俺は「ああ……ただいま……」と乾いた笑みを返す。

「ウフフ……お帰りなさい……ウフフ……ン……ハァ……ハァン……」

　あまりにもエロすぎる艶えん笑しようを浮かべ、荒い息をつきながらお姉さん──青せい龍りゆうも言う。

　この二人は人間でも《試作型プロトタイプ》でもない、蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みのタレント【四神降臨ダイヤモンドフオース】によって現世に召喚された存在で、どういうわけだか芙深が「お詫わびのしるし」と称して俺の部屋に置いていってしまったのだ。

「ねえせーりゅーちゃん、どーしておにちゃんに勝手に挨あい拶さつするのかなー？　すざく、せーりゅーちゃんに喋しやべっていいなんて一言も言ってないよね？　悪い子だねー、悪い子には……うふふー、オシオキしなきゃねー」

　ドＳ丸出しの邪悪な笑みを浮かべ再び朱雀が鞭を振るう。

「ああ！　ごめんなさいごめんなさい御主人様！　私は悪い子です！　どうかオシオキしてください！　好きなようにオシオキしてください！」

「ファック！　だから喋っていいなんて言ってないでしょー！　いい？　せーりゅーちゃんはすざくにお願いなんてしちゃいけないの。わかる？」

「ああ！　ごめんなさいごめんなさい！　痛い！　痛いです！」

「ねえ、せーりゅーちゃん、ほんとに自分の立場がわかってるのかなー？　誰だれが飼い主なのか、ほんとーにわかってるのかなー？　わかってないよねー？　だって雌めす豚ぶただからねー、おばかさんだもんねーファック！」

「あぁんっ！　わ、わかっています！　わかっていますぅっ！」

「口答えしないのファッキン青豚ッ！」

「ひいぃっ！　わ、わかりません！　私は自分の立場も理解できない愚かな豚です！　誰が飼い主かもわからない恩知らずの家畜です！」

「あれれれれー？　こーんなに叩たたかれてもまだわからないのかなあ!?　ほんとにどうしよーもない豚だねえーっ！　だからもっと厳しく躾しつけてあげる！　ファック！　ファック！　ファック！　ファック！　ファ────クッ!!」

「ああっ！　やぁっ！　ひぁっ！　くあぃっ！　あああああああ──────ッ！」

　朱雀の渾こん身しんの力を込めた一撃に、青龍は絶頂の声を上げてぐったりと倒れる。

「ぁハァ……ハァ……も、もうらめぇ……」

「あははー、まだ躾しつけは終わってないよー？　ほら、次はローソクだよ？　焼き豚になりたくなかったら立つのファック！　えへへ、お尻しりを出してファック！」

「ひいっン、んアンっ！　ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい御主人様、生まれてきてごめんなさぁいっ！」

　…………どうやらまだ続くらしい。嘆息し、俺おれは視線を逸そらした。この光景は正直、健全な青少年には刺激が強すぎる。こういうアブノーマルなのは苦手なんだ。

　視線を逸らした先、ベッドでは喪服のような真っ黒な服を着た黒髪の美少女がソフトクリームを食べていた。

　名前は玄げん武ぶ。彼女も朱雀すざく、青せい龍りゆうと同じく蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みの召喚獣の一人である。

「ぺろぺろ」

　ベッドでうつ伏せになって、美お味いしいんだか美味しくないんだか判別不可能な無表情でぺろぺろとソフトクリームを舐なめる。

「ぴちゃぴちゃ」

　しかしそのペースが非常にゆっくりしているため、溶けてコーンからこぼれ落ちてしまった白いクリームがタラタラとその首筋、さらには意外と豊満な胸元にまで流れ落ちてどう見ても精子です本当にありがとうございました。

「……あー、玄武ちゃん。溶けないように急いで食べた方がいいんじゃないかな」

　とりあえず忠告する。彼女はそれで初めて俺の存在に気付いたようにきょとんと首を傾かしげ（その間にも溶けて胸の谷間へと流れていくクリーム）、上体を起こし、

「はむ」

　残ったクリームを一気に口に飲み込んだ。さらに口元から溢あふれてきたクリームを指で絡め取って、指ごと口に含む。

「ぺろぺろ。ぴちゃぴちゃ」

　……なんでこの娘こは全すべての行動がこうもナチュラルにエロいのだろう……。

「んは」

　……まるで情事のあとのようにほんのりと上気した頰ほおと、小さく開いた口と微かすかに残るクリームがもう本当にどうしようもなくエロい。目のやり場に困る……。

「……シャワーでも浴びよう……」

　どっと疲労感を覚えながら浴室に向かう。赤あか月つき祭スタッフの仕事やら暑い中シズさんの住むホテルまで行ったりとかで、シャツが汗まみれになってるし。

　ガチャ。

　服を脱ぎながら無造作に浴室の扉を開け────

「…………あ」

「!?」

　脱衣場で髪を拭ふいていた全裸の美少女と目が合った。

　雪のように真っ白な肌で、髪も真っ白。均整のとれた体つきの、十七歳くらいのまさに美少女真っ盛りなお年とし頃ごろ（少なくとも見た目の年齢は）。彼女は白びやつ虎こ。例によって芙ふ深みさんの式神四姉妹である。

　……あー……忘れてたなぁ……。

　白虎ちゃんは信じられないくらいの寒がりで夏だというのに普段からコートを着ているのだが、同時にすごい汗かきという厄介な体質で、一日に何度もお風ふ呂ろに入るんだっけ……まったく……しずかちゃんか君は。

「…………あー、まあ、その、なんだ……同居モノラブコメに必須の不幸な事故？」

「…………」

「…………ごめんなさい」

　しばらくぽかんとしていた裸の白虎は、いきなりきゃーという悲鳴を上げて、

「じ、自分はあなたのことなんて好きじゃないんですからっ！」

　そんなツンデレ台詞せりふと同時に、俺おれの顔面めがけてスナップの利いた強烈なビンタが飛んできた。到底かわしようもなく。

　ばちこーん。

　…………。

「………………。もうやだこんな生活……」

　頰ほおに鮮やかな紅葉を付けた俺は浴室から出て、深々とため息を吐つく。

　一般的な男子寮と違ってこの寮では女の子を連れ込むことは特に禁止されてはいないのだが、それでも四人の美少女を居候させているのは俺くらいなものだろう。羨うらやましいですか。俺はあまり嬉うれしくない。

　役得といえば実は寂しがりやの白虎が夜中にベッドに潜り込んでくることくらいなのだが、最近は熱帯夜なので寝苦しいだけだし。

　式神のくせに飯はガツガツ食うし酒もガンガン飲むし、しかも四人のうち誰だれも料理が出来ないから俺が毎日五人分作る。

「……一刻も早く芙深さんにこの痴女型エンゲル係数増幅器どもを返却しないと……」

「えー？　おにちゃんひどーい」

　俺のぼやきを聞きつけた朱雀すざくが、鞭むちを振るう手を止めて頰を膨らませた。

「全然何もひどくありません。当然の権利だ。つーか、もともとくれるのは誰か一人だけって話だったからな」

「でもー。うちのますたー、多分すざくたちに帰ってきてほしくないと思うよー？」

「……？　なんで？」

　朱雀はちょっとおマセなお子様みたいに「イシシ」と笑い、

「だってー、現世にしょーかんされてないときのすざくたちの視界って、ますたーと共有だからー。だからすざくたちが中にいると、えんじゅのおにちゃんとイチャイチャできないんだよねー。つまり他ほかの人のとこにすざくたちを預けてある今が急接近のチャンスってわけなのよえへへへへーますたーってばかーわいー」

　カラカラと笑う朱雀すざく。まったくこの小こ娘むすめは……。つーかほんと、この四姉妹って《奇蹟顕見能力タレント》で呼び出された存在だとは思えないよなあ……。『召喚系』か……。

　ムーンチャイルドのタレントには大別して四種類あるという。

　一つは特定の空間内に特殊な効果をもたらす『空間系』。

　一つは物質や肉体に直接働きかける『変化系』。

　一つは炎や氷、光の剣などを出現させる『放射系』。

　一つは異界の生物などを召喚する『召喚系』。

　四系統の中でも特に強力な能力はそれぞれ『世界系』『錬金系』『黙示系』『降臨系』と呼ばれるらしいのだが、俺おれは興味がないのでよく知らない。

　で、その四種類のタレントの中で芙ふ深みさんの【四神降臨ダイヤモンドフオース】をはじめとする《召喚系》こそが最上位だとされているのだが、その理由は、普通のタレントで引き起こされる超常現象と決定的に異なり、『召喚系』能力によって呼び出された存在というのは術者とは独立した一つの生命として動き、ときには朱雀たちのように自我すらも持つことにある。

　新たな生命の創造──それはもはや、神の領域だ。

　今俺の目の前にいる連中が、どれほどとんでもない存在か理解していただけただろうか。

「あはははははははははこのファッキン青豚！　今ホッとしたでしょ!?　すざくがおにちゃんと話してるとき気を抜いてたでしょー？　ほんとに駄目な豚だなあ！　見てないとすぐになまけるんだから！　教育が必要だよね！　教育には鞭むちとろーそく！」

「あぁっ、熱いっ！　熱いですぅ！　ひぃい!!　き、気持ちイイ……！」

「誰だれが勝手に気持ちよくなっていいって言ったの!?　飼い主の許可なしで勝手に気持ちよくなっていいと思ってるの!?」

「ひいっ、思っていません！　思っていません！　私は低脳の雌めす豚ぶたです！　心も身体もすべて御主人様のモノです！　独立した自分の意思などありません！」

「ううん思ってる！　目を見ればわかるもん！　ゴミ虫のくせにつけあがって！　おしおき！　反抗的なゴミ虫にはおしおき！　ファック！」

「ああっ！　ああっ！　いいっ！」

　…………どれほどとんでもない存在か、理解していただけただろうか。ただの変態じゃない……ただの頭がおかしい痴女じゃない……筈はずなんだ……。

「あれ？　何か悩みがあるのおにちゃん？　悩みがあるときはファックするのが一番だよー。ほら、ちょうど今びゃこちゃんがお風ふ呂ろ場でおにちゃんのことをおマン●ヌレヌレで待ってるよー」

「……こ、この幼女は……」

「にゃはははー。うちのますたーもさっさとえんじゅのおにちゃんをファックしちゃえばいーのにねー。戦闘バカのくせに変なところで奥手なんだからー。そんなんだから九十年も処女なんだよねあのばばー」

　見る者を惹ひき付ける無邪気な笑顔を浮かべて、金髪の幼女はドス黒いことを言った。

　ツッコむ気力もなかったので、ようやく風ふ呂ろ場から出てきた白びやつ虎こと交代で俺おれは風呂場へ行った。……美少女が入浴したあとのお風呂ハァハァなんて変態的なことは、別に思わない。いや、ほんとに。だってあいつらの裸なんて見慣れてるし！




　　　†　†　†




　霧きり村むら聖せい司じが自宅にて居候の美少女たちと戯れていたのと同じ頃ころ。

　場面は夜や光こう市しから──いや、日本国からも遙はるか遠く……アメリカ合衆国の某州にある、とある小さな飛行場である。位置は地図上のどこにも載っておらず、ごく一部の者を除いて、存在すら知る者はいない。

　その隠された飛行場に、今まさに輸送機に乗り込もうとしている、医師か研究者と思おぼしき白衣の集団があった。

　人数は十人弱。人種、年齢はバラバラ。

　彼らもまたこの飛行場と同様に、戸籍上は既に死亡していたり、どこか遠い国の企業に籍だけを置いている、本来ならこの場には存在しない筈はずの人間たちであった。

　彼らがこの場所から輸送機に乗って飛び立つ先は──夜光市。

　目的は、今から十五年前に突如として日本国内の一部の地域で発生した、《月光症候群》と名付けられた奇病を研究するためである。

　夜光市には幾つかの研究施設があり、彼らはそこの職員というわけである。日本では……いや、世界では、《月光症候群》はおろか、夜光市の存在すら一般には秘ひ匿とくされている。だから出入りは極秘。必要ならば戸籍すらも偽造される。研究者や市内で商売する企業の従業員、市の職員ですらそうなのだから、当の《月光症候群》を発症した若者たち──通称《ムーンチャイルド》もまた然しかり。

「……謎なぞの奇病が発症した既にこの世に存在しないことになっている人間を、研究のため好きなようにいじくれる……自分の戸籍まで消されたとはいえ研究者冥みよう利りに尽きるというものだな……」

　研究者集団の一人──優秀だが倫理観の欠如した行動が問題視されて大学を追放された、今回が初めての夜光市行きとなる若い研究員は、酷薄な笑みを浮かべて自分だけに聞こえる声で呟つぶやいた。




　────それが、彼の最期の言葉となった。




「……ぁ？」

　突然首筋に焼きごてを当てられたような灼しやく熱ねつ感に襲われた直後、彼の命は首を骨ごと貫通した鋭利なナイフによって奪われていた。

　どさっと崩れ落ちる若い研究者の亡骸なきがら。首筋から溢あふれる血が白衣を赤く染める。

「な、なんだ!?」

　他ほかの研究者たちが慌てふためく。

「緊急事態が発生したぜえヒャハハハハハ────ッ！」

　突如哄こう笑しようを上げたのは、殺された研究者のすぐ後ろにいた、日本人と思われる瘦やせぎすの男だった。歳としは三十前後、白衣を着ているが、纏まとう雰囲気は学者のそれではなく、軍人、いや……殺し屋のものだった。

　殺気を隠して研究者たちの集団に紛れていたその男は死体から大振りのナイフを引き抜き、べろりと血を拭ぬぐった。

「あー不ま味ずい。ろくなモン食ってなかったなこいつ。ビタミン剤ばっか食ってねえでハンバーガーを食えよハンバーガーを。アメリカ人だろお前ら？　美う味まい物を食って美味い女を食って美味い血を吞のむ。それが人生の楽しみ方だぜけっけっけ」

　頰ほおの半分だけを大きく歪ゆがめて、禍まが々まがしく嗤わらう。

「──ま、お前らはもう手遅れなんだけどなあ」

「ひ……！」

　研究者たちは怯おびえ、殺人者の男から逃げるように後あと退じさる。

「どうした！　何があった！」

　異変に気付き、少数とはいえ有能を誇る警備員たちが駆けつけてくる。

　……が、彼らの前に殺人者とは別の白衣の男が立ちはだかった。

　歳は三十代半ばほど。二メートルをゆうに超える巨漢の黒人で、研究者には到底見えないがっしりした体たい軀く。固く引き結ばれた分厚い唇と感情の読み取れない眼まな差ざしが、ストイックな格闘家のような印象を与えている。白衣と、何な故ぜかかけている黒縁の伊だ達て眼鏡めがねが恐こわいくらい似合っていない。

「な、何だお前──だばぁっ!?」

　巨漢の黒人が近付いてきた警備員の一人に、無言でその丸太のような腕を振るう。

　その黒人ほどではないが長身で体格にも恵まれた警備員の身体は、なんと軽く十メートル以上も吹っ飛び、派手な音を立ててコンクリートの地面に打ち付けられ──それきり、彼は動かなくなった。

「に、人間わざじゃない……！」

　他ほかの警備員たちの顔に驚きよう愕がくの色が浮かび、しかし彼らはきわめて素早い対応をとった。

「撃て！」

　一斉に銃を取り出し、黒人の巨体めがけて立て続けに発砲する。まるでハリウッド映画のような派手な銃声が響く。

　だが。銃弾が男に命中する直前に、何かが男の身体を包むように覆い被かぶさった。銃弾は全すべてそれに当たり、弾かれる。

「な、なんだそれは……!?」

　驚愕に呻うめく警備員たち。

　男を銃弾から守ったそれは──男の背中から生えた、天使を思わせる巨大な翼であった。

　ただし色は黒く、金属のような冷たい光沢がある。

　鋼鉄の黒い翼を持つ、黒い肌をした巨人。

　あまりに非現実的な光景に、警備員たちは硬直した。

　バサァ──！

　男が自分をガードしていた翼を大きく広げ、大地を蹴けった。

　翼を大きく羽ばたかせ、その巨体からは想像もつかないほどの驚異的なスピードで低空を疾しつ駆くし、警備員たちとの距離を瞬時に詰める。

「う、うわぁあああ!!」

　慌てて警備員の一人が銃を構える。だが狙ねらいを定めるよりも早く、男の鈍器にも等しい拳こぶしが警備員の胸元に直撃した。

「ぎゃぁああっ!?」

　骨が砕ける厭いやな音がして、殴られた警備員の身体は大きく吹っ飛んだ。

「……豆鉄砲など……我には通じぬ……」

　低くくぐもった声で呟つぶやき、

「むんっ！」

　勇敢にも男を拘束しようと腕をとってきた警備員に、強烈なラリアットを食らわせる。

「ば、化け物めえええ!!」

　あまりの事態に錯乱しながら、それでも警備員たちは勇猛に巨漢へと向かっていく。だが、それが無駄な行動であることは、誰だれの目にも明らかだった──。

「けけけ、相変わらず筋肉バカだなぁリカルドの野郎はよう」

　警備員を蹴け散ちらす翼の生えた黒人の様子を見ながら、ナイフの殺人者はニヤニヤと厭な嗤わらいを浮かべる。そして、

「さあて、こっちもお仕事お仕事」

　怯おびえる研究者たちに向き直り──疾しつ駆く。接近。ナイフを一いつ閃せん。

「ぎゃあああああ──ッ！」

　血飛沫ちしぶきと断末魔の悲鳴を上げて、研究者の一人が崩れ落ちる。

「お仕事お仕事楽しいなあああっと！　働くって素晴らしいなあオイ、ヒャハハ！」

「ひいいい！」「ぎゃあやああ！」「ぐわっ！」「げぁあっ!?」

　一人、また一人────禍まが々まがしい哄こう笑しようを上げながら、男は次々に殺していく。

「ほい、これでおしまいっと」

　最後の一人となった研究者の心臓からナイフを引き抜く。

「……きさ、ま…ら……ムーン……チャイルド──」

　崩れ落ちる身体。

「──いいや」

　既に事切れた研究者の言葉を、殺人者の男は律儀に否定した。

「俺おれたちはそんな新米どもとは違う。いわゆる一つの……《試作型プロトタイプ》ってやつさ。もっとも、俺は『吸血鬼ヴアンパイア』って呼び方の方が好きだがねえケケケ」

　そう言ってイビツに嗤わらい、それから巨漢の黒人の方を見る。

　十人以上いた屈強の警備員たちは全員地に倒れ伏し、中心に巨漢が呼吸一つ乱さずに立っていた。黒い翼は消えている。

「おー、そっちも片付いたみたいだなあリカルド」

　ナイフの殺さつ戮りく者しやは日本語で呼びかけた。

「……任務中は『ハート』だ、鬼おに塚づか」

　リカルドと呼ばれた巨漢は、同じく日本語で、ドスのきいた声で訂正した。

「ハートっつーよりはハートマン軍曹って感じだがな。つーか、お前だって俺のこと本名で呼んでるじゃねえか」

「む……そうであった。『スペード』」

　と、そのとき。さらに別の声が聞こえてきた。

「──戦闘開始から制圧まで四分十二秒。随分かかったな」

『スペード』と『ハート』が声のした方を振り向くと、新たに白衣を着た三人の《試作型》が歩いてくる姿があった。

　一人は外見年齢二十歳前後の、鷹たかを思わせる鋭い目つきをした黒髪の青年。『スペード』同様、東洋系の顔立ちをしている。体格は中肉中背で、その顔や腕には無数の傷跡が刻まれていた。

　一人はまるで子供のように小柄で、狐きつねの面を被かぶっているためその素顔は知れない。ウェーブのかかったピンク色の髪と狐面がひどく不似合いである。

　最後の一人は金髪碧へき眼がんの中年の男。背は一七〇くらいだが横幅がかなりある肥満体で、貫かん禄ろくがあるためとりあえずこの場にいる五人の中では一番白衣が似合っている。

「文句言うならてめえも手伝えよ『クラブ』」

　黒髪の青年に向かって、『スペード』が言った。すると黒髪の青年──『クラブ』は、淡々とした口調で返す。

「……貴様と違い、弱者をいたぶる趣味はないのでな」

「けけけ、別にいたぶってねえよ。虐殺しただけだ。ま、ほんと言うともっとじっくり楽しみたかったんだけどなあ」

『スペード』の言葉に、『クラブ』は不愉快げに「下げ衆すめ……」と吐き捨てた。

「へえへえ、オレサマはどーせ下衆でゲスよう」

　気分を害した様子もなく、『スペード』は軽く口笛など吹き始めた。その様子に『クラブ』はますます顔をしかめる。

「喧けん嘩かハ、ヨクナイデース」

　肥満体の中年男がカタコトの日本語で言った。

「……『ダイヤ』。この俺おれが喧嘩などという低俗な行為をするものか」

「その通りだぜえ。喧嘩っつーのは格下の相手とやっても仕方ねえからなあケケケ」

「……貴様……どっちが格上だと思っている？」

「そりゃあモチロンお強い『クラブ』様ですぜゲヘヘヘ」

「解わかっているならその舐なめた態度をどうにかしろ……！」

　そこで『ハート』が口を開いた。

「……いい加減にしておけ。ともあれ任務の第一段階は終了だ。予定通り、これより《夜や光こう市し》へと向かう」

「へーへーりょーかいりょーかい。にしても、めんどくせえなあ。わざわざこんな辺へん鄙ぴなところから飛行機ジャックして侵入なんてよう」

「……仕方ないでしょう」

　ピンクの髪と狐きつね面の《試作型プロトタイプ》が言う。子供か女性のような声だが、仮面のせいで少しくぐもっている。

「依頼人クライアントからの情報によれば、夜光市は出入りが厳しく管理されている上、外部からの侵入をたとえ転移の魔導具を使ったとしても察知される、高精度の魔術結界が張ってあるらしいですから。《コミュニティ》の工作員も何人か潜入しているようですが、市の上層部には恐らく《試作型》の存在を含めてだだ漏れのようです」

「……だから研究員を装って、堂々と空から侵入するしかない、ということか。……平和ボケした国の一地方都市とは思えん……もはや『王国』だな」

『クラブ』の発言に、狐面は頷うなずく。

「ええ。《対月光症候群特別区域》夜光市。十五年前に初めて月光症候群という奇病が確認された時点では、患者を隔離するために最低限の施設が用意された山奥の廃村だったらしいのですが、患者──いわゆる《ムーンチャイルド》の持つ異能を研究するために、まずアメリカが極秘に巨額の資本を投資。要するに『資金援助する代わりに超能力の研究をさせろ』ということですね。その後、アメリカを牽けん制せいするために各国が続々と夜や光こう市しにお金をつぎ込み……結果、夜光市は最初のムーンチャイルドが移り住んでからわずか十五年にして、世界でも有数のハイテク都市へと生まれ変わったというわけです。ちなみに当の日本政府は何な故ぜか最初から月光症候群に対する政策に消極的で、夜光市の『市長』として就任した白しら木き黒くろ須すにほぼ丸投げ状態だとか。つまり事実上、夜光市は日本国内における独立自治領と化している模様です」

「金さえあれば街が発展するというわけでもあるまい……。援助金を有効活用した迅速なシステム整備、しかも魔術結界まで用意するとは……。諸外国を手玉にとって『王国』を作り上げるその手腕、夜光市上層部の人間たちはよほど優秀と見えるな」

『ハート』が淡々と言って、インテリっぽく眼鏡めがねのブリッジを中指でくいっと持ち上げた。すると『スペード』が嫌味っぽく、

「……似合ってねえぞその動作。つーか眼鏡が似合ってねえ」

「愚問。役になりきるのがコスプレの極意。似合う似合わないは問題ではない。我はそれなりにこのコスチュームが気に入っている」

「さいですかい」

『スペード』が肩をすくめ、狐きつね面が続ける。

「……いやコスプレって……。まあそれはともかく、『ハート』の言うとおり夜光市が一筋縄ではいかない相手なのは確かでしょう。ただでさえ住民のほとんどが異能を操るという他ほかに類を見ない街ですし、油断は禁物です」

「……どのような相手であろうとも……」『クラブ』が静かに口を開く。「我ら《ジャバウォック》のやることは変わらない……」

「祭りの騒ぎに乗じてテロってテロってテロりまくる、だな！　ヒャハハハハ！　燃えてきたぜえ！　何人ぶっ殺せるかなあ！」

「……まあ、そういうことですね。では、そろそろ出発しましょうか」

「……そういえば、死体はこのままでよいのか？」

「ええ。その辺の細かい処理は依頼人の方で全部何とかしてくれるそうです」

「ふむ」と、『ハート』はまた眼鏡をくいっとやった。




　そして彼らは輸送機へと乗り込む。

　赤あか月つき祭に浮き立つ夜光市に、惨劇をもたらすために──……。








第一章　マッドハッターのぐるぐる工場







　夏休み初日──つまり《赤あか月つき祭》の当日を一週間後に控えた日の放課後。

　俺おれは中身が限界まで詰まっていてやたらと重たい大きなダンボール箱を両腕で抱きかかえながら廊下を歩いていた。

　ムーンチャイルドの肉体は常人よりも遙はるかに強きよう靱じんで、普通なら数人がかりで運ぶようなこんな荷物も一人で運べる。赤月祭の準備期間がイベントの規模に比して非常に短いのは、このように生徒の身体能力が高く準備にかかる時間が短くて済むからだ。年に複数回この手の行事を開催することが可能な理由でもある。

　……まあ、いくらムーンチャイルドとはいえ、こう毎日毎日重労働をしていては筋肉痛にもなるし疲労も溜たまってくるのだが。つーか一体何が入ってるんだこのダンボール。重いにもほどがあるぞ。

　赤月祭スタッフになってからほとんど毎日、放課後は下校時間ギリギリまで残っての作業が続いている。昼休みにも、食事をとる時間すらないまま作業作業作業。しかも噂うわさによれば、残り一週間を切ったあたりからさらに忙しくなるというから洒落しやれにならない。

「お疲れみたいだな霧きり村むら」

　後ろを歩いていた藤とう堂どうが声をかけてきた。こいつも俺が持っているのと同じくらいの大きさの荷物を運んでいる。右腕には赤月祭スタッフであることを示す腕章を付けている（赤と黄色を基調にしたなかなか凝ったデザインで、俺の右腕にも同じ腕章がある）。

　藤堂灯とう夜や。金髪碧へき眼がんの軽薄な印象がある優男で、見た目に違たがわずいつも複数の女の子の間をふらふら遊び歩いているナンパ野郎である。しかしどういうわけだか、俺が陽よう子この推薦により赤月祭のスタッフに選ばれたあと、「あー、じゃあ霧村がやるなら俺もやろうかな……」などと言って、自分からスタッフに立候補したのだ。俺がスタッフになることを承認したときを上回る驚きの声がクラスの連中の口から漏れたのは言うまでもない。

「この荷物が重すぎなんだよ。何が入ってんだこれ」

「なんかの石像だったと思うぜ。闘技場に飾る」

「石像かよ……道理で……」

　タレント使用ありの武闘大会《水すい鏡きよう杯はい》は、学園の地下に複数あるドームやら球技場やら武道場やらを舞台にして行われる。しかしそのままでは味気ないということで、壁やら客席やらを飾り付けて、さながら古代ローマの闘技場風にしてしまうのである。

　まあ、無意味といえば無意味なのだが……しかし普段体育の授業などで使っている場所がどんどん闘技場っぽくなっていく様子は、結構面白かったりする。

「それはともかく藤堂、一つ聞きたいんだけど」

「んー？」

「お前さ、なんでスタッフに立候補なんてしたんだ？」

　雑談代わりに、前々から気になっていたことを訊たずねる。

「そりゃあお前、親友の霧きり村むら一人に大変な思いをさせるわけにはいかないだろ」

　ひどく真面目まじめな口ぶりで……大真面目すぎてかえって冗談にしか聞こえないような声で藤とう堂どうは答えた。

「へいへい。で、ほんとは？」

「俺おれはこれまであんまり真剣に学校行事とかに取り組んでこなかったからな。たまには世のため人のため、真面目に頑張ってみるのもいいかと思ったのさ」

　……！　こいつ、俺がスタッフになった理由と同じことを……。

「……なーんてな、うそうそ」

　藤堂は肩をすくめた（ような気がした。後ろの気配で）。

「……噓うそかよ」

「ま、理由なんてどうでもいいだろ。何となく気が向いただけさ」

「……それもそうだな」

　俺は肩をすくめようとしたけど、荷物が重くて出来なかった。

「……ところで藤堂」

「おう？」

「くおんちゃんとはあれからまだ仲直りしてないのか？」

「！　うおっ！　あぶねっ！」

　いきなり藤堂が慌てた声を上げた。俺は振り向かずに訊ねる。

「……なにやってんだ？」

「霧村が妙なこと言い出すから手が滑ったんだよ。荷物を落としそうになった」

「怪け我ががなくてよかったな」

「……おう」

「……で、その様子だとやっぱり仲直りはまだみたいだな……。大方、スタッフになったのだって、仕事に忙殺されてあんまりくおんちゃんと顔を合わせなくて済むことを期待してじゃないのか？」

　藤堂灯とう夜やと久く遠どうくおん。

　いつもは藤堂がくおんちゃんをからかって、くおんちゃんが刀を振り回してそれを追いかけるというまるでドタバタラブコメみたいなノリを繰り広げていたのだが、先日藤堂と俺が一緒に街に出かけたとき、藤堂がくおんちゃんをマジに怒らせてしまったのだ。

　それ以来、ドタバタ鬼ごっこはなりを潜め、二人の間には微妙な空気が漂っている。

　藤堂がくおんちゃんをあれこれからかうのは『好きな女の子についついちょっかい出しちゃう』という小学生みたいな心理からだし（藤とう堂どうが自分で言っていたので間違いない）、くおんちゃんの方も自分では気付いていないみたいだが、俺おれの盛大な勘違いでなければ……どうも藤堂のことを恋い慕っているらしい。

　……つまり、いわゆる『両りよう想おもい』ってやつなのだが。

「そもそもだ霧きり村むら！」

　いきなり藤堂が声を張り上げた。振り向かず「あー？」と適当に生返事。

「別に俺は、あの娘こと仲直りしたいなんて欠片かけらも思ってないわけだ。つーか、もともと仲は悪かったわけだし！」

「へいへい。それで？」

「世の中にはあの娘の他ほかにも魅力的な女の子は腐るほどいる！　しかも俺はモテる！　超モテる！　だからべつに、あんなチビで胸もなくて毛も生えてないような、今どきおかっぱ頭でファッションセンスも皆無な小こ娘むすめのご機嫌をうかがう必要なんざ、これっぽっちもないわけだ！　解わかるか!?」

　ヤケになってる感じの藤堂に「へいへいそーですか」と投げやりに答え……ふと、前にもこんなことがあったよなーとデジャブのような感覚を覚え、しかしこれはデジャブでも何でもなく実際に前に同じようなことがあったことを思い出し、猛烈に厭いやな予感がした。




「……人の誹ひ謗ぼう中傷を大声で……なんて……あさましい……！」




　…………うわぁ……。

　藤堂灯とう夜やのすぐ後ろから、今にも暴発しそうな雰囲気の感情を極端に抑えた鬼気迫る声が聞こえてきた。

　……振り返ってみなくても判わかるが奇跡を信じて俺と藤堂が振り返ると、やはり奇跡など何もなく、声の主は正真正銘、髑どく髏ろ模様の着物を着て日本刀を持った小柄な少女──久く遠どうくおんその人であった。

「い、いや、あの、その……」

　藤堂は、悪戯いたずらを必死で隠そうとするアホな子供のような顔でもごもごと何かを言おうとした。が、意味のある言葉は出てこない。

　くおんちゃんはそんな藤堂を冷たい眼で凝視し、

「……ちび、ですか」

「……あ、あう」

「……胸がない、ですか」

「ひぃ……」

「……そうですね……私は今どきおかっぱで……ふぁっしょんせんすもありません」

　淡々と言って、「ふぅ……」とくおんちゃんは寂しげにため息を吐ついた。憂うれいを帯びたその表情はひどく大人おとなっぽく見えて、俺おれまでちょっとどきりとしてしまった。

　そして彼女は、無言で硬直する俺たちを追い抜いていった。

「や、あの、くおんちゃん」

　思わず振り返って俺が呼び止めるが、彼女の歩みは止まらず……三歩ほど進んでからぴたりと足を止めた。

「……藤とう堂どう様」

「お、おう」

　くおんちゃんに背を向けたまま、妙にぶっきらぼうな口調で藤堂が答えた。




「…………藤堂様とは絶交です」




　冷たく言い捨てて、彼女はそれきり足を止めることなく突き当たりを曲がって姿を消してしまった。あとに残されたのはアホな男とその友人Ａ（俺）。

　どごっ。

　重い物が床に落ちる音がして再び振り向くと、藤堂の手から荷物が離れていた。ダンボール箱のカドが藤堂の右足に思いっきり直撃しているのだが……藤堂は荷物を抱えた姿勢のまま、何の反応もなく俺に背を向けて突っ立っている。

「だ、大丈夫か……？」

　さすがに心配になって藤堂の前に回り込んでみると、

「うっわ……」

　……藤堂灯とう夜やは、口を半開きにした間抜け面で、両目から漫画みたいにダラダラと大量の涙を流していた。……ごめん藤堂。その顔ちょっと笑える。

「ど……」

　ようやく藤堂の口から声が漏れる。

「ど？」

「ど、どどど……」

「どどど？」

「ど、ど、ど……」

　世にも情けない顔で俺を見る。

「…………どうしよう……」

「……どうしようって……それはくおんちゃんのことか？　それともかなりヤバそうなその右足のことか？」

「えーと………………み、右足……。超痛い……」

　……この期に及んでこの男は……。

「しらねえよ……」

　さすがに呆あきれたのでそう答える。

「霧きり村むら……」

　がくんと肩を落とし、藤とう堂どう。

「……ちょっと保健室行ってくる……この荷物は頼む……」

　踵きびすを返し、足を引きずりながら藤堂は歩いていく。

「いや、頼むって言われても……」

　自分の荷物だけで限界だっての。

「……しょうがねえなあ……これ運んだらまた戻ってくるか……」

　しょんぼりした藤堂の背中（すれ違った生徒たちがみんなギョッとした顔で振り返っている）を見送り、俺おれは荷物運びを再開した。

　……それにしても、なあ……。

　片や、まだまともに恋すらしたことがなさそうな剣術バカの女の子。

　片や、百戦錬磨のナンパ師のくせして本命の女の子に対しては「俺みたいな奴は彼女には相応ふさわしくない」とか言って勝手に身を引くヘタレ。

　……不器用同士、結構お似合いだと思うのは俺だけだろうか。

「……まったく……めんどくさいなあ……色恋沙ざ汰たってのはめんどくさいなあ……」

　なんとなく御厨みくりや槐えんじゆの口くち癖ぐせをパクってみましたよ。




　　　†　†　†




　往復して藤堂の運んでいた荷物を地下球技場まで運んだあと、肩を叩たたきながら廊下を歩いていると。

「おう、いたいた霧村！　お前にお客さんが来てるぞ」

　なんだか慌てた様子で、一人の男子生徒が走りながら声をかけてきた。彼は俺のクラスメートである。

「……お客さんって？」

《コミュニティ》の刺客とかウサギ頭の執事とか、咄とつ嗟さに頭に浮かんだのはろくでもない想像ばかりだった。うーん、アホな現実に毒されてる……。

「今教室で待ってる。じゃ、伝えたからなー」

　そう言って、彼は忙しそうに走り去っていった。……そういえば、彼は赤あか月つき祭でミスコンか何かをやってやるんだって張り切ってたっけか。《赤月祭》では《水すい鏡きよう杯はい》やスタッフがやる店の他ほかに、有志による様々な企画や出店が開かれるのだ。

　スタッフ以外にも、多くの人間が赤あか月つき祭に向けて頑張っている、

　……懐かしいな。こういう空気。しかし同時にどこか……腹の奥底で何かが蠢うごめいているような居心地の悪さを感じる。自分は本当はここにいてはいけないんだ……というような、黒い何かが。

　あー、いかんいかん。今は自分のやるべきことだけを考えろ。余計なことばっかり考えてると体力がもたないぞ！　まずはその『お客さん』とやらだ。

　ぱん、と頰ほおを叩たたいて気分一新。俺おれは教室へと急いだ。




　……教室にいたのは灰色の眼帯メイドとミニスカの巫み女こさんだった。




「シズさん……それに……芙ふ深みさん？」

「どうも」とシズさんが無表情でぺこりと頭を下げる（教室にいたクラスメート達が、「うおー霧きり村むらがメイドさんに頭を下げさせた！」「御主人様ってやつか!?」「もしかして夜のご奉仕とかしてもらったりしてるのか!?」などとアホなことを言っているのが聞こえたけど無視）。

　続いて、俺の訝いぶかしげな視線に気付いた赤いツーテールのミニスカ巫女さんも、

「おう、また会おうたのう、霧村聖せい司じ」

　すごく気軽に片手を振って挨あい拶さつしてくる。

　蹂じゆう躙りん坂ざか芙深。《試作型プロトタイプ》の組織である《コミュニティ》の刺客としてこの街にやってきた、御厨みくりや槐えんじゆの幼おさな馴な染じみ（？）。【四神降臨ダイヤモンドフオース】という凶悪なタレントを持つ、青せい龍りゆう、朱雀すざく、白びやつ虎こ、玄げん武ぶの主でもある。

「はあ、十日ぶりですね。でもなんで学校に……」

「街を歩いておったらこのメイドとばったり出くわしてな。せっかくなので同行させてもらったのじゃ」

「そうですか」

　……それはそうと、ちょうどよかった。

「あの、芙深さん。俺の部屋に居候している女の子たちのことなんですけど」

「ん、なんじゃ？　楽しくやっておるかの？　あやつらはああ見えてえろえろじゃからのう。命令すれば大抵のことはやってくれるぞ。ごぴーか？　ごぴーはしたか？」

　ろくでもないことを言う。後ろでクラスメート達がヒソヒソと、「おい、なんか５Ｐとか言ってるぞ」「女の子たちが居候って……なんて犯罪チック……」「そういえば霧村の部屋から鞭むちを打つ音や女の子の悲鳴が毎晩……」「あの変態め！」「俺、昨日なんか女王様みたいなカッコした幼女が霧村の部屋から出てきたのを見たぜ」「幼女を……!?　さすが霧村、俺たちに出来ないことをやってのける……痺しびれて憧あこがれるぜ……」「まさに外道……」……そんな会話が聞こえてくるが無視だ。

「あいつらがえろえろなのは知ってますが、俺おれはべつにえろいことなんてしてません。つーか、さっさと引き取ってほしいんですけど」

「む？　なぜじゃ？　えろえろなおなごどもをそばに侍はべらせるのが嫌いな男などこの世におらぬ筈はずじゃが。しかもぬしはむっつりすけべじゃと槐えんじゆが言っておったぞ。なんでも、普段から常人には考えも及ばぬ卑ひ猥わいなことばかり考えておるとか」

「……あの野郎」

　前々から思ってたけど、御厨みくりやはもしかして俺のことが嫌いなのではないだろうか。

「……何と言いますか、正直あの四人というか四匹はちょっとこう……個性的すぎるというか……正直体力がもたないんですよ。しかも式神のくせに飯もアホみたいに食うし勝手に人の財布から金を抜き取って酒とかお菓子とか服とか蠟ろう燭そくとかドカドカ買ってきやがるし……！　お宅の式神さんは一体どういう教育をされてるんですか!?」

　夕ゆう月げつ学園の学生は全員が奨学生扱いで、市から毎月結構な額の奨学金が支給されているので、普通に生活していくぶんには何も問題ない。だが、さすがに金食い虫を四匹も飼っておけるほどの経済的余裕はない。

「ふーむ……だったらあやつらに金を稼がせるのはどうじゃ」

「あ、なるほど。バイトでもさせますか」

「遊郭にでも身売りさせるのが一番手っ取り早いと思うぞ」

「あんたなにげに酷ひどいな！」

　自分の式神なのに。……ま、遊郭……というか風俗店で働いてる学生がいないわけでもないけど……。

「ま、そういうわけじゃ。あやつらもぬしのところで楽しくやっておるようじゃから、しばらく預かっておくがよかろ」

「なにがそういうわけなんだ……」

　と、そのとき。横から「ゴホン」という咳せき払ばらいが聞こえた。

「あ、シズさん」

「……『あ、シズさん』ではありません」

　シズさんは、なんだか機嫌が悪そうだった。

「せっかくご注文の衣装をお持ちしたというのに私をさしおいて雑談とは……」

「あ、わざわざ持ってきてくれたんですかメイド服。ありがとうございます」

『後日取りに行く』と言ってシズさんの部屋をあとにしてから一週間、学園での仕事が忙しすぎて、なかなか取りに行く暇がなかったのだ。

「こちらです。必要な数が分からなかったのでとりあえず十五着。足りないようでしたらまたお持ちします」

　言いながら、シズさんは傍そばの机の上に置いてある巨大な風ふ呂ろ敷しき包みを指さした。

「……あの、もしかしてこれを背負って学校まで来たんですか？」

「そうですが、それが何か？」

　……風呂敷包みを背負って歩く眼帯メイドさん。夜や光こう市しの新しい都市伝説がまた一つ幕を開けてしまった感じだ。

「ちなみに、炎天下の中あすふぁるとの道路の上でへばっているのをおれが発見して助けたのじゃ」

「ふ、芙ふ深み様！　それは言わない約束です！」

「ん？　ああ、そうじゃったか、すまんすまん。かっかっか」

　顔を真っ赤にして抗議するシズさんと、その抗議を笑って流す芙深さん。

「と、ともかく、用は済みましたので私はこれで失礼します」

　ぺこりと頭を下げて教室から出て行こうとするシズさんに、

「はいはい！　その前にメイドさんにしつもーん！　ズバリ、あなたは霧きり村むら君のなんなんですかー！」

　クラスメートの女の子（斉さい藤とうさん……だったかな？）がいきなり問いかけた。他ほかの連中も興味深そうにシズさんに注目する。

「な、何と問われましても……わ、私はべつに……えーと…………」

　最初は少し赤面していたシズさんだったが、しかしだんだん顔つきが厳しくなり、「……えーと……何なのでしょう……」とすごく真剣に首を傾かしげはじめた。

「友達だよ」

　どうも本気で困っているようだったので、俺おれはとりあえずそう言った。特に大した意味はなかったのだが……だがシズさんは驚いたように目を見開いて、まじまじと俺を見つめてきた。

「……と、友達、ですか」

　やべ、もしかして怒らせたか？

「あの……シズさん……？」

「いえ、あ、え、あう……と、ともだち……トモ、ダチ……」

　口をもにゅもにゅさせる灰色メイド。なんか様子が変だ。

「えーと……もしかして怒ってます？」

「い、いえ！」とシズさんは慌てて首を振り、「た、ただその……『友達』と言われたのは生まれて初めてなので……う、嬉うれしくて……し、失礼します！」

　再びくるりと踵きびすを返し、脱だつ兎とのごとく教室から出て行ってしまった。相変わらず挙動不審な人だなあ。

「……『友達』って言われて喜ぶメイドさん……うーん、霧村君の人間関係がますます分からなくなってきたわ……」

　斉さい藤とうさんも頭を捻ひねりながら教室を出て行く。

「あー、ところで霧きり村むら聖せい司じ。槐えんじゆを知らぬか？」

　芙ふ深みさんが訊たずねてきた。

「御厨みくりや？　あいつも俺おれと同じでスタッフやってるから、今も校内をかけずり回ってると思いますよ。ていうか俺もそろそろ仕事に戻らないと……」

「ふむ、そうか……それは残念……。せっかくじゃから槐に学舎まなびやの中を案内してもらおうと思っていたのじゃが」

「見学なら、赤あか月つき祭用に企画の場所とかが載ってる地図がそのへんの廊下に置いてありますから、それを見て回ればいいと思いますよ」

「ふむ、親切にどうもなのじゃ。……まあ、そういう問題ではないのじゃが」

　と、そのとき教室の隅の方から、「なあなあ、優勝は誰だれだと思う？」「うーん、まだ選手のデータが出そろってないからなあ」などという会話が聞こえてきた。男子数人が集まって、どうやら《水すい鏡きよう杯はい》の予想をしているらしい。

　……当然といえば当然なのだが、武闘大会《水鏡杯》では賭かけ事も行われており、羽目を外しすぎなければ学園側も黙認している。また、出場する生徒のデータなどを収集しオッズに反映する独自の取材班なども存在しているらしい。出場選手は当日の三日前まで募集しているので、新たに有力な生徒がエントリーするたびに話が盛り上がる。当日だけでなく、こういうのを含めてお祭りの楽しみ方だと思う。

「ウチのクラスからは誰が出るんだっけか」

「今のところ神かん崎ざきと園その山やまと田た中なかと吉よし田だ……女子では久く遠どうさんだけだな」

「なんか少ねえなあ。まあ、ウチってバトル系のタレント持ちがあんまりいねえからこんなもんか」

「タレントなんて使い方次第だとは思うけどな……他ほかにガチなバトル系って感じの奴、誰がいたっけ」

「木きノの崎さきは目からビーム出すぞ。佐さ倉くらはたしか口から火ぃ吐く。あ、武む藤とうは一年のとき、尻しりから出した爆風で教室半壊させた」

「武藤さん……女の子なのに……」

「あとは……あー、御厨がそんな感じかも。よくわかんねーけど拳こぶしが光ってた」

「御厨かあ……影薄いよな、あいつ。委員長なのに」

「ヒョロッとしてるしな……出ても勝てないだろ」

　……ぞわ。

　不意に、背中に得体の知れない寒気を感じた。な、なんだ……？

　恐る恐る……隣で彼らの会話に耳を欹そばだてていた芙深さんの方を見る。

　予想通り芙ふ深みさんは、頰ほおを痙けい攣れんしたようにひくつかせていた。御厨みくりやのことをバカにされて怒っているらしい。やばい……血を見るぞ。

　が、俺おれの予想に反して芙深さんは「すう──」と深呼吸して怒気を収めてしまった。

「……えーと、そ、それじゃあ芙深さん。俺、そろそろ行くから……」

「……うむ。励むがよい」

　何か不穏なものを感じながら、俺は逃げるように教室をあとにした。




　　　†　†　†




　一方その頃ころ。

　赤あか月つき祭スタッフでもなく特に何かの企画に参加するわけでもない冬ふゆ木き陽よう子こと、陽子の自称運命の恋人であるユウは、いつものようにドタバタと鬼ごっこをしていた。

　赤月祭の準備で忙しそうに走り回る生徒達や、乱雑に散らばっている木材やらスプレー缶やらダンボールやらを踏みつけないように軽やかにかわしながら、陽子は廊下を疾しつ駆くする。その後ろを、いつもの赤いフリフリなドレスではなく陽子と同じ夕ゆう月げつ学園の夏服（半はん袖そでのセーラー服）に身を包んだユウが、盛りのついた犬みたいに勢いよく追いかけてくる。

「待つのだヨウコ！　今日こそは私とラブラブになってもらうぞ！　ふふふ、今日の私にはマナにもらった秘密兵器があるのだ！」

「んあ？　秘密兵器？」

　ちらりと後ろを振り返ると、二十メートルほど後方を走っていたユウが何やら紙切れをひらつかせて追いかけてくる。

　……？　なにあの紙。

　怪け訝げんに思い、少しだけ走るスピードを緩める。

「見ろヨウコ、これは魔法の書類なのだ！　マナの話では、これにお互いの名前を書いて判子を押すだけで二人は結婚したことになるらしいぞ！　便利だな！」

「こ、婚姻届だとぉっ!?　氷ひ川かわのやつ、なんでそんなの持ってたのよ！」

「ちなみにこの街では印鑑がなかったら血判でもいいらしいぞ！　好都合だな！」

「マジでか！　……え、ていうか、それホントなの？　いつもの氷川の冗談……よね？」

　思わず真剣に考えてしまう。血判で結婚成立なんてあり得ないだろうと思うのだが、法律にそこまで詳しいわけじゃないし、この非常識な街ではそういうこともあり得るのではと思えてしまう。

「ふふふ……さあヨウコ、私の血判はもう押してある！　あとはヨウコの名前と判子だけだ！　大人おとなしく結婚するのだ！」

「くっ……これはちょっと洒落しやれにならないわね……！　ゆースケのやつ、目が血走ってやがるわ……！」

　冷や汗を浮かべて全力で逃げる。慌てているせいで、そもそも同性は結婚できないということには考えが及ばない。

「なぜ逃げるのだヨウコ！　一生守ってくれるって言ったのに！」

「捏ねつ造ぞうするなー！　一生なんて言ってないわよ！」

「口では言ってなくてもあのときヨウコの想おもいが私の心に直接届いたのだ！」

「ただの電波よそれは！」

「違う、あれはヨウコと私の愛の奇跡──うわぁっ!?」

　どたっ。

　後ろで派手な音がして振り向くと、ユウが見事に顔面から床にキスしていた。廊下に散らばっていた画用紙で思いきり足を滑らせたらしい。

「よしっ、チャンス！」

　この隙すきにユウとの距離を稼ぐべく陽よう子こは全力で走り出そうとして──……




　──……聞こえてきた呻うめき声に足を止めた。




「……ぅ……あぅ……うぐ……く……はぁ………！」

　膝ひざをついたユウが、胸のあたりを摑つかんで苦しげに呻いている。

「ゆースケ!?」

　……まさか、【無間地獄ストロベリーフイールド】の渇き……!?

　ユウは霧きり村むら聖せい司じの血を吞のんだせいで、彼のタレントである【無間地獄】の呪じゆ縛ばくにかかり、定期的に彼の血を吞まねば生きてはいけない身体になっている。

　自分は二週間くらい吞まなくても我慢できるし、ユウには五日前にも念のため聖司の血を吞ませたから、しばらくは大丈夫だと思っていたのだが……渇きには個人差があるのかもしれない。

「く……ぁ……はぁ……ぅはぁ……は……だ、大丈夫だ……わ、私は……大丈夫……」

　荒い息をつくユウ。全然大丈夫そうではない。

「ゆースケ……！」

　陽子は慌ててユウに駆け寄った。よろよろと立ち上がり、ふらっと倒れそうになったユウの身体を抱き留める。

　すると。

「────つかまえた」

　がしっ。

　あれほど弱々しかった筈はずのユウの腕が、力強く陽子の背中に回された。

「んな……っ!?　ちょっ、え？　え？」

　振りほどくことも忘れて、陽よう子こは慌てる。そんな陽子にユウは満面の笑みを浮かべて、

「えへへ。ひっかかったなヨウコ」

「……ま、まさか……今のは演技だったってワケ……!?」

「ふふふ、その通りだ」

　ユウは悪戯いたずらが上う手まくいった子供みたいに誇らしげに笑う。

「や、やられた……このあたしがゆースケにしてやられた……！　小こ癪しやくな……」

　かなりショックだ。頭パーだと思っていたこのロリータお姫様が、まさかこんな搦からめ手を使ってくるとは。

　……それと同時に、「何事もなくてよかった」と安あん堵どしている自分にも気付き、陽子はさらにショックを受ける。

「嬉うれしいぞヨウコ。ヨウコはやっぱり、私を心配してくれてたんだな」

「べ、べつに心配なんかしてないわよ。こんなところでまた暴走されたらみんなに迷惑がかかるからちょっと焦っただけなんだから！」

　自分でも説得力がないと思う言い訳をする。

　ユウに対して恋愛感情など持っていないということは断言できるのだが……だからといってユウのことなんてどうでもいいかと言うと噓うそになる。ユウの苦しそうな顔を見たとき、一瞬思考が飛んだ。












『あたしがあんたを守る──』

　十日前の蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みとの戦いのとき言ったあの言葉は、紛れもない本心だ。

　……なんなのかしらねぇ、この気持ちはホントに……。……母性本能？

「というわけでヨウコ！　ここに名前と判子を──」

　陽よう子この身体から腕をほどき、ユウが婚姻届を突きつけてくる。

「ふう……」

　大きくため息。そしてユウの一瞬の隙すきを突き、その手から婚姻届を奪い、びりびりと修復不可能なまでに細かく破り捨てる。

「ああっ！　なんてことをするのだ！」

　ユウが抗議の声を上げるが無視する。

　……なんだかどっと疲れた……。

　そういえば今思い出したのだが、五日前ユウに聖せい司じの血を吞のませたのはいいが、よく考えると陽子自身はここ二週間ほど聖司の血を吞んでいない。

【無間地獄ストロベリーフイールド】の血への渇きは正直、地獄の苦しみと言っても過言ではない。今のうちに補給しておいた方がいいだろう。

　ちょうどそのとき、クラスメートの少女が通りかかった。彼女も聖司と同じく赤あか月つき祭のスタッフで、腕章を付けている。

「あ、ねえユキちゃん、霧きり村むら知らない？」

　呼び止めて訊たずねた陽子に、

「霧村君？　ちょっと前に藤とう堂どう君と一緒にでっかい荷物を運んでるのを見たけど、今どこにいるかはわかんないなぁ。いっつも学校中を動き回ってるし」

　夕ゆう月げつ学園の校舎はかなり広い。体育館や屋内プールなどの各施設、さらに地下を含めると途方もない広さになる。捜すのは諦あきらめた方がいいだろう。

「にしても、霧村がスタッフねえ……」

　自分で推薦しておいてアレだが、まさかあんなにアッサリとＯＫされるとは思わなかった。絶対にめんどくさがると思っていたのに。聖司のメイド服姿が見たいというのは一切の偽りのない超本音なのだが、推薦したのはジョークのつもりだったのだ。

「霧村君、スタッフのみんなにかなり評判いいよー」

「ま、マジですか？」

「むー……セイジが……」

「うん。仕事ぶりは真面目まじめだし、力仕事とかめんどくさそうなことを率先して引き受けてくれるし、いつも遅くまで残って仕事してくれるし、自分の手が空いたら他ほかの人の仕事を手伝ってくれるし」

「……うおう……一体どうしちまったんだべか霧きり村むらどん……」

　普段の聖せい司じとのあまりのギャップに、陽よう子こは軽く眩暈めまいすら覚えた。ユウも同じように信じられないことを聞いたという顔をしている。

「それに霧村君、背はちょっと低いけど顔もスタイルもいい感じだしねー。あたし、同じクラスってことで他ほかのスタッフの女の子に『霧村君って付き合ってる人いるの？』って聞かれたこと何度もあるよ」

「なぬ……」「むむ……」

　同時に動揺する陽子とユウ。

「で、でも霧村のことだからきっと他の人が見てないところではこっそりサボってたりとか手抜きしてたりとか……」

「……んー、あんまりそういうこと言ってほしくないかも。霧村君、ほんとに頑張ってくれてるのに……」

　やんわりと、しかしハッキリと非難され、陽子は「う……」と口をつぐんだ。羞しゆう恥ちで頰ほおが熱くなるのを感じる。陰で誰だれかの悪口を言うなんて、自分の流儀ではないというのに。

「それじゃ、あたしも仕事あるから行くね？」

「あ、うん……頑張って」

　少女は去っていく。

「ふふふ、これでセイジがモテモテになって適当にその辺の女とくっついてしまえば、私とヨウコの仲を阻む者は誰もいなくなるな」

　ユウの言葉に、陽子は嘆息した。

「……ゆースケ、あんたはホントにそれでいいと思ってるの？」

　少々棘とげのある言い方になってしまったことは否めない。

「う……」とユウは言葉に詰まる。ユウもまた、陽子に激しく迫りながらも同時に聖司にも好意を抱いているのだ。

　……ったく……ゆースケに八つ当たりしたって意味ないのに……。

　陽子はユウの頭をくしゃくしゃと撫なで回した。

　そのときだ。廊下に突っ立っていた二人に、「おーい」と誰かが声をかけてきた。

　眼鏡めがねをかけているショートカットの少女で、学年を示す袖そでの線の色から判断するに陽子達と同じく二年生だが、知らない顔だった。

「えーと、三み日か月づき夕ゆう子こさん、だよね」

　少女はユウに向けて話を切り出した。

「……そうだ」

　ユウは少し硬い、尊大な口調で言った。夕ゆう月げつ学園に転入してきてからこっち、ユウが積極的に交流を持つのは陽子と聖司、それに真ま那なくらいで、それ以外の生徒と喋しやべっている場面をあまり見たことがなかった。陽よう子ことしてはあまりよくないことだと思うのだが、ユウ本人が他ほかの生徒と交流することに対して無関心というか「私は陽子さえいればいい」と断言しているためどうしようもない。

「わたし、二のＦの檜ひ山やまっていうんだけど……三み日か月づきさんにお願いがあるの」

「……お願い？」

　首を傾かしげるユウに、檜山と名乗った少女は、

「──演劇で、主役をやってくれないかな？」

「演劇……？」

　………………。

　…………。

　檜山の話はこうだった。

　彼女は演劇部に所属しており、演劇部では赤あか月つき祭の二日目にオリジナルの演劇を上演する予定だった。しかし主演を務める予定だった女子生徒が、二日前に脚本兼演出担当の部長と大おお喧げん嘩かして降板。もともと演劇部員ではなく主役のために無理を言ってスカウトした娘むすめであったため、情熱溢あふれる部長の厳しい指導に耐えてまで演劇を続けようという意欲はなかったらしい。彼女の降板自体は、このまま彼女に主演をやらせてもろくな舞台にはならないということで檜山や他の部員達も受け入れたのだが、大至急代役を立てる必要があった。そこで白羽の矢が立ったのがユウというわけだ。

「ホントにイメージぴったりなのよ。そのままって言ってもいいくらい！　設定も銀髪の小さい女の子だし、雰囲気とかもホントに」

　陽子の印象では、檜山がユウをその気にさせるために噓うそを吐ついている様子はない。偽りを見抜くのは昔から得意なのだ。そのせいで昔は随分厭いやな思いをした。

　……ユウそっくりの役って、一体どんなワガママお姫様なのかしら……。

　ちょっと興味を惹ひかれつつ、

「でも赤月祭まであと一週間しかないのよ？　ちょっと無理があるんじゃ……。この子はその……オツムがあまり宜よろしくないというかぶっちゃけパーだし」

「むー！　ひどいぞヨウコ」

　ユウは頰ほおを膨らます。ますますバカっぽい。

「長い台詞せりふとかは極力減らすように今部長が脚本を直してるわ。それでもスケジュール的にかなり無む茶ちやなのは確かだけど……お願い三日月さん、引き受けてもらえないかしら」

「むーん……」

　ユウは気乗りしなさそうだ。まあ、本当に突然のことだし、そもそもこのちびじゃり吸血鬼に演技なんて…………そこで陽子は、ついさっきのことを思い出す。苦しげに呻うめくユウの迫真の演技。自分が騙だまされてしまったのだから相当なものだ。苦しむ以外の動作でもあれほどの芝居が出来るなら、あるいは──。

「引き受ければ？　意外といいセンいくんじゃないかなーと思うんだけど」

「ヨウコ……」

「お願い！　部長、この劇を成功させるためにホントに一生懸命なんです！　だから絶対に成功させてあげたいの！」

　……目に涙まで浮かべての懇願に、この娘こはもしかして演劇部の部長さんのことが好きなのかな？　と陽よう子こはなんとなく思った。

「……ゆースケ、あんたもたまには人の役に立ちなさいな。それが恋する乙女だったら尚なお更さらよ」

「恋？　ヒヤマは恋をしているのか？」

　かぁぁぁっと檜ひ山やまの顔が赤くなる。それを見たユウ、なおもしばらく「むーん……」と悩んだ様子を見せたあと、

「……とりあえず話を聞こう。案内しろ」

「う、うんっ！　わかったわ！　ありがとう三み日か月づきさん！」

「……ユウでいい。名字はむずがゆい……偽名だし……」

　そしてユウは、檜山に連れられて演劇部の練習場所へと歩いていった。

　その場には、陽子が一人残される。これでユウとのドタバタ鬼ごっこから解放されると思うと気が楽になる……筈はずなのだが。

　……それはそれで、なーんか物足りないかもね……。

「……ほんっと、わけわかんないわね我ながら……」

　陽子は独りごち、その場をあとにした。

　不意に窓から入ってきた一陣の風が、先ほど陽子が破り捨てた婚姻届を紙吹雪のように散らした──。
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　シズさんが持ってきてくれたメイド服を喫茶店をやる教室まで運んだあと美術室から謎なぞの置物を地下まで運びプロレス同好会による企画『寝技体験会』で寝技の実験台にされ水泳部の『セクシー水着ファッションショー（男子の部）』のためのリハーサルでパンツを脱がされそうになって俺おれは慌ててその場から逃げた。さすがにピンク色のローレグを穿はく勇気はない。

　赤あか月つき祭スタッフの仕事には、公式メイド喫茶や《水すい鏡きよう杯はい》会場の設営の他ほかに、有志による諸もろ々もろの企画のチェックもある。

　場所の届け出に問題はないか、企画内容に問題はないかなどを直接確認するのだ。さらには、何かトラブルが起きればそれを解決するための協力も。

　ほんとに……超忙しい。忙しすぎて、『なんで俺おれがこんなことをやらなきゃいけないんだ』とか愚痴る暇もないほどだ。ほんと、俺にしてはここ最近頑張りすぎだな。

「さて、と……次は演劇部か」

　二日前に見に行った他ほかのスタッフに聞いた話では、主演をやるはずだった生徒が降りてしまって揉もめまくっていたらしいが、はてさて。

　演劇部の公演は、学園の敷地内に五つある体育館のうちの一つで行われるという。

　演目は『紅月の姫』。劇の内容までは判わからないが、どうやら演劇部オリジナルの作品らしい。

　オリジナル脚本なんて、なかなか気合いが入ってるな……まあ、既存の脚本を使うより面白くなるかと言われたら疑問だけど……そんな少しひねたことを考えながら、俺は体育館に到着した。

　……そこには何な故ぜかユウがいて、演劇部の面々に着せ替え人形みたいにもみくちゃにされていた。

「きゃー！　可愛かわいい！　ほんっと可愛い！」「このリボンも付けてみて!?　うわっ、やっぱりすごい似合う！」「はわー、なにこれ、ホントに髪なの？　この手触り、あたしたちの髪と同じ物質で出来てるとは思えないんですけど！」「ねえ、ドレスはこっちの色の方が素材の良さを引き出せるんじゃない？」「ふふふ、ここで俺様秘蔵のこいつの出番ですよ」「うわ、なんであんたそんなフリフリの服持ってきてるのよ!?」「い、妹のやつだよもちろん……」「その言い訳は苦しいぞ」

　いつものロリータファッションに近いドレスから、清せい楚そな感じのワンピース、リボン、カチューシャ、ヘアバンド、イギリスの兵隊みたいな軍服、フランス貴族みたいなきらびやかな礼服、タキシード……手元にある全すべての服を試させるくらいの勢いの演劇部員たちに囲まれて、ユウは困った顔をしてされるがままになっている。

「それにしてもほんとに綺き麗れいねユウちゃん……」

「そ、そうか」

「照れちゃって可愛いー。食・べ・ち・ゃ・い・た・い♥」

「わ、私には将来を誓った恋人が──」

　と、そのとき。ようやくユウが、少し離れたところから生温かい目で見ていた俺の存在に気付いた。

「せ、セイジ!?　なにしに来たのだ……！」

　いつもの赤いドレスをそのまま白色に変えたようなフリフリロリータファッションのユウが、顔を真っ赤にして言った。

「いや、お前こそ何してるんだ……」

「──赤あか月つき祭スタッフの方ですね？」

　演劇部の集団の中から、一人の女生徒がこちらに近付いてきた。落ち着いた雰囲気のある長身の美人さんだ。袖そでの線の色から三年生だと判わかる。

「部長さんですか？」

　訊たずねると、彼女は「ええ」と頷うなずいた。

「なんかキャストのことでごたごたしてるって聞いたんですけど……」

「その件でしたらほら、もう解決しました」

　何が「ほら」なのかよく分からないのだが…………って。

「もしかしてユウを主役に……!?」

「そうです」

「ま、待つのだ！　まだ私は引き受けるとは言ってないぞ！」

　俺おれと部長さんのところへ、フリフリなスカートをひらひらさせながらユウがちょこちょこと走ってきた。

「ええ？　そんな、困ります……こんなにもオフィーリアにイメージぴったりなのに。あ、オフィーリアというのは今回の劇の主人公で、深い森の古城で怪物達と一緒に暮らしている吸血鬼のお姫様なんです」

　よくある設定ではあるけど……ユウの生い立ちとかなり似てるな。

「……怪物っていうのは眼帯を付けたメイドだったりスーツを着たウサギ頭の執事だったりしませんか？」

「はい？」

　部長さんは不思議そうに小首を傾かしげた。さすがにそこまでは被かぶってないらしい。

「……でも、ユウに演劇ねえ……」

　俺が微妙な視線を向けると、ちびっこ吸血鬼は「な、なんだその目は！」と不機嫌そうな顔をした。

「いや、台詞せりふとか覚えられるのかなーと……」

「むー。さっきヨウコにもそんなことを言われたぞ。お前らはもしかして、私をバカだと思っているのではないか？」

「思ってるけど？」

「ば、バカにするなー！」

　ぽかぽかと叩たたいてきたユウの頭をむんずと摑つかみ、引き離す。うーうー唸うなりながら腕を振るユウだが、手が短いのでいくら振り回しても拳こぶしは俺の身体に届かない。

「うん、実にバカっぽいな」

「ぐぬぬ……」

　悔しげに唸るユウ。なんか小さい子供をいじめているような気分なので、俺はユウの頭を解放してやった。

「ふんっ、こう見えても私は暗記は得意なんだぞ。エシュターにも褒められたことがあるし。簡単なやつなら慣れれば儀式も詠唱もなしで出せるようになるけど、基本的に魔術を使うには複雑な手順を間違えずに実行せねばならないからな。忘れましたでは済まされないのだ」

「もっともらしいことを……」

「だー！　本当のことだバカセイジ！　ちょっと見てろ！」

　そう言ってユウは乱暴な足取りで俺おれから離れていき、何な故ぜかステージの上に立った。

　すうっと深呼吸し──いきなり声を張り上げた。




「──ねえみんな、どうしたの!?　どうして誰だれもいないの!?」




　突然のことに、演劇部員だけでなく、体育館の後ろ側でダンスの練習をしていた生徒達までもステージの方に一斉に目を向けた。声量、そして言葉に込められた情感共に、人の目を一気に惹ひき付けるだけの力を持っていた。












「ザルバック！　グスタフ！　ドレアム！　ギーリャン！　みんな一体どこに行ってしまったの!?　私の忠実なるしもべ達よ、何故呼び声に答えてくれないの!?　あなた達がいなければ私は暗いこの城のなかで独りぼっちなのに！　ねえ、いじわるしないで、お願いだから姿を見せてよ！」

　……？　そこでユウは急に黙ってしまった。そしてステージから降り、ちょっと恥ずかしそうに頰ほおを赤らめてまたこっちに駆け寄ってくる。

「……さっき最初の方のページを読んだだけだからな。オフィーリアとやらの台詞せりふはあれだけしかなかったのだ。というか、私に依頼された役の名前がオフィーリアということもセイジが来てから初めて知ったぞ」

「……えーと、つまり最初の数ページとはいえ、自分の役以外の台詞まで全部、ちょっと読んだだけで暗記しちゃったわけね……？」

　目を丸くする部長さんに、

「全部……じゃないけど。ナレーションは難しい漢字が多かったから」

「それでも大したものだわ！　檜ひ山やまさん……あなたとんでもない逸いつ材ざいを見つけてきたわね……！　ご褒美にチューしちゃう！」

　こっちに寄ってきた部員の一人を捕まえてほっぺたに何度も熱烈なキスをする部長さん。檜山と呼ばれた少女の方も、「えへへ……」と嬉うれしそうである。

　そんな部長達を横目に、ユウは貧相な胸を反らして自慢げに言う。

「どうだセイジ。まいったか」

「……ん。まあ……それなりに。…………あー、すまん、噓うそ。割と本気で驚いた。暗記もそうだけど即席の演技にしては大したモンだ……と思う」

　素直に褒めてやると、

「えへへ」

　ユウは心の底から嬉しそうにはにかみ、ハッとすぐにその笑みを消す。

「……ふ、ふんっ、と、当然だ。この私は貴様ごとき俗物とは格が違うのだバカめ」

「あー、はいはい。えらいえらい」

　陽よう子こがよくやるように、ユウの髪をわしゃわしゃと撫なでてやる。

「ん……」

　気持ちよさそうにとろんとした表情をするユウ。そこで、

「……ユウさん。さっきの演技を見て確信しました。この劇を成功させるにはあなたの力が絶対に必要です。どうか力を貸してください」

　部長さんが真剣な顔で言った。他ほかの部員達も、一様に熱の籠こもった視線を向ける。

　ユウはどこか居心地悪そうに「あ、あう……」と口をもごもごしながら、ちらりと俺おれの方を上目遣いで見てきた。どうもこのワガママお姫様は、人から頼られるのに慣れていないらしい。

「……大丈夫。お前ならできる」

　俺おれが言うと、

「ふん、当たり前だ馬ば鹿か者め！　いいだろう、引き受けてやろうではないか！」

　ユウが答えると同時に。部員達の間で大きな歓声が上がった。

　部員達に囲まれて戸惑いながらも笑顔を浮かべているユウを尻しり目めに、俺は体育館をあとにした。
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　体育館から渡り廊下を歩き校舎内に戻ってほどなく、暗い顔で歩いている御厨みくりや槐えんじゆの姿を見かけた。……いや、御厨はいつも暗い顔をしているのだが、今はいつにもまして暗い顔をしているような気がする。ちなみにクラス委員は強制的にスタッフになるので、彼の腕にも俺のと同じ腕章が付いている。

「お疲れ、御厨」

　俺が声をかけると、御厨は「うん……おはよう……」とボケた答えを返し、それから重力が増加しそうなくらい重々しいため息をついた。

「……どうした？　なんか死にそうな顔してるけど」

「……聞きたい？」

「いや、どうせ話すのがめんどくさいだろうから別にいい」

「……聞いてほしいんだ……めんどくさいけど……」

　……相変わらずの謎なぞ思考だ。ちょうど行く方向も同じだったので、歩きながら話を聞くことにした。

「……これ……見て」

　御厨がポケットから、折り畳んだ藁わら半ばん紙しを取り出して俺に手渡してきた。水すい鏡きよう杯はい時報。

　その名の通り、一日に二回くらいのペースで《水鏡杯》についての最新情報を載せている時報だ。発行しているのは《水鏡杯》で賭かけの胴元をやっている人物らしいのだが、詳しいことは知らない。《水鏡杯》の運営を専属でやっているスタッフの協力のもと、鮮度と信頼性の高い情報が書いてあるので生徒達の間で重宝がられている。

「……で、これが何？」

　俺は当日喫茶店の仕事がメインだから、《水鏡杯》にはあまり関心がないのだが。

「……ここ」

　御厨が、紙面の真ん中あたりを指さす。どれどれ……本日午後五時までに新規エントリーした選手一覧……知らない名前ばっかだな…………

「……って、え!?」

　全部で十人くらいの名前に混じって、『御厨みくりや槐えんじゆ』という名前があった。

「……お前、試合出るの？」

　俺おれが訊たずねると、御厨はまたも「はぁぁぁぁぁぁぁ」と盛大なため息を吐ついた。

「……いつの間にかエントリーされてたんだよ……」

「いつの間にかって……」

「めんどくさかったけどスタッフの人に聞いてみたら、なんか巫み女こさんの格好をした赤い髪の女の子がエントリーしたんだってさ……」

「……芙ふ深みさんか。そういや来てたからな学校」

「芙深姉ちゃんに会ったの？」

「ああ。道端で倒れてたメイドを助けて学校まで付き添ってきたらしい」

「……なんかよくわかんないけど……あの人はまためんどくさいことして……」

　御厨はどことなく拗すねたように愚痴った。

「棄権すればいいんじゃないか？」

　すると御厨は疲れた顔で首を振り、

「棄権したら棄権したで、芙深姉ちゃん絶対に怒るし……ほんと勝手だよ……」

　芙深さんが御厨をエントリーした理由には心当たりがあるのだが……まあ、俺がここで教えることでもないだろう。

「そっか……お前も大変だな……。まあその、頑張れ」

　とりあえずおざなりに励ましておく。

「……いやだよ頑張るなんて……めんどくさいし……。……あー……もう……やだ。人生がめんどくさいよう……」

「…………」

　……そして、俺と御厨はそれぞれの仕事に戻っていった。
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　ようやく今日やるべき仕事を全すべて終えて窓の外を見たら、日がすっかり落ちて空には綺き麗れいな半月が浮かんでいた。校舎内に残っている生徒も少なく、最終下校時刻を告げる静かな音楽が校内放送で流れている。

　俺も早く帰らないとな……。

　鞄かばんを取りに教室に戻る。

　がらがら。

　……扉を開けると、月明かりだけが照らす教室の中、俺の席に座って眠っている一人の少女の姿が目に入った。右腕を机の上に伸ばし、それを枕まくら代わりに頭を横にして乗っけている。

　冬ふゆ木き陽よう子こだった。

「なんで俺おれの席で寝てんだこいつは……」

　ゆっくりと近付いていく。近付くにつれて、陽子の寝顔がよく見えるようになる。いつものウザいくらいに活発な印象はなりを潜め、すやすやと穏やかな寝息を立てている。

　閉じられた瞳ひとみ。

　微かすかに開かれた形の良い唇。

　暑かったのか制服の胸元を少しはだけており、月光に照らされた肌に思わず目を吸い寄せられそうになって慌てて首を振る。

　……正直……すごく可愛かわいい。まあ、眠っていなくても普段の言動を差し引いて考えれば生気潑はつ剌らつとした魅力的な女の子だとは思うのだが。

　……ここで寝顔にチュウをしてみたりイケナイ悪戯いたずら（額に『肉』と書いたり髪の毛をチョンマゲにしたりとかである。そんな、エッチな悪戯なんて考えもしませんでした！）をしてみたりするのがお約束なのだろうが、

「……おーい、起きろ陽子。朝だぞー」

　いつまでも見とれているわけにはいかないので、とりあえずデコピン。すると陽子はむにゃむにゃと聞き取れない言葉を漏らしたあと、うっすらと目を開け、

「……んえ……？　まじで……？　あたしが霧きり村むらと迎えた最初の朝……？　あっれー……おかしいなあ……昨日の夜の記憶がないの……霧村にどれだけドＨなプレイをされたのかとか、全然覚えてないわ……。……あー、でもだんだん思い出してきた。霧村はあたしの服を一枚一枚味わうように剝はぎ取り胸を押さえて恥じらう私をじろじろと嘗なめ回すように視し姦かんしたあとベッドに押し倒して自分もルパン脱ぎ（ベかつこッドの上へとジャンプする滞空時間中に一気に服やパンツを脱ぎ捨てるという超高度な技かつことじる）で全裸になりあたしに覆い被かぶさって指先を卑ひ猥わいに動かしてあたしの大事なところを」

「してねえよ捏ねつ造ぞうすんな！　ていうかよく見ろまだ夜でここは教室だ！」

「うん、知ってる。冗談よジョーダン」

　思わず大声でツッコんでしまった俺に、陽子は悪戯っぽく笑った。どうやら全く寝ね惚ぼけてなどいないらしい。おのれ……。

「……んで、なんで俺の机で寝てたんだ？」

「もちろん、待ってたのよ霧村を」

「……またよからぬことを企たくらんでるんじゃないだろうな」

　警戒する俺に、陽子はぱたぱたと手を振り、

「違うわよ。ちょっと血をもらおうと思って」

「あー、そういえば今月に入ってまだ一度も吞のませてなかったっけ」

　ユウと陽よう子こは、俺おれのタレントである【無間地獄ストロベリーフイールド】の呪じゆ縛ばくにより、定期的に俺の血を吞のまないと生きていけない身体になっているのだ。

「そーゆーこと。お忙しいところ恐縮ですわん御主人様」

　からかうように陽子が笑う。

「誰だれが御主人様だ……。つーか、ここでか？」

「みんな帰っちゃったから誰も来ないわよ」

「いつもみたいにユウが乱入してくるんじゃないか？」

「今日は大丈夫。ゆースケも用事があるみたいだから」

「ふーん」

　言いながら、鞄かばんの中に入っていたカッターナイフを取り出す。

「さーさ御主人様、ドレイであるわたくしめに、御主人様の熱いモノをいっぱいいっぱいくださいな♪」

「青せい龍りゆうみたいな言い回しはやめてくれ」

　げんなりしながら左手の人差し指に刃を押し当て、強めに引く。それなりに深く切らないとムーンチャイルドの傷はすぐに再生してしまうのだ。

　肉を切る感覚、切られる感覚。慣れたとはいえ、決して愉快な感覚ではない。

「ほら」

　血の溢あふれ出す指先を陽子の口元へと運ぶ。

「ん……」

　妙に艶つやっぽい声を上げて、陽子は俺の指先を口に含む。チロチロと小刻みに動かされる舌が少しこそばゆい。

　こくん、こくん、と陽子の喉のどが俺の血液を体内へと輸送する。

　……目を閉じて血を吸う陽子の顔をぼーっと見ながら考える。

　俺が初めて陽子に血を吸われたのは、半年ほど前に初めて出会い、それから色々あったりなかったりでなんとなく一緒にいることが多くなってから、一ヶ月ほど経たったある日のことだ。

　その日、俺たちは屋上で二人授業をさぼっていた。そして、ものすごくどうでもいい会話をした。たしか、「お腹なか空すいたね」「そーだな」「でも授業中は購買部開いてないしね」「そうだなあ」「ちょっと喉も渇いたわね」「そーだなー」「ね、ちょっと血を吞ませてくれない？」「そうだな……ってええっ!?」みたいな。それでなんかよくわからないうちに、血を吞ませることになった。

　ムーンチャイルドには血液が必要だが、コンビニや自販機で売っている血液パックで血を補給する者が圧倒的に多い。かくいう俺もそうだ。

　やっぱり……人肌から直接血を吸うというのはみんな何となく抵抗があるのだろう。

　禁きん忌きというか……それをやってしまったら、決定的に普通の人間の枠から一歩踏み越えてしまうのではないか、という意識。

　だが冬ふゆ木き陽よう子こは、その禁忌を平然と踏み越えた。

　特別でも何でもない、どうでもいい雑談の延長として。

　禁忌を恐れるでもなく、それを犯すスリルを楽しむでもなく。

　本当に、「お腹なかが減ったから」というただそれだけの理由で。

　……もしかしたら彼女にとって、禁忌とは破って当然のものなのかもしれないな……と、血を吸われながら俺おれはそのとき何となく思った。

　ちなみに、俺の血は血液パックのものよりすこぶる美お味いしかったらしく、それ以来陽子は、ことあるごとに俺に血を求めてくるようになった。

　……俺もまあ、陽子が「絶対美味しいから！　霧きり村むらも吞のんでごらん!?」と何度も何度も勧めるので、吞んでみた。たしかに普通に美味しかったが、人の肌を傷つける必要があるという手間を考えると、そう頻ひん繁ぱんに吞みたいと思うほどではなかった。

　ただ、禁忌を破ってしまったとか人間を決定的にやめてしまったという後悔や感慨は特になく、「あー、吞んじゃったなー」という程度の感想しか抱かなかったと思う。




「────んは……」




　数分で吸血が終わり、陽子が指から口を離す。血液混じりの唾だ液えきが糸を引く。

「……霧村、なんかボーっとしてたね」

　ハンカチで口元を拭ぬぐいながら、少し不満そうに陽子は言った。

「キモチよくさせてあげようと思って頑張って舌でイロイロやってみたんだけどなー。空回りだったっぽい」

「……ただの『食事』で気持ちよくさせてどうするんだ」

「えー。だってー、ゆースケに血を吸われてるときはすっごいイー感じじゃない。だったらあたしも霧村をイー感じにしたいなーって」

　……たしかに、ユウに血を吸われているときは快感が伴う。それはもうやみつきになるほどにエロエロな快楽が。

「御厨みくりやに聞いたけど、《試作型プロトタイプ》が血を吸うときは快感を伴うものなんだってさ。それから、吸っている間は血が止まらないようにもなってるらしい」

「……ふーん。いかにも『吸血鬼』って感じね。羨うらやましい」

　吸血時に自分と相手が快感を伴うのが羨ましいのか、「吸血鬼っぽい」ということが羨ましいのか。

　……普通に考えれば前者だが、もしも後者だとしても、陽子ならありえるかもしれないと何となく思う。

　前世の記憶が甦よみがえってもそこまで動揺せず自分は自分だと言い切るくらいだし、もしかすると陽よう子こにとっては、人間であることすらどうでもいいのかもしれない。さすがにそれを確認するのは憚はばかられたのだが、もしそうだとしたら……それは、少し怖い気がする。

　世界をあるがままに受容し──楽しむだけ。どんなことが起ころうと笑っている。突然吸血鬼になってしまっても、おかしな超能力に目覚めてしまっても、前世の記憶が甦ったとしても、世界が壊れたとしても。

　……それが出来たら、どんなに楽だろうかと思う。だが、憧あこがれながらも、俺おれには決して不可能な生き方だと思う。俺はそこまで強くない……中途半端にしか狂えない、ごく普通のボンクラなのだから。

「おーい霧きり村むらー元気ですかー」

　気付くと、陽子の顔が目の前にあった。

「……あ、悪い。ボーッとしてた」

「……霧村、やっぱりかなり疲れてるみたいねえ……。あ、そーだ、霧村もついでにあたしの血吞のんどけば？　美お味いしいよー？　元気でるよー」

　セーラー服の胸元を摘つまんでパタパタと、誘惑するように陽子が言う。

「いや、今はいい」

「うお、あっさり断るわねえ……ほらほら、ブラチラよブラチラ。もう少しでやわらかそうなおっぱいが見えてしまいますよー」

「血を吸うのと関係ねえだろ……」

　陽子が唇を尖とがらせる。

「霧村つまんなーい。寝ている間にやらしーイタズラしようとしたくせに……」

「してねえ」

「ちぇっ、とんだチキン野郎ね。無防備に寝てる女の子がいたらこっそりパンツの一つでも脱がしてあげるのが礼儀ってモンでしょうが」

「そんな礼儀は滅んでしまえ」

　呆あきれながら、鞄かばんを手に取る。

「そろそろ帰るぞ。あんまり遅くまでいたら見回りが来るだろうし」

「はいはい」

　ぶーたれながら陽子も立ち上がり──ふと、真剣な声で言った。

「でもさ霧村、ホントに無理しちゃダメだよ？　ユキちゃんに聞いたけど、霧村すっごい頑張ってるみたいだし」

　ユキちゃん？　ああ、スタッフの雪ゆき村むらさんのことか。

「スタッフの女の子たちの間でも評判いいみたいだけど……それで倒れちゃったら元も子もないし」

　……陽よう子この言葉の後半はほとんど聞こえていなかった。

「……評判いい、のか」

　…………そっか。

　……そっか……俺おれ、上手くやれてるんだ。




　──あの頃ころみたいに、上う手まくやれてるんだ────。
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　──夕ゆう月げつ学園第五男子寮の一室、御厨みくりや槐えんじゆの部屋。

　赤あか月つき祭スタッフとしての仕事を終えて帰ってきた御厨槐を、台所で鍋なべをかき混ぜていた蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みが出迎えた。いつものミニスカ巫み女こ服の上からエプロンを付けている。

「おお槐、帰ったか。もう少し待っておれ、もうすぐびーふしちゅーとやらが出来上がるところなのじゃ。今回はきっと美う味まく作れそうな予感がするぞ」

　機嫌よさそうに言って、芙深は鼻歌など歌いながら、ありえないほど激しく鍋をかき混ぜる。

　ユウを《コミュニティ》に加えるという任務が終了してからも何な故ぜかこの街の、しかも御厨の部屋にずっと居候している彼女は、青せい龍りゆうら式神四姉妹を霧きり村むら聖せい司じのところに押しつけて、自分は漫画を読んだりゲームをやったりプラモデルを作ったりと、極めてマイペースな生活を送っていた。

　あれだけ苦手だった料理も、毎日果敢に挑戦しているおかげで…………やはり苦手なままだった。自称ビーフシチューは、何やらぶくぶくと泡立っているし。しかし血の滲にじむような特訓（血を滲ませるのは主に御厨だが）の末、どうにか電子レンジと炊飯器の使い方はマスターしてくれた。これはすごい快挙だと心の底から大喜びしてしまった自分を、御厨は悲しく思う。

　が、今はそんなことはどうでもいい。

「……ねえ、芙深姉ちゃん」

「んー？」

　鍋をかき混ぜながら芙深が返事をする。

「……今日学校に来たんだってね」

「霧村聖司から聞いたか？　おう、その通りじゃ」

　悪びれた様子もなく芙深は答える。

「……そういうときは事前に言ってよ……芙深姉ちゃん目立つんだから……」

「それは悪かったの。散歩しておったら女中が倒れておっての。なりゆきで学舎まなびやまで付き合うことになったのじゃ」

「……まあ、それは霧きり村むら君にも聞いたけど……芙ふ深み姉ちゃん、学校で勝手に僕のこと《水すい鏡きよう杯はい》の選手として登録したよね……」

　芙深の手が止まった。そして少し硬い声で、

「……それがどうしたのじゃ？」

「どうしたじゃないよ……どうしてそんな勝手なことするのさ……！」

　御厨みくりやはわずかに語気を荒げた。滅めつ多たなことでは怒ったりしない彼が珍しく怒っていることを悟り、芙深はたじろぐ。

「ぬ、ぬしのためなのじゃ」

「僕のため……？」

　……教室で、御厨が馬ば鹿かにされていたから。

　存在感がないとか、弱そうだとか言われていたから。

　噂うわさしていた彼らを見返すためには、御厨が《水鏡杯》で優勝すればいい。そして御厨にはそれだけの実力があるということも、芙深は信じていた。

　……だが、口をついて出てきたのはまったく別の言葉だった。

「……ふんっ、ぬしは最近たるんでおるからの。たまには他ほかの使い手と手合わせでもして鍛え直すがよいわ」

　御厨が馬鹿にされて腹が立ったからと正直に言うのは、恥ずかしい。

「そんな横暴な……！」

「大丈夫じゃ。ちゃちゃっと出場してちゃちゃっと優勝すればいいだけのことじゃ」

「簡単に言わないでよ……。スタッフの仕事もあるし、それに僕らは一応、工作員としてこの街に潜入してる身なんだよ？　目立ってどうするのさ……」

　御厨の正論に、芙深は「う……」と言葉に詰まった。だが、このまま引き下がることができる性格でもない。

「……槐えんじゆ。ぬしは優勝する自信がないのかえ？」

「そういう問題じゃ……」

「いーやそういう問題じゃ。ぬしは結局試合に出て負けるのが怖いだけなのじゃ。だからあれこれ言い訳しておるのじゃ。まったく……とんだちきん野郎じゃのう。魎りよう太た郎ろうの子の名が泣くぞ」

　あまりな言い草に、御厨もちょっとカチンときた。ちなみに魎太郎とは、御厨の父親の名前である。

「……無む茶ちや苦く茶ちやだよ……。前々から思ってたけどさ……芙深姉ちゃんは勝手なんだよ……そんなんだから彼氏いない歴九十年なんだよ」

「な……！」

「……そんなんだから……父さんにも振られるんだ……」

「槐えんじゆ！」

　芙ふ深みは声を荒げる。今にも泣きそうなその顔に、御厨みくりやの脳裏を「ちょっと酷ひどいこと言っちゃったかも……」という後悔がよぎるが、最初に父のことを持ち出したのは芙深だ。こっちから謝るのは違うと思う。

「……僕は……いつまでも芙深姉ちゃんのオモチャじゃないんだ……」

　ぼそりと呟つぶやき、御厨は再び玄関の方に向かう。

「どこに行くのじゃ槐！」

「……散歩だよ」

　靴を履き、玄関の扉を開け、外へ出て行った。

　ばたん、と扉が閉まる。

「槐……」

　いつもの勝ち気な顔からは想像もできないほど切なげな表情で芙深は呟き、不意に鼻び腔こうを突いた焦げ臭い煙に、話している間火をかけっぱなしだったことに気付く。

「……むう……鍋なべが焦げてしまったではないか……」

　とりあえずおたまですくって味見してみる。

　……皮肉なことに、焦げたことで酷い味が相殺されたか共倒れになったのか、これまで自分が作った料理の中で一番いい味だった。
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　部屋に戻ってきてから、冬ふゆ木き陽よう子こは久しぶりに一人で夕飯を食べた。

　ユウは演劇部の面々と、ミーティングを兼ねた食事会らしい。最初に演劇部に誘われたときはまだ迷っている様子だったのだが、気になって体育館まで見に行ったところ主役を引き受けたことを告げられた。部員達の熱意に打たれたのか、何か別の理由があるのかはよく分からないが、ユウが自分達以外の人間とも交流を持つことはいいことだと思う。

「ごちそうさま、と」

　食べ終え、すぐに食器を洗う。……いつも飢えたハムスターみたいにガツガツと食べてくれるユウがいないと少し味気ない気はする。なんだかんだ言って、自分の作った料理を美お味いしそうに食べてくれる人を見るのは嬉うれしいものだ。

　食器を洗い終えてお風ふ呂ろを沸かしている途中、ユウが帰ってきた。

「ヨウコ、今帰ったぞー」

　部屋に入ってくるなり、ユウはセーラー服を無造作に脱ぎ捨ててシャツとショーツだけの無防備な姿になる。

「こらゆースケ、だらしないことしないの。服はちゃんとハンガーにかけろっていつも言ってるでしょ」

「むー、暑いからあとでー」

　さらにユウは下着まで脱ぎはじめる。

「ダメ。今すぐやりなさい。そしてパンツを脱ぐな全裸になるな。あー、やっぱ脱いでいいわ。ちょうどお風ふ呂ろ沸かしてるから先に入っちゃいなさい。パンツは洗濯機の中に入れとくのよ……って、今のあたしのこれ高校二年の女の子の言動じゃないわね……」

　自分で自分にツッコミを入れる。これではまるでやんちゃなお子さんを持った母親ではないか……。

　いそいそと全裸になったユウが、恥じらいもなく陽よう子この眼前に、色気は皆無だが目を惹ひき付けられずにはいられない綺き麗れいな白い裸身を曝さらす。

「わかったお風呂入る。ヨウコも一緒に入って」

「一人で入れ」

「一人では髪の毛が洗えないではないか」

　当然のようにユウが言う。

「あのねえ……いい加減頭くらい洗えるようになりなさい」

「シャンプーが目に入ると怖い」

「昨日シャンプーハット買ってきてあげたでしょ？　あれどうしたの」

「あの王冠みたいな帽子のことか？　可愛かわいくて気に入ったからガラスケースに入れて大切に保管してあるぞ。せっかくのヨウコのプレゼントだから、大事にしないと」

「使えよ！」

　ぺちこーんとユウの頭を平手で叩たたいて盛大にツッコむ。そして大きくため息をつき、

「……今日だけよ」と言いながら自分も服を脱ぎはじめた。

　ユウと二人並んで浴室に入り、腰掛けにユウを座らせて背中を流す。

　……ほんと、何度見てもすっごい綺麗な肌してるわね……。

　真っ白できめ細やかなユウの肌は、人並み以上に綺麗だと自負している陽子から見ても羨うらやましくなるほどだ。思わず指でついっと撫なでてしまう。

「ひゃっ!?」

　くすぐったかったか、ユウが慌てて陽子の方を振り返る。

「あー、ごめんごめん。なんか触りたくなっちゃって」

　するとユウは少し顔を赤らめて、

「よ、ヨウコだったらどこを触ってもいいぞ。いくらでも好きなところを触るがいい」

「うるせえ調子乗るな犯すぞ。だが断る！」

「断られた!?　ヨウコにだったらべつにオカされてもいいのに……。代わりにヨウコのおっぱい触ってもいい？」

　陽よう子この胸をまじまじと見つめながらユウは言った。陽子はタオルを巻いておらず、ユウから陽子の身体はいろいろ丸見えである。同性のガキ相手に裸を見せまいと躍やつ起きになるのは、逆に自分がユウを意識しているように思えてイヤだったのだ。

「いいわけないでしょ。ほら、さっさと前向く。頭洗ってやらないわよ？」

「それは困る……」

　ユウは素直に前を向いた。

　ユウが普段愛用している魔導具《鮮血の貴女カーミラ》を身につけていれば皮膚の雑菌などは勝手に消毒され髪も洗わなくても美しい状態を保てるという話だが、ユウは人に頭を洗ってもらうこと自体が好きらしい。陽子としても、ユウの信じられないほど綺き麗れいな銀髪を洗うのは結構気分がいい。

「……そういえばゆースケ、演劇の方はどうなの？」

「んー……。……まあまあ楽しい、かな……」

　ということは、かなり楽しかったということだろうと陽子は解釈した。

「変な服とかいっぱい着せられて面白かったし……みんな優しいし面白い。でも部長は練習のとき結構厳しい……」












「へー。おっとりした感じの人だなーと思ったんだけど。喋しやべり方も丁寧だし」

「休憩時間とかは優しいのだ。でも稽けい古このときは怖い。なんでも私は、観客の視線を全然意識できてないらしくて、何度も何度も怒られた……」

「……今日が練習初日のド素人にねえ……前の主役が降りちゃったのも無理ないかも」

　しゅんとなるユウに、陽よう子こは苦笑した。

「……でも、一生懸命なのだ。他ほかの部員にもたくさんダメ出しするけど、自分の演技にもその倍くらいダメ出しする。みんなが休んでるときも、ステージの隅で同じところを何度も何度も練習してた。ああいう人間は……嫌いじゃない」

　……あのゆースケがここまで他の人のことを褒めるなんてね……。

　やっぱり演劇を引き受けさせて正解だった。陽子はユウの頭を優しく撫なでてやる。

「ん……。あ、それはそうとヨウコ、頼みがある」

「ん？　心配しなくても、劇なら見に行くつもりよ？」

「それもあるのだが」言いながら、ユウは陽子の方に顔を向けた。その目には真剣な色がある。「な、なに？」と陽子は首を傾かしげる。




「……赤あか月つき祭では、わ、私と……デートしてほしい」




　顔を真っ赤にして、決闘でも申し込むような雰囲気でユウは言った。

「このところ全然一緒に出かけてくれないし、学校ではいつも逃げるし……せめて赤月祭くらい、一緒に過ごしたいのだ……」

「むむ……」

　これまでユウのことを適当にはぐらかしてきたことを、ユウは自分が思っていたより深刻に悩んでいたのかもしれない。その場の勢いとはいえ「付き合おう」と言ってしまったのは自分だし、いつまでも逃げ続けるわけにはいかない気がする。

　だが……正直、陽子自身もどうすればいいのか迷っていたりするのだ。

　……昔のあたしなら、相手がいくら真剣だろうとお構いなくバッサリ切り捨ててたと思うんだけどね……。

「……あー、わかったわかった。りょーかい。デートしたげるわ。あんたの劇はたしか二日目のお昼前よね。だから初日と、劇が終わったあと」

　陽子の言葉に、ユウはぱあっと顔を輝かせた。

「ほ、本当かヨウコ!?　嬉うれしい！」

　歓声を上げ、ユウは腰掛けから立ち上がって陽子に飛びついてきた。裸の胸にユウの頭が埋まる。

「ひゃっ!?　ちょ、ちょっとゆースケ!?」

「ん……ヨウコの胸、やわらかい……」

「ちょっ、変なとこ触らないでよっ！　あーもう、くすぐったい！　離れなさい──って、はぅっ！　ど、どこ舐なめてんのよこの駄犬！」

「んふ……ヨウコのおっぱい、美お味いしそう……」

「ちょっ、調子に……乗るなああああ────ッ！」

　……実に淫みだらな感じで胸を舐めてきたユウを、陽よう子こはぶん殴って大人おとなしくさせた。




　　　†　†　†




　同じ頃ころ。

　同居人と口論になって部屋を出て来た御厨みくりや槐えんじゆは、人ひと気けのない広場に来ていた。

　場所的には学生街の中、御厨の男子寮から歩いてほんの三十分ほどで着くところなのだが、周囲からは虫の鳴き声しかしない荒涼とした草地である。もともと山奥の廃村を無謀ともいえる急ペースで発展させた都市である夜や光こう市しには、ところどころにこんなエアーポケットのような場所が存在する。

　光源は月明かりしかないが、幸い御厨は夜目がきく。ちょっと離れたところに、恐らくここがまだ村だった頃に進出してきてすぐに潰つぶれたのであろうコンビニの建物が見えた。

「はあ……めんどくさいなあ……」

　いつものようにぼやく。

　……が、不意にすうっと目を細め、御厨は意識を集中させる。見る間に彼の全身を、オーラのような金色の霧が包む。

「…………」

　さらに御厨は意識を集中。全身のオーラを、右手にかき集めるようなイメージ。霧が右手に収しゆう斂れんされていき、黄金色が濃縮されていく。

　この『霧』はタレントや魔術専用の液体窒素のようなもので、炎や氷、光の剣といった異能によって現出された《奇き蹟せき》からその本来の属性を奪い、全部ガラスのような脆もろい物質へと変えてしまう。火球の術ならば熱を奪われただのパラパラしたゴミの塊となり、光の剣は斬きることができなくなってただの棒きれに等しくなり、魔術障壁は薄っぺらいベニヤ板同然となる。

　それが御厨槐の《奇蹟顕見能力タレント》──【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】である。

　……ただ、『霧』を全身に纏まとっている状態でも一応はその効力があるのだが、今のように一箇所に集めて濃縮しないと効果が薄くて使い物にならない。また、集めた霧の塊には一応物理的な攻撃力もあり、砲弾のように飛ばして使うことも出来るのだが、威力はまあ、普通に殴った方がマシという程度だ。

「……もっと全体の出力を上げればマシになる筈はずなんだけどね……あー……めんどくさいなあ……」

　深々とため息をつき、右手の光を散らす。そして再び、全身に黄金の霧を纏まとう。全身に霧を纏ってから右手に収しゆう斂れんさせるまでのタイムラグも課題の一つだ。

「ふう……間に合う、かなあ……」

　……何をしているかといえば勿もち論ろん──特訓である。

　芙ふ深みとはついつい険悪な空気になって部屋を出てきてしまったが、『自分のためを思って大会にエントリーさせた』というのが噓うそでないことは分かっている。自分勝手でワガママだが、芙深が自分のことを思ってくれているのは確かなのだ。

　たまに……というか頻ひん繁ぱんに酷ひどい目に遭わされながらも、そんな芙深に子供の頃ころから守ってもらっていたことは紛れもない事実だし。

　……だから、少しは芙深の期待に応こたえられるように努力をする。

　大会に出るムーンチャイルドの中には、御厨みくりやよりも強い使い手が何人もいる筈だ。まあ、今のところ氷ひ川かわ真ま那ながエントリーしていないのは救いだが。ミンチにされかけたトラウマもあって、もしも彼女と当たることになったらいくら修行しても勝てる気がしない。

「……まあ結局あれなんだよ……好きな人の前ではいいとこ見せたいしね……頑張らないと……頑張るのめんどくさいなあ……」

　御厨は独りごちる。芙深に内緒で修行しようと思ったのも、自分が努力なんてするところを見られたくないからだ。

「……はあ……素直じゃないよね僕も……。……なんだっけこういうの……たしか前に霧きり村むら君が言ってたような……えーと……ツン……シン……シンデ……？　……『死んでれ』だっけ……。ま、いいや。思い出すのめんどくさいし……」

　たまに冬ふゆ木き陽よう子こや氷川真那との戦いを思い出してイメージトレーニングしたり、昔芙深に教えてもらった武術の演武などを試しながら、御厨は鍛練にいそしむ。

　と、不意に。

　……先ほど見かけた、この場所から少し離れたところにある潰つぶれたコンビニから、人が出て来るのが見えた。

「怪しい……。…………あれ……？」

　出てきたのは二人の男。そのうちの一人には見覚えがあった。御厨同様、《コミュニティ》の工作員の一人である。

　夜や光こう市しに潜入している組織の工作員はもちろん、御厨と蹂じゆう躙りん坂ざか芙深の二人だけではない。生徒として学園にいるのは御厨だけで、たまに降りてくる雑用をこなす遊撃隊的な扱いなのだが、他ほかにも諜ちよう報ほう・連絡などの任務を負った工作員も数名いる。御厨とは滅めつ多たに接触はないのだが顔を知っている者は何人かいて、そのうちの一人が彼である。

　なんとなく、御厨みくりやは二人のあとをつけることにした。バレたら謝ればいいし。

　……いつもの自分ならこんなことは絶対にしないのだが……今日はなんだかテンションがおかしい。

　自じ嘲ちよう気味に考えながら、腰をかがめて草むらに身を隠すように二人に接近する。

　没個性的な若いサラリーマンという印象の顔見知りの工作員と違い、見覚えのない男はかなりの存在感があった。

　外見の年齢は二十歳前後の、黒髪で黒い瞳ひとみの青年。体格は普通だが、下は黒光りするレザーパンツで、上は鋲びようが付いた黒いレザージャケットを素肌の上に直接着ている。目つきはまるで鷹たかのように鋭く、顔や腕には無数の傷跡が刻まれている。

　……どこのヤンキーだよ……と御厨は内心でツッコむ。工作員のくせにあんなに目立つ格好、アリなのだろうか。

　……それを言っちゃうと芙ふ深み姉ちゃんなんてもっとアレなんだけどね……。

　街の明かりが見えてきたあたりで二人の男は二言三言会話したあと、顔見知りの方の工作員はどこかへ去っていった。黒ずくめの男はその場を動かない。

「……？」

　御厨が怪け訝げんに思っていると。




「──いつまで隠れているつもりだ？」




　いきなり男が口を開いた。

「……!?　な、なんで……!?」

　気配を殺すのはそれなりに得意の筈はずなのに。御厨は動揺しながら、男の方に進み出る。

　だが、驚いた顔をしているのは黒い男の方も同じだった。傷だらけのいかつい顔に似合わない間抜けな顔をしている。

「……本当に誰だれか隠れているとは」

「…………」

　どうやら、さっきの台詞せりふは御厨に気付いていたわけではなくただ言ってみただけらしい。……まあ、言ってみたくなる気持ちは何となく分かるなあと御厨は思った。

「……ふん、まあいい……」

　何がまあいいのかよく分からないが、男は鋭い目をさらに鋭く細め、御厨を射い竦すくめた。視線に込められた明確な敵意──いや、殺気に、御厨はたじろぐ。

「あ、あの……僕は……」

「貴様が何者かということに、俺おれは興味がない。だが、目撃者は排除しなければならない。悪いが──死んでもらうぞ」

　一方的に言うが早いか──男の姿が御厨みくりやの視界からかき消えた。

「はや……っ!?」

　御厨が驚きよう愕がくの呻うめきを上げると同時に、痛烈な打撃が御厨の腹部を襲った。

「──……ッ！　げは……っ！　ぁはっ！」

　激しい痛みに地面に膝ひざをついて咳せき込む御厨の頭上から、男の冷淡な声がする。

「……ああ、そういえばこの街の餓が鬼きは皆、《ムーンチャイルド》とかいう新参の吸血種だったのだな……。常人ならば今の一撃で即死だったものを……小僧、苦しまずに逝けず、残念だったな」

　男の言葉に噓うそはない。あの威力ならば、普通の人間が食らっていたら死んでいてもおかしくない筈はずだ。……つまりこの男は……本気でたった今会ったばかりの人間を、何の躊躇ためらいもなく殺そうとしたことになる。

「……あなたは……本当に《コミュニティ》の人……？」

　顔を歪ゆがめて荒い息をつきながら、御厨は訝いぶかしげに問いかけた。

「ふむ……？《コミュニティ》を知っている……？　もしや貴様も《コミュニティ》の工作員か……」

「……そう、だよ……って、頷うなずくのめんどくさいなあ……」

「そうか」

　男は平淡な口調で言う。

「……まあ関係ないな。殺すだけだ」

　御厨が《コミュニティ》の人間であると知ってもなお、男は殺気を収めようとしない。

　男は何の躊躇いもなく、再び御厨に拳こぶしを振りかぶる。

「く……っ！」

　御厨は腹部の痛みをこらえて立ち上がり、後ろに跳んで距離をとる。

　男が少し驚いた顔をした。

「ふむ……なかなかいい動きをする。少しは歯ごたえがありそうだ。命尽き果てるまでせいぜい抵抗してみせろ」

　口元を歪めて、禍まが々まがしい薄笑みを浮かべる。

「冗談じゃない……！　殺されるなんてめんどくさいこと……死んでも御ご免めんだね……」

　御厨は呻き、タレント【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】を発動。金色の光が御厨を包んでいく。

「やはり、そうこなくては面白くないな」

　この隙すきに攻撃しようという素振りもなく、男は愉快そうに言った。

「……そっちはタレント使わなくていいの？」

　右手に光を収しゆう斂れんさせ、御厨が言った。

「……それは俺おれが決めることだ」

　……御厨みくりやとしては、相手がタレントを使ってくれた方がやりやすいのだが。

　男が軽く足を開き、構えをとる。

「……ああそうだ……冥めい途どの土産に教えてやろう。俺おれは《コミュニティ》の者ではない。ただの傭よう兵へいだ。作戦名コードネームは──『クラブ』」

　御厨は緊張しながらも嘆息する。

「……わざわざこんなことツッコむのもめんどくさいんだけど……その格好といい『冥途の土産に教えてやろう』とか……いちいちセンスが古いんだよね……昭和の人？」

「餓が鬼きが……そういう軽口は、気に入らん！」

　怒気を孕はらみ、『クラブ』と名乗った男が一気に間合いを詰めてくる。

　唸うなりを上げて迫るその拳こぶしを御厨は紙一重で回避。光り輝く拳を、先ほどのお返しとばかり相手の腹部に叩たたき込む。

「……やっ！」

　攻撃を回避されるばかりか反撃がくるとは予想していなかったらしく、御厨の拳は『クラブ』の身体に吸い込まれるようにクリーンヒット！

　だが。

「いっ……!?」

　分厚いタイヤでも殴ったかのような感覚に御厨は顔をしかめ、イヤな予感がして反射的にその場を離れる。その次の瞬間、『クラブ』の強烈な拳が御厨のいた場所を抉えぐった。御厨の打撃が効いている様子もなく、男は平然と次の攻撃に移る。

　御厨に向けて真まっ直すぐに向かってくる高速の拳。慌てて右の手のひらで受け止めるが、痺しびれるような痛みが肩までやってくる。

「くぅ……っ！」

　顔をしかめながら、御厨はさらに後ろに跳躍。大地を蹴けって追撃してくる『クラブ』めがけて、光の散弾を連発する。

「……む……！」

　追撃を諦あきらめ回避しようとした男の肩に光の弾丸が一つ命中し、男は少し顔をしかめた。少し顔をしかめた、だけだった。

　足を止めた『クラブ』は、埃ほこりでも払うかのように手で肩を軽く撫なでる。

「……なんだその豆鉄砲は……くだらん能力だ」

『クラブ』は御厨に見下すような視線を向けた。

「……めんどくさい相手だなあ……」

　御厨の顔に焦燥が浮かぶ。……もともと【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】は直接的な攻撃力に欠ける。異能はあくまで防御や牽けん制せいに使い、直接的な打撃でケリをつけるのが御厨の戦闘スタイルだ。目の前の男のように異能を使わず己の肉体のみで勝負してくる相手とは相性が悪い。御厨みくりやも《試作型プロトタイプ》であり、『豆鉄砲』と言われるほど打撃の威力が弱いということは決してないのだが……。

「……ふん、非力なクズめ……軽く捻ひねり潰つぶしてくれる」

『クラブ』は淡々と言って、予備動作など一切なく御厨の方へ疾しつ駆くする。

「く……っ！」

　効かないと知りつつ、牽けん制せいに右手から光の弾丸を連射する。ほとんどが男の胴、肩、腕にヒットする。しかし突進の勢いは緩まない。

「ふんっ！」

　殺人的なボディブロウが御厨の腹部を捉とらえ、「がはっ！」御厨の身体が「く」の字に折れる。さらに顎あごへとアッパー。「ぎゃっ！」次いで腹部へ膝ひざが入る。「おげぁっ！」またも「く」の字になる御厨の身体。「ぁぅうぁ」崩れ落ち地面に膝をつく寸前に襟を摑つかまれ、無理矢理立たされる。「うぅ……」もう片方の腕から放たれた拳こぶしが容よう赦しやなく腹を叩たたく。

「ぁがぁっ！」

　胃液が喉のど元もとにこみ上げる。

　夕飯を食べてこなくてよかった、もしも食べていたら、芙ふ深み姉ちゃんの不ま味ずい料理を吐き出すところだった──そんな御厨の思考を断絶するように、さらなる痛みが腹に。

「ぁ……ぁぅ……ぁ……」

　意識が朦もう朧ろうとする。もはや抵抗する力も残されていない御厨を、『クラブ』は無言で、むしろゆっくりした動作で殴り続ける。どうやら……この男、本気でこのまま自分を死ぬまで殴り続けるつもりのようだ。男の口元を見ると……微かすかに笑みの形に歪ゆがんでいた。自分でも気付かないうちにふと自然にこぼれてしまった……そんな笑みだ。……楽しんでいる。この男、自分をサンドバッグにするのを心の奥で楽しんでいる。

　……冗談じゃない……ほんと、冗談じゃない……。

　目から熱いものが流れ出る。

　……たすけて……芙深姉ちゃん……たす……けて……。

　声の代わりに出て来るのは胃液だけ。死の恐怖を感じたことはつい最近二回あった。一度目は冬ふゆ木き陽よう子ことの戦いで巨大な炎に吞のみ込まれそうになったとき。二度目は氷ひ川かわ真ま那なにミンチにされそうになったとき。だが今は……恐怖すら感じられない。思考がぼんやりして、「あー、死ぬんだな……」としか思えない。

　……だが、そのとき。

「おい、やめろ！」

　いきなり『クラブ』の背後から声がして、彼は御厨の身体を無造作に地面に落とした。仰あお向むけに倒れ、朦朧とする意識の中、目だけを動かして御厨が声のした方を見ると、そこには先ほど『クラブ』と話していた工作員が立っていた。

「伝え損ねたことがあったので戻ってきてみれば……何をしているのだ！　その少年は我々の同胞だぞ！」

「知っている。だが、俺おれたちの仕事には関係ないのだろう？」

「な……！」

　あまりに平然と言い放った『クラブ』の言葉に、工作員の男は絶句する。それからすぐに御厨みくりやの方に駆け寄り、

「大丈夫か？　エージェント・エンジュ」

　御厨は腹部を押さえながらも上体を起こした。

「……あんまり……大丈夫じゃないです……。なんなんですか……この人……」

「この男は《コミュニティ》に雇われた傭よう兵へいだ。悪いが、詳しいことは話せない。彼のことも他言無用で頼む。エージェント・フミにもだ」

「…………。ま、お仕事ですから……」

　弱々しく頷うなずいて、御厨はよろめきながら立ち上がった。……立ち上がれたことが自分でも驚きだ。内臓くらい破裂していると思ったのに。

　御厨は、『クラブ』の方には目を向けないまま、寮の方角へ向かって足を引きずるようにゆっくりと歩き出す。身体が重い。

「帰れるか？」

「近く、ですから……」

　と、そのとき後ろから、『クラブ』が話しかけてきた。

「……これに懲こりたら、貧弱な小僧が夜遊びなどしないことだな」

　嘲あざけるような口ぶりに、御厨の顔がカッと熱くなった。続いて、目に熱いものがこみ上げてくる。

　……極めて珍しいことに…………自分は今、『悔しい』と思っているらしい。

　陽よう子こや真ま那なに負けたときは、全くこんなことはなかったのに。それどころか、夜や光こう市しに来る前ですら、こんな気持ちにはほとんど憶おぼえがない。

　…………めんどくさいなあ……この感情……ほんとにめんどくさい……悔しい……悔しがるのって……めんどくさいなあ……。

　月明かりに照らされて──御厨槐えんじゆは、弱々しい足取りで街を歩いていく。
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　夜光市内、某所──……。

　柔らかな照明に照らされた上品な内装の部屋の中、かなりの高級品と思おぼしき革張りの椅い子すに、一人の少女が座っている。立っていても地面に届きそうなほど長い黒髪は、座ると床についてしまうので前の方に回している。胸元が大きく開いた黒いイブニングドレスを纏まとい、優雅にワイングラスを傾ける。

　氷ひ川かわ真ま那な。

　冬ふゆ木き陽よう子こや霧きり村むら聖せい司じのクラスメートである。

　部屋には真那の他ほかに、もう一人の人物がいた。黒いスーツ姿で眼鏡めがねをかけた、少しきつい感じがする美人で、歳としは二十代後半といったところか。手帳を開いており、いかにも『秘書』という印象である。

　スーツ姿の秘書が、外見の印象通りの声音で言う。

「……報告によれば、遺体の発見者はハンティングに来ていた男……正確には男の飼っていた猟犬です」

「ワンちゃんお手柄ですねー。どんな犬かしらー。秋田犬？」

　穏やかな笑みを浮かべて、真那は緊張感のない間延びした口調で言った。

「……犬の種類までは報告にありませんが、とりあえず秋田犬ではないと思います。場所はアメリカですので」と秘書は淡々と返した。

　……数日前、アメリカ合衆国某州のとある山の中で一人の若い男の遺体が発見された。遺体には首から喉のどを骨ごと貫通した大きな傷があり、それが致命傷であったことは間違いない。傷口からすると凶器は鋭利な刃物だが、一突きで骨ごと貫通となると並の力ではない。遺体の身元は不明。白衣を着ていたことから近くの大学の学生や病院の医師などを調査したが該当者なし。現在も調査中──……

　……──というのが世間一般で報じられている情報である。だが、秘書が持ってきた情報はもう少し詳しい。

　殺害されたのはアメリカ政府によって戸籍を抹消され存在しないことになっている研究員で、一週間前、極秘裏に日本──夜や光こう市しに来る筈はずだった。なかなか目立った成果が上げられない月光症候群の研究を支援すべく、政府から派遣された増援の一人として。

「……問題は、その殺された研究者さんが、記録の上ではちゃんとこの街に到着したことになっているってことなんですよねえ……」

　真那が、やはり緊張感のない様子で首を傾かしげる。秘書は淡々と、

「……はい。研究者と入れ替わって市内に何者かが入り込んだ可能性が高いかと思われます。恐らくは、入れ替わったのは彼以外に何人も。……周到な偽装工作が行われている模様です」

　調査によると、遺体の男を含めた『存在しない筈の研究者たち』が輸送機に乗り込む筈だった『存在しない筈の飛行場』の警備員たちも、全員が行方不明になっている。にもかかわらず、輸送機が飛び立ったあとも彼らからは『問題ない』という定時報告はちゃんとあったらしい。

「うーん、何者なんでしょうねえ……」

「……これはまだ推測の段階ですが、情報によると侵入したのは《ジャバウォック》の可能性があります」

　秘書の言葉に真ま那なは「えっと～」と思い出す素振りを見せて、

「たしか、《試作型プロトタイプ》の傭よう兵へいさんたち……でしたよねえ？」

「はい。傭兵チーム《ジャバウォック》──《コミュニティ》をはじめとするどの《試作型》組織にも所属せず、報酬さえ得られれば人間、《試作型》問わず依頼を受けるため、裏の世界では有名な存在です。人数は僅わずか五人。『スペード』『ハート』『クラブ』『ダイヤ』『ジョーカー』と呼ばれていること以外、各メンバーのプロフィールは不明です。……初めてその名が確認されたのは今から約五十年前のため、相当に熟練された傭兵達であることは間違いないかと」

「うーん、歳としをとっているからって絶対に強いというわけでもないんですけどねー。それに、構成員の呼び名が変わってないからってそれが同じ人とは限りませんよー。もしかしたらことあるごとにメンバーチェンジを繰り返してるのかもしれませんしー」

「な、なるほど……」

　のほほんとした口調のまま鋭いことを言う真那に、秘書は驚いた顔をした。

「あくまで勘ですよー。てきとーに言ってみただけです」

　うふふ……と真那は笑い、

「……それにしても、めんどくさそうなことになってきましたねえ……もうすぐお祭りなのに……」

「恐らく、赤あか月つき祭の騒ぎに乗じて何かを仕掛けてくると考えるのが妥当でしょう」

「ですねえ……ほんとにめーわくなんだから……」

「……！」

　穏やかな声の中に何か得体の知れないものを感じ、秘書の頰ほおを冷や汗が伝う。

「うふふふふ……だからー、お祭りを楽しむために、おかしな人達はサクッと片付けちゃわないといけませんねー。……うふふ……うふふふふふ……──」








第二章　ドアマウスのくるくる道場







　色々と大変なことがあったけど、どうにか学園祭はつつがなく終了した。喫茶店の売り上げも上々らしい。日はすっかり落ちているのに、窓の外からは暖かな色をした光が差し込んでいる。さらには陽気な音楽まで聞こえてくる。曲は『オクラホマミキサー』。フォークダンスの定番だ。

　今は後夜祭。グラウンドで、燃えさかる炎を囲んで生徒達が踊っている。

「……さてと、それじゃあ帰りますか……」

　制服に着替え、喫茶店を出て、廊下を歩き、生徒玄関で靴に履き替える。

　グラウンドの宴うたげは続いている。俺おれは炎の眩まぶしさに目を細め、背を向けた。

　空には満月に近い綺き麗れいな月が浮かび、俺はそれに目を奪われ足を止めた。

　そのとき。

「おっ、霧きり村むら、こんなとこにいたのか」

　グラウンドの方から二人の男子生徒が走ってきて、俺に声をかけてきた。こいつらとはつい一ヶ月前までは喋しやべったこともなかったけど、一緒に資材を運んだり買い出しに行ったりしているうちに親しくなった。

「あれ、霧村、もしかして帰るつもりだったのか？」

「うん……ちょっと疲れて……」

「そっかー。頑張ってたもんなお前。でもまだ帰るなよ。売り上げが良かったから、後夜祭が終わったらセンセーが焼き肉食いに連れてってくれるんだってさ！」

「マジで!?　たしかにめちゃくちゃ忙しかったけど、そんなに儲もうかったのか!?」

　俺は驚いた……フリをした。

「足りねーぶんはセンセーが出してくれるってさ」

「うわ、すごい太っ腹！」

　俺は喜んだ……フリをした。

「だろだろ？　焼き肉が待ってるし、せっかくだから最後まで騒ごうぜ。ほら、お前もこっちこいよ。女子と手繫つなげるチャンスだぜ」

　そう言って彼らは俺に屈託のない笑顔を向けた。

　……この笑顔を失望させることなんてしたくない。こんな俺を受け入れてくれた仲間たちにとって、このお祭りの思い出を何一つ曇ることのない最高のものにしてやりたい。

　俺は彼らに誘われるまま、フォークダンスの輪に加わった。フォークダンスなんてうろ覚えだけど、見よう見まねでどうにか踊れた。

　何人かの女の子と一緒に手を繫いでくっついたり離れたり回ったりしたのち、知った顔が目の前にやってきた。

「あ、霧きり村むら君」と彼女は言って、頰ほおを紅潮させて嬉うれしそうにはにかんだ。俺おれの目は彼女に吸い寄せられる。

　ショートパンツから伸びる、しなやかな足。細い腰。汗で体操着が張り付き、少し透けて見えるブラジャー。炎の照り返しを受けて輝く美味しそうな首筋。素朴な印象だが整った目鼻立ち。美味しそうな首筋。ポニーテイルにした艶つややかな黒髪。美味しそうな首筋。炎とそれ以外の原因によって赤らんだ頰。美味しそうな首筋。彼女と手を繫つなぐ。美味しそうな首筋。全身が熱くなる。美味しそうな首筋。ゆっくりと接近。美味しそうな首筋。ぱっちりした大きな瞳ひとみが目の前に。美味しそうな首筋。柔らかそうな唇。柔らかそうな肉。ちょっと歯を突き立てれば容易く血管が破れ極上の血が溢れ出し口内に注がれ俺の渇きを満たしてくれるだろう、吞のみたい、吞みたい、吞みたい、吞みたい、彼女の血が吞みたい。

「ね、ねえ、霧村君、わたしね、」




「────ああ、僕も好きだよ」




　そして俺は──彼女の首筋に歯を突き立てた。このところ何な故ぜか急に違和感を覚えはじめ毎日少しずつ伸びて尖とがってきた気がしていた犬歯は──いや、牙は──想像通りに少女の柔肉をあっさりと食い破った。




　それから先の記憶は曖あい昧まいだ。




　俺を止めようとした友達。クラスメート。教師。それらを自分の力とは思えないほどの怪力で振り払う。ちょっと殴っただけで筋骨隆々とした体育教師が吹っ飛んだ。俺を取り囲む恐怖の視線。化け物を見るような無数の視線。ぼんやりと空を仰ぐ。魅入られたように満月を凝視する。どこからともなく聞こえてきたサイレンの音。複数の警察官に取り押さえられ、無様に身体を地面に叩たたきつけられる。口の中の血の味に、砂の味が混じる。不意に視界に入った、白かった体操着を真っ赤に染めて倒れている少女。ぼんやりと、美お味いしかったな、と思う。

　そのとき。

　ぎぎぎ──……と、ゆっくり彼女の首が動く。だんだん顔がこっちに向いてくる。やめろ、見ないで、こっちを見ないでくれ……！




　────その少女は、冬ふゆ木き陽よう子この顔をしていた。




　そこで、目が覚めた。

「……っはぁっ！」

　ガバッと布団をはね除のける。寝汗が酷ひどい。隣では暑苦しい寝間着姿の白びやつ虎こがすやすやと寝息を立てていて、さらに足の方ではベッドの隅で全裸の玄げん武ぶが亀かめのように膝ひざを丸めて器用なポーズで眠っていた。俺おれが最近睡眠不足なのは間違いなくこいつらのせいである。

「……ったく、赤あか月つき祭当日だってのに酷い夢見たなあ……」

　……いや、むしろ今日が赤月祭当日だからか。

　時計を見るとまだ五時半だったが、喫茶店の準備のため早く行かねばならない。せっかくだからもう起きよう。

　ベッドから起き上がりカーテンを開ける。朝日が差し込む。ベランダの隅っこに見える『せーりゅーちゃんのおうち』と書かれたダンボールハウスと、その中で犬みたいなポーズで寝ているボロ雑ぞう巾きんみたいなシャツを着たセクシーな美女は見なかったことにする。

　カラッと良く晴れた爽さわやかな朝。

　夏休み初日にして、夕ゆう月げつ学園《赤月祭》一日目の朝だ。
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　赤月祭スタッフオフィシャル喫茶店《ＡＬＩＣＥ》は、校舎の三階の端にある被服室をちょっと高級感のある雰囲気に飾り付けて開かれる。

　三階の端というのは場所的にはあまり足を運びやすいとはいえないし、《水すい鏡きよう杯はい》が開催される地下からも遠い。それなのに何な故ぜそんな場所を使うかというと、被服室の隣は調理室で、家庭科教員用の小部屋をまたいで中で繫つながっているからである。調理室で料理やお茶の準備をして、それを被服室へと運ぶ。

　午前八時半。その調理室に、俺はいた。

　…………メイド服を着て。

　家庭科教員室で着替えて調理室の扉を開けると、既に着替えを終えた女の子のメイドさんや調理担当の生徒達（スタッフだけでなく、料理が得意ということでスカウトしてきた生徒も多い）が一斉にどよめいた。

「か、可愛かわいい！」「ちょ、似合いすぎ……」「え……これほんとに男……？」「うわやべえ男にときめいちゃった」「むしろ男でもいい俺と結婚してくれ！」「ダメよ！　この娘こは私の妹にするの～！」「そんな、お姉様！　私との姉妹スールの契りはどうなさるのですか!?」「あー、あれやっぱりやめ」「そんなああああ！　で、でも悔しいけどお姉様の気持ちも分かるわ！　だってほんとに綺き麗れいなんだもの……！」

　さすがに恥ずかしくなってきて、俺は顔を俯うつむける。頰ほおが熱い。

「あ、あんまりジロジロ見るなよ……」

　するとどういうわけだか、先ほどよりも巨大な歓声が上がった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお!!」「恥じらう姿が超カワイイ！」「ツンデレか!?　ツンデレメイドさんなのか!?」「くそっ、狙ねらってやがるな……!?」「霧きり村むら君……怖い子……」「も、萌もえ！」「はうっ」「ああ!!　お姉様が鼻血を出されたわ！」「お、俺おれの妹になってくれないか！」「そ、そんな兄者！　おいどんとの契りはどうなさるのでごわすか！」「あれは……ナシだ！」「おおお……兄者あぁぁぁ！」

　……なんだこのノリ。昨日まであんなに真面目まじめにスタッフとしての仕事を頑張ってたのに……テンション上がりすぎだ。

「……ま、まあまあ見られるようにはなりましたね……」

　ツンとした顔で言ったのは、一人のメイドさんだった。他ほかのメイドさんと違って眼帯をしている。……というかぶっちゃけシズさんだった。

　彼女は俺たちが開店に備えて準備をしていると、いきなりやってきて「衣装を提供したのですから、それを見届けるのは当然の義務です。というわけで、私はこの店の『メイ道どうアドバイザー』を務めさせていただきます」などと愉快なことを言い出した。……まあ、メイ道とやらはともかくとして、人手が増えるのはありがたい。

　……ちなみに、何な故ぜか当然のような顔をしてこの場にいるのはシズさんだけではなかった。目を少し横に向けると、

「あっれ～？　しょうがないなあこの役立たずおっぱいメイドは～。こんなところにゴミが落ちてるじゃないのファック！」

「ど、どこですか御主人様!?　ご、ゴミなんて見当たりません！」

　ぶかぶかのメイド服を着た金髪碧へき眼がんの幼女と、ぱっつんぱっつんのメイド服を着たアジア系のお姉さんがいつものようにアホをやっている。

「もっとよーく見なきゃダメだよ～？　ほら、床に這はいつくばって！　舐なめるようにじーっとよく探すの～！　むしろ舐めるの床を！　汚らしい床を！」

「ぺろぺろ……こ、こうですか御主人様？　で、でも……やっぱりゴミなんて……」

「ここに落ちてるじゃないのファック！　大きな人型粗大ゴミがファック！　なにこの出来損ないのプリンみたいなおっぱい！　ファック！」

「ああ！　痛い！　痛いです！　ごめんなさいごめんなさい！　おっぱい大きくてごめんなさい！」

「だったら早く片付けなきゃ。ホントに邪魔な粗大ゴミ！」

「で、でもおっぱいなんてどうやって片付けたらいいのか……」

「きゃはっ、そんなことも分からないんだねこの脳のう味み噌そスポンジの狂牛病メイドは！　こうやって床に押しつけて潰つぶせば少しは小さくなるでしょうあははははははははは!!」

「ああっ！　ああっ！　そ、そんなに激しくされたら、いっ、イっちゃう！」

　……もちろんこの青と赤の痴女二人組だけでなく、白いのと黒いのもいる。

　俺おれが目を向けると、白びやつ虎こ（もちろんメイド服）は顔を赤らめて叫んだ。

「じ、自分は本当はこんな服なんて着たくないんですから。本当ですから！」

　なら着るな。

　玄げん武ぶはというとやっぱりメイド服で、ボールに入った生クリームをかき回している。

「まぜまぜ」

　もちろん彼女に料理など出来ないので、ただ純粋にかき混ぜるのが楽しいのだろう。無表情だけど。

「でちゃった」

　……ときおり手元が狂い、ボールを飛び出した生クリームが顔にかかる。ぴちゃぴちゃ。

「はむ」

　顔にかかった白いクリームを手で拭ふいてそのまま舐なめる。口を半開きにしたとろんとした表情で、

「おいしい」

　……何な故ぜ俺の下半身を見つめながら言うのだ玄武よ。

　と、そのとき、再び教員室の扉が開かれた。

「──お帰りなさいませ、御主人様」

　出てくるなり深々と上品にお辞儀してみせたのは、長い金髪をした長身のメイドさんだった。切れ長の碧へき眼がんが凛り々りしい端正な顔立ちで、全体的に気品が漂っている。イギリスから本物のブリティッシュメイドを連れてきましたと言っても通用しそうなくらいだ。

「す、すげえ……！」「こ、こいつはコスプレなんかじゃねえ……」「うわぁ……すっごい美人……」「メイド萌もえだとか美少女萌えだとかそんなチャチなもんじゃあ断じてねえ……もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ……」「お、お姉様って呼んでいいですか？」「俺と一曲踊ってください」「げふっ」「ああっ!?　お姉様が口から血を吐かれたわ!?」

　ギャラリーからも俺のときの黄色い歓声とは違い、真剣な驚きの声が上がる。

「……わ、私よりも本物のメイドらしい気がします……くっ……この灰色の髪と瞳ひとみが憎らしい……」

　シズさんはどうやらコンプレックスを刺激されてしまったようで、ハンカチを嚙かみながら「きいい！」と唸うなっている。

「……お前すげえな……藤堂」

　俺が金髪メイド──藤とう堂どう灯とう夜やに声をかける。

「まあいやですわ御主人様ったら。どなたかと勘違いしておられるのではなくって？」

　わざわざ裏声まで使って藤堂は答えてきた。口に手を当てて「くすくす」と控えめに笑う仕草が恐ろしくサマになっている。

「……ノリノリだなお前」

「まーな」いきなりいつもの調子に戻った。「メイド服を着る機会なんて、滅めつ多たにあることじゃねえしな。だったら出来るだけ楽しんでおいた方がいいだろ」

　……ここまで似合ってるならどっかで本当のメイドとして雇ってもらえそうな気もするのだが、口には出さないでおく。




　……ざわ……ざわ……




　再びギャラリーがどよめいたので俺おれと藤とう堂どうも扉の方に目を向ける。

　……そこには……えーと…………美少女がいた。美少女としか言いようがない。背の低い華きや奢しやな体格で、髪はショートカット。伏し目がちでちょっと気弱な感じがたまらなくオトコゴコロを擽くすぐる。可か憐れんという言葉がこれほどまで似合うこともそうはあるまい。

　いつもはボサボサの髪を整えてメイド服を着た、御厨みくりや槐えんじゆである。

「……御厨……だよなあ……？」

　自信がないので俺は思わず隣の藤堂に尋ねてみた。

「……たしかそうだった……と、思う」

　藤堂も自信なさそうに答える。

「あ、あの……どう……かな？　なんでみんな黙ってるの……？」

　御厨はちょっと不安そうに、ものすごくナチュラルに微かすかに首を傾かしげた。

「……うわ……やばい。今なんか俺キュンってなった……」

「心配するな霧きり村むら。俺もだ……」

　俺と藤堂は口々に割とマズいことを言い合う。それから少し遅れて、

「こ、こりゃまたすげえええ……！」「お、俺はもう性別なんてどうでもいい！　俺の妹になってくれ！」「神を見た……」「に、二のＤの男子は化け物か……!?」「ダメ！　こんな可憐な娘こをメイドとして働かせるなんて出来ないわ！　剝はく製せいにしてガラスケースに入れて保存したい！」「もっぽらっぽっぽらほげー、もちゅもちゅぽりりんもちゅぽりりん！」「ああっ!?　お姉様の頭がおかしくなってしまわれたわ！　……ていうか、この人ってこんなにアホだったのね……」

　オトメ心とオトコ心を直撃されたギャラリーが口々に頭がおかしいことを言った。……誰だれだよガラスケースに保存するとか言ったの……。

「……あの……霧村君。質問するのめんどくさいんだけど……なんでみんなこんなにテンション上がってるの……？」

　困惑した様子の御厨がひそひそと俺に尋ねてきた。初うい々ういしい感じがこれまた可憐でいい。実にいい。このメイドさんは幼い頃ころに両親と死に別れそれから親しん戚せきのもとをたらい回しにされたけど最終的に預けられた叔父夫婦がとても意地悪でことあるごとに彼女を罵ば倒とうしたそのため彼女はいつも人の機嫌を気にするオドオドした性格になってしまったやがて美しく成長した彼女は村を通りがかったとある貴族に気に入られ城でメイドとして雇われることになったしかし主人の寵ちよう愛あいを一身に受ける彼女は先輩の使用人達から嫉しつ妬とされ毎日毎日酷ひどい嫌がらせを受け実は変態だった主人にも毎晩性的な辱はずかしめを受け部屋ではいつも泣いてばかりだった彼女が唯一心を許せるのは偶然同じ城でメイドとして働いていた幼い頃いつも一緒に遊んでいた姉のような存在だけいつしか二人は惹ひかれあうようになっていったしかしそんな二人に新たな試練が！　そんな脳内設定が一瞬で頭に浮かんだ。

「……？　霧きり村むら君？」

「お、俺おれがお前を守ってやる……！　俺がいる限りお前には指一本触れさせない……どんな試練でも二人なら乗り越えていけるさ……！」

「……き、霧村君……恥ずかしいよ人として……」

　目に涙を浮かべ手をガシッと握りしめて誓う俺に、御厨みくりやは頰ほおを赤らめた。

　……はっ、俺は一体何を……!?

「……霧村……お前ちょっとテンパりすぎ。……でも気持ちは解わかる」

　藤とう堂どうが苦笑いを浮かべた。












「勝てる……これなら勝てるわ……！」

　誰だれかが言った。みんなが揃そろってうんうんと頷うなずく。

「そうだな……俺おれたちなら勝てる……」と藤とう堂どう。

「俺たちは……強い」と俺。

「……何に勝つんだろう……」

　御厨みくりやだけが冷めたツッコミを入れた。




　　　†　†　†




　午前九時。やたらめったらテンションの高い女の子の声が校内放送で赤あか月つき祭の始まりを告げた。

『ぴんぽんぱんぽーんっ！　とっ、いうわっけでー！　これより夕ゆう月げつ学園《赤月祭》を開始しまッス!!　みっなさん思いっきり楽しんじゃってくださいね────ッ!!　ちなみに《水すい鏡きよう杯はい》は午後一時からっ！　地下闘技場への入場は正午からになりまッス！　地下にも売店はあるけど絶対に混こむから午前のうちにお腹なかに詰め込めるだけ詰め込んどくのがいいかもよんっ！　ちなみにウチのオススメは畜産部の焼き肉屋さんで、なんと生きた牛をその場で絞め殺して──……』

「それじゃ、こっちもいよいよ開店よーっ！　張り切っていきましょーっ!!」

「「「「「おおおお────ッ!!」」」」」

　メイドに扮ふんした女の子の一人が叫び、スタッフ一同が雄お叫たけびを上げる。

　被服室の……いや、メイド喫茶《ＡＬＩＣＥ》の扉がゆっくりと、誰も手を触れていないのに開き（スタッフの一人のタレントによるものだ）、最初のお客さん達が中に入ってくる。ほとんどが生徒だが、中には学園の卒業生と思おぼしき二十代くらいの人もいる。

「「「「「おかえりなさいませ、御主人様!!」」」」」

　メイドさん達が全員（もちろん俺も）同時に叫び、深々と頭を下げた。テンションが高すぎて凄すごい大音声となり、客が驚いている。

　俺と藤堂と御厨を含めて、この場にいるスタッフは全部で十人。シズさんと式神四姉妹を入れればメイドの数総勢十五人とかなり多め。ただしキッチンのヘルプや《水鏡杯》関連の仕事、他ほかのスタッフが運営する企画の手伝いに回る必要もあるので、人手十分ということはないだろう。

　開店前から並んでいたお客さんは二十人ほどで、席の数には十分な余裕があった。被服室はかなり広いので、普通のファミレスにもひけをとらない。

　女の子のスタッフたちが、手際よく彼らを席へと案内していく。

「お席へご案内いたします御主人様♥」

「ごゆっくりおくつろぎくださーい」

「……この私が主人と仰ぐのはただ一人ですが、今日だけは仕方ありません、あなたを席へ案内して差し上げましょう。感謝しなさい」

「うふふ……こちらですわ御主人様……。ああ、そんな視し姦かんするように見つめないで、そんなに見つめられたら私、キモチよくなってしまいます……！」

「きゃははっ、こっちだよおにちゃん。こーんな朝早くから並んでるなんて、おにちゃんはよっぽどメイドさんが大好きなんだねー。ほーんとキモいよねファック。あとせーりゅーちゃん、勝手にキモチよくなったバツとして今日からパンツ穿はくの禁止ねー」

「……自分は、本当はこんなことしたくないんです。でもあの人のためだから……べ、べつにあの人が好きとかそういうわけじゃないんですからね？　ほんとですから！」

「どて」

「ああっ！　玄げん武ぶちゃんが転んだわ！」「が、ガーターベルトだ！　ガーターベルトが出たぞ！」「スカートめくれてる！　パンツ、パンツ見える……って、あれ？　見えてない……ていうか、はいてない……!?」「は、鼻血が……」

　…………さてと、それじゃあ俺おれも、女の子ばっかりに任せてないでお仕事をするとしますか。この格好で人前に出るのは正直まだ抵抗があるけどね……。

　入り口の方に向かうと、いきなり声をかけられた。

「あー、チミチミ、早くミーたちを席に案内したまえ」

「あ、はい。ただいま──……って、陽よう子こ」

　アホな口調で俺を呼び止めたのは、ショートパンツ＆白地にでかでかと『ブーメランばばあ』という謎なぞの言葉がプリントされた変なＴシャツを着た冬ふゆ木き陽子だった。学校で私服の陽子を見るのは初めてだったな……というかこいつ、普段はもっと普通の格好なのだが一体何があった。

「お祭りだからねー。暑いし動きやすい格好の方がいいと思って」

　俺の疑問を読み取って、陽子は先回りして答えた。……まあ陽子の場合、何を着ても似合うというか、どんな服でも着られることなく変わらない魅力を放ってる感じなので、問題ない気はする。

「……でもやっぱりそのＴシャツは恥ずかしいぞ……」

　そう言ったのは俺ではなく、陽子と手を繫つないで店に入ってきたユウだった。身長差から仲のいい姉妹のように見える。間違っても恋人には見えない。

　服装は私服だが魔導具《鮮血の貴女カーミラ》のフリフリドレスではなく、ノースリーブの黒いワンピース。髪も大きな黒いリボンで括くくってツーテールにしてある。

　いつものドレス姿が『ちょっと勘違いしたお姫様』という感じなら、今日のはモノホンのとある貴族のお嬢様という感じで、素直に可愛かわいいと思える。

「な、なんだセイジ。ジロジロ見るな」

　ユウがぶすーっとした顔をした。

「いや、普通に似合ってるなと思って」

「そ、そうか」

　ユウは不機嫌な表情のまま顔を赤くした。

「その髪型は芙ふ深みさんの真ま似ねか？」

「う、うん……たまにはああいうのもいいかなって」

「そっか。可愛かわいいぞ」

「えへへ……って！　お前なんかに言われなくてもそんなことは解わかっているのだ！」

　何な故ぜか急に怒り出したユウに「へいへい」と肩をすくめる。

「ねーねー霧きり村むら、あたしはあたしは？　可愛い？」

「君はまあ普通にバカっぽいな」

「なんですとー」

「どうでもいいけど早く席に行け。他ほかの客の迷惑だ。ほらこっち」

　二人を誘導し、奥の方の席へと連れて行く、その途中。

「ぴらっ」

「ひゃっ!?」

　いきなり後ろからスカートをめくられた。やったのはもちろん陽よう子こだ。

「なにしやがる！」

　慌てて振り向き、スカートを押さえる。

「……なーんだ残念……トランクスなんだ……」

　心の底から悲しそうに陽子が言った。

「当たり前だろうが」

　……シズさんには下着も女物を穿はくようにと強く言われたのだが、これだけは最低限の矜きよう持じとして譲れなかった。御厨みくりやと藤とう堂どうはどうだか知らないが。

「でもまあ、ナマ足が見れたからよしとしますか。霧村って足も綺き麗れいね。臑すね毛げも見えなかったし……もしかして剃そった？」

「……脱毛させられた」

　今朝教室に入るなり、待ち構えていた何人もの女の子に囲まれてシャワー室に連れて行かれ集団でパンツ一丁にされてすわ逆レイプかと思いきや彼女らはガムテープを持って嫌がる俺おれを無理矢理押さえつけ足の毛をびりびりと……怖かった……怖かったよう……。

　そんな忌まわしいエピソードはともかく、俺は陽子とユウを窓際のテーブルに案内した。テーブルは教室に備え付けの机にテーブルクロスを敷いただけだが、椅い子すはシックな感じの木製のやつを学生区の喫茶店から運んできた。かなりの重労働で、《ＡＬＩＣＥ》のスタッフ総がかりでもこの作業だけで二日潰つぶれた。

「あー、ご注文がお決まりになられましたらお呼び下さい。メニューはこちらになります。水はそこにポットがあるから飲みたきゃ勝手に飲め。じゃあな」

　二人のテーブルから離れようとする俺おれを、陽よう子こが「待った」と呼び止める。

「……？　なんだよ」

「霧きり村むら。大事なことを忘れてるわよ？」

「あぁ？」

　俺が訝いぶかると、陽子は偉そうに腕を組んでふんぞり返り、

「『じゃあな』じゃないでしょ？　『御主人様』でしょ？」

「ぐっ……。……ご、……御主人様」

「あれぇ？　ぜんぜん聞こえなーい」

「ごゆっくりどうぞ御主人様！　……これでいいだろ」

「『これでいいだろ』は余計だな」

　ユウまでも偉そうにダメ出しする。くっ、こいつら……楽しんでやがる。

「……ごゆっくりどうぞ、御主人様」

「ちょっと態度が悪いのが気になるけど、まあいいわ。合格」

　……俺は無言で踵きびすを返し、今度こそこいつらから離れようとした。だが。

「あ、待って霧村、注文があるわ」

「ああ？　もう決めたのか？　……御主人様」

　渋々ながら振り返った俺を、陽子はまじまじと舐なめ回すように見る。

「改めて見ると……なんちゅーかこう……やば、鼻血出そう……」

「……ふん。男のくせにメイド服が似合うなんて……変態だな」

　同じく俺をじーっと見ていたユウが少し顔を赤くして言った。

「……用がないならもう行くぞ」

「ああ待って待って！　だから注文だってば！」

「なら早くしろバカ」

「やーんこのメイドさん態度わるーい。ツンデレメイド喫茶みたい。まあそれはともかく注文ね。ちょっとその場でくるって一回転してみせて？」

「はあ？」

　首を傾かしげる俺に、陽子は大真面目まじめな顔で、

「だからこう、くるって、ダンスみたいに。大事なことなの」

　手で「くるっ」というジェスチャーをしながら言う。

「……？　こうか？」

　よく分からないが、さっさとこの場を引き上げるためにやってやる。くるっ。

「ぐおっ、そ、そうそれよ……！　それこそメイドさんの真骨頂なの！翻ひるがえるスカート、ちらっとだけ見えるフトモモ！　見えそうで見えない下着！　これぞチラリズムの神髄よ！　あのアングル、まさに神業……。霧きり村むら聖せい司じ、殺人未遂で逮捕します！　あたしを萌もえ死にさせようとしたから！」

「知るかっ！」

「あー……まさに絶品だったわ……いやあ堪たん能のう堪能。もうお腹なかいっぱい……」

「なら早く帰れ」

　うっとりした顔で満足げにヘラヘラと笑う陽よう子こに、俺おれは冷たく言って今度の今度こそ離れようとする。だが、

「ま、待てセイジ。私も注文がある」

　ユウがメイド服のスカートをくいくいと引っ張った。

「なんだよ。ハチミツがほしいのか？　ホットケーキ頼めば付いてくると思うぞ」

「ホットケーキは今朝も食べたからいい」

「じゃあ何だよ。陽子みたいなくだらない注文は却下な」

「え……。あ、じゃあ……えーと、あ、あ、あ、あ……足を舐なめろ！」

　ごん。

　椅い子すに座ったままこちらに片足を突き出してきたユウを無言で殴った。

「うぅ！　ヨウコ、セイジがぐーで殴ったあ！　セイジのくせに！」

「あーよしよし、かわいそ～かわいそ～」

　陽子は涙目になるユウの頭を撫なでながら、

「霧村、御主人様を殴るメイドなんてないでしょう！　そんないけないメイドさんは罰としてあたしの足を」

「舐めねえよ」

　いい加減相手にするのも疲れたし他ほかのお客さんも順調に入ってきているので、俺は今度こそ二人に背を向けて歩き出した。




　　　†　†　†




　開店して一時間ほど。十時のお茶に来たお客さん達でテーブルは七割方埋まっており、俺を含めスタッフは忙しく店内を駆け回っている（いやもちろん本当に走ってるわけではないが）。ちなみにユウと陽子はまだいて、テーブルの上には無数のケーキの皿が重ねられている。めちゃくちゃ食うなあいつら……。

　……あれ？

　ふと入り口の方を見ると、ちらちらと店内を覗のぞき込んでいる赤毛ツーテールの巫み女こさんの姿を発見した。

「どうしたんですか？」

　彼女──蹂じゆう躙りん坂ざか芙ふ深みさんに声をかけると、彼女はびくっと動揺して、

「べ、べつになんでもないのじゃ」

「なんでもないのにそんなトコに立ってると迷惑なんですが……。とりあえず入ったらどうですか？　あの変態四姉妹も何な故ぜかメイドやってるし、御厨みくりやもいますよ」

「そ、そうか」

　御厨の名前を聞いたとき、芙深さんの顔が少し曇ったように見えた。

「……御厨と何かあったんですか？」

　適当な席に案内し、俺おれは訊たずねた。

「べ、べつに何もないのじゃ！」

　芙深さんは不自然なくらいぶんぶん首を振った。どうやら何かあったらしい。

「……で、その……槐えんじゆはどこじゃ……？」

　目を逸そらしながらボソッと、何気なさを装って訊ねてくる。

「御厨だったら……えーと、あそこに」

　俺が指さしたのは店の一番奥の方にあるテーブルだった。そこで御厨は、年上っぽい五人くらいのお姉さんに絡まれていた。はしゃぐ声がここまで聞こえてくる。

「え～!?　キミほんとに男の子？　か～わい♥」「手なんかすっごい綺き麗れい！　あたしより小さ～い！」「うふふ、ねえ、お仕事終わったらお姉さんと遊ばない？」「きゃっ照れちゃってかわいい♥」

「……くっ、あやつらおれの槐に……！」

　芙深さんの顔が見る間に不機嫌になっていくのが判わかった。

「……のう霧きり村むら聖せい司じ」

「は、はい」

　……なんか殺気バリバリで怖いんですけど。

「……もしや槐はその……おなごに人気があるのかの……？」

「え？　……あー、うちのクラスでは特にモテるという話は聞きませんでしたけど、この喫茶店では女の子たちをさしおいてダントツで人気ナンバーワンですね。今回のことで実は美形ってことを知る奴も多いでしょうから、赤あか月つき祭が終わってから急にモテモテになる可能性は十分にあり……え……ま…………し、心配しなくても大丈夫ですよ芙深さん、今は綺麗なカッコしてるけど普段は髪もぼさぼさだしいつもネクラだしあんなのが女の子にモテるわけ──」

「槐の悪口を言うな」

「すんません……」

　……どうしろと言うのだ。

　ふと見ると、御厨みくりやは少し困った顔で照れ笑いを浮かべて、何やら二言三言喋しやべったあと、逃げるようにそのテーブルを離れた。

　なおも「じゃあね～」「がんばって～」などと言いながら微笑ほほえみ手を振ってくるお姉さん達に、御厨は困ったように振り返り、手を振り返す。

「……はあ……めんどくさかった……」

　ようやくお姉さん達の包囲を逃れた御厨は、入り口の方に歩いてきた。そして俺おれと芙ふ深みさんの姿を発見する。

「……あ、霧きり村むら君」

　何な故ぜか芙深さんには目を合わせようとしない。

「僕、そろそろ闘技場の方に行かなきゃいけないから……あとは宜よろしく……」

「あー、そういやそうだったな」

　御厨槐えんじゆは午後一時からの《水すい鏡きよう杯はい》にエントリーしており、その前に選手だけを集めて予選の組み合わせを決めるのだ。

「ま、人気ナンバーワンメイドが抜けた穴はどうにか頑張って埋めるよ……藤とう堂どうが。だから頑張ってこい」

　俺が冗談っぽく言うと、御厨も微苦笑を浮かべた。そのとき。

「……ふん。そんな下女の格好をしておなごどもにちやほやされて喜んでおるような軟弱者が、戦いに勝てるものか」

　頰ほお杖づえをつき、どこか拗すねたように芙深さんが言った。




「────勝つよ」




　……!?

　……御厨が断言した。俺の気のせいでなければ、いきなり雰囲気が変わった。なよなよした気弱なメイドさんが一転、かつて俺やユウを苦しめた強力な刺客の雰囲気に。

　……いや、あの時の御厨に、こんな露骨な闘志はなかった。一体御厨に何があったのだろう……。

「……それじゃ」

　御厨は着替えのため家庭科教員室に入っていく。

「……な、なんなのじゃ……い、いきなりあんな…………かっこよく……」

　芙深さんがふて腐れた顔でブツブツ言っている。その顔は少し赤い。

「……ああもう！　酒じゃ酒じゃ！　今日はもう酒吞のんで寝るのじゃ！」

「この店に酒なんてありません。ていうか、寝ちゃったら御厨の応援に行けなくなっちゃいますよ」

「ふ、ふん……誰だれがあやつの応援など……」

　芙ふ深みさんがガタンと席を立つ。

「酒がないならこんなところに用はない！　もう帰る！」

　ズンズンと足取り荒く、ツーテイルミニスカ巫み女こは店を出て行った。

「なーんて言いながらマスター、ちゃっかり応援に行ったりするんだよねー」

「うふふふ……御主人様って可愛かわいい……」

「……自分はマスターの恋路を応援します」

「つんでれ」

　いつの間にか湧わいて出た式神達が口々に勝手なことを言った。

「……あのー、すいません」

　不意に、入ってきたお客さんが声をかけてきた。どっかで見覚えがある女子生徒だ。

「あ、どうぞこちらのお席へ、御主人様」

　俺おれが案内しようとすると、彼女はぶんぶんと首を振った。

「ち、違うんデス。こっちにゆーちん来てないかなって」

「ゆーちん……？　ユウのこと？」

「あ、はい」

「ユウならあそこだよ」

　彼女を陽よう子ことユウがいる席へ案内したところで俺はようやく、彼女を見かけたのは体育館で演劇部の練習を見たときだと気付いた。

「あ、サツキ」

　いきなり現れた演劇部員に、ユウはきょとんとした顔をした。

「『あ、サツキ』じゃないでしょーゆーちん。みんな待ってるよ」

「…………あ！」

　ユウの顔が強こわ張ばった。

「ん？　今日も何かあったの？」と陽子。

「……練習時間が不十分だからって、今日も急きゆう遽きよ練習をすることになっていたのだ」

「ほらゆーちん、早く行くよ！」

「う、うん……」急せかされ、ユウは名残惜しそうに立ち上がる。

「……ま、頑張ってきなよ。明日の舞台、楽しみにしてるから」

　そう言って陽子がユウの頭を撫なでると、ユウは実にイイ笑顔を浮かべて「うんっ」と頷うなずいた。それからユウはふと気付いたように、何な故ぜか俺の方に小走りでやってきた。

「ん。これ」

　ぶっきらぼうに突き出してきたのは、一枚のポスターだった。受け取って見てみると、中央に豪ごう奢しやな純白のドレスを着たユウが切なげに天を仰ぐ写真が写っていた。……へー。こいつ、こんな表情も出来るんだ……。

　つまりユウが主演する演劇の宣伝用のポスターで、場所や時間、キャストの名前などが書かれている。

「で、これがなに？」

「……み、見に来てもいい、ぞ」

　ぶすっとした顔でユウは言った。俺おれは思わず苦笑して、

「分かった。どうにか時間を作って見に行くよ」

「か、勘違いするなあっ！　べ、べつにお前なんかに見に来てもらいたいわけじゃないんだからな！」

　顔を真っ赤にして叫び、ユウは演劇部員の少女と一緒に早足で店を出て行く。

「……サツキ、部長は怒っていたか……？」「……怒ってないと思う？」「うぅ」「大丈夫、部長だって謝れば笑って許してくれるよ！　……死ぬほど運が良ければもしかしたら……」そんな会話をしながら。















　　　†　†　†




『ぴんぽんぱんぽーんっ！　皆さんお祭りを楽しんでまっすかー？　というわけで正午になりましたーっ！　《水すい鏡きよう杯はい》を観戦する人はお早めに地下闘技場へ移動しちゃってくださいにゃんっ！　でないと血を見るぜっ！　ちなみに予選の抽選結果はそのへんで配ってるよんっ！　贔ひい屓きの選手がいる人はそれ見てご希望の会場に行ってチョンマゲ！　もちろん赤あか月つき祭は《水鏡杯》だけじゃないよんっ！　色々と楽しいイベントがいっぱいあるから好きに遊べいっ！　ちなみにウチのオススメは二時半から始まる畜産部の《肉合戦》で、豚肉チームと牛肉チームに分かれて解体した肉を敵にぶつけ合い血ち塗まみれで──……』

　……やたらと血気盛んだなこのアナウンサー。それから畜産部は実は牛や豚が嫌いなのかもしれない。正午を告げる放送を聞きながら、俺おれはそんなことを思った。食い散らかされた食器を調理室へと運びながら。

　と、そこへ、他ほかの部署で働いていたスタッフが汗だくになって調理室に入ってきた。

「へ、ヘルプ……ヘルプ……ぐふっ」

「どうしたっ！　何があった!?」

　…………。

　……。

　…………彼の話によれば、地下闘技場近くでスタッフが運営している売店《ドードー》の混雑っぷりが凄すさまじく、急きゆう遽きよ他の部署に応援を要請して回っているらしい。

「というわけで誰だれか行ってくれるひとー!?」

　話を聞いたスタッフの一人が調理室中に声を張り上げた。しかしみんな、「助けに行きたいのは山々だけど……」という顔で二の足を踏んでいる。今はお昼の時間でここ《ＡＬＩＣＥ》を含めどこでもかなり忙しいことには変わりないのだが、それを知りながらなお応援を求めるしかないというのだから、どれほどの修羅場なのか想像もつかない。

　ちょうどそのとき、藤とう堂どうがオーダーを伝えにやってきた。

「……あ、藤堂、お前がいいんじゃないか？」と俺が話しかける。

「ん？　何が？」と藤堂が首を傾かしげる。

「地下コンビニ《ドードー》のヘルプ。超修羅場だってさ」

「何で俺が……」

「多分試合が始まったら落ち着くだろうから、戻ってくるついでにくおんちゃんの試合を見てこれるぞ」

「ば、おま、それ──」

　藤堂の顔が真っ赤になった。メイドさんの格好なので、照れ顔は結構萌もえる。

「……お、俺はべつにあの娘この試合なんて……興味ねぇよ……。……それに俺……『絶交』されてるからな……」

　……ったく、まだ言ってる。一週間前の『絶交』宣言からずっと、久く遠どうくおんと藤堂灯とう夜やは口をきいていないらしく、藤とう堂どうは見てのとおりくおんちゃんの話題を出すと途端にいじけ虫になり、くおんちゃんの方もなんだかピリピリして殺気立っていた。

「そうかい。──あー、それじゃあ地下のヘルプは俺おれが行きます」

　名乗りを上げると、「おおー」とか「さすが霧きり村むら君」という声が上がった。

　驚かれるのはともかく……「さすが」なんて言われると照れるな……。もしかすると……本当に万が一の可能性として……俺はもしかして、「人の嫌がることを率先して引き受けてくれるいい奴」という評価が仲間内で固まっていたりするのだろうか。

　……だとしたら、嬉うれしい。

　小一時間ほど修羅場中の売店を手伝うくらい、どうってことない。

「頑張れよー」「こっちは私たちに任せといてー」などという応援の声を背に受け、俺は夕ゆう月げつ学園地下へと向かった。




　……それから一時間。




　……どうってことない、などという考えが甘かったことを、俺は死ぬほど思い知ったのだった。目が回る忙しさというのは恐らくああいうのを言うのだろう。《水すい鏡きよう杯はい》が始まってようやく《ドードー》内の人の流れが落ち着いてきたころには、手は半ば麻ま痺ひし膝ひざもガクガク笑っていた。

　……この状態で《ＡＬＩＣＥ》に戻っても戦力にならないな……。みんなには悪いけど、体力が回復するまでちょっと《水鏡杯》の予選でも見て休もう……。

「……えーと、くおんちゃんか御厨みくりやの試合はどこかな──と……」




　　　†　†　†




　時計が午後一時を回った。

『ぴんぽんぱんぽーんっ！　一時になりました、一時になりました、よーやく一時になりましたっ！　皆さんお待ちかね、血湧わき肉躍る異能バトル大会《水鏡杯》の時間がやってまいりましたっ！　しかし放送室のウチは試合が見れません！　腹が立ってきたので今回の放送はこれにて終了っ！　ばいびーっ！』ぶつん。

　……騒がしい放送です……。

　戦いの前の精神集中を妨げられ、髑どく髏ろ模様の赤い着物を纏まとった小柄な少女──久く遠どうくおんは顔をしかめた。

　第三地下闘技場。《水鏡杯》の予選会場には四つの闘技場があり、そのうちの一つがここだった。

　本来は体育館なのだが、赤あか月つき祭のときだけは壁紙などを古代ローマのコロセウムを思わせる感じにそれっぽく飾り付けてある。……まあ、あくまでそれっぽくではあるのだが。本物のコロセウムのように土を敷き詰めるわけにはいかないだろうし。

　闘技場っぽい飾り付けはあくまで観客の気分を盛り上げるためで、実際に戦うくおん達自身にはあまり関係がないことだった。

　……ちなみに、《水すい鏡きよう杯はい》は赤月祭一日目に行われる予選と、二日目の決勝トーナメントに分けられる。

　予選は八人の選手が同時に戦い、最後に残った一人だけが決勝に進める《サバイブ》。

　決勝トーナメントでは一対一で戦う《デュエル》。

　つまり集団戦と個人戦、どちらもこなせなければ優勝することはできないのだ。

　なお、《サバイブ》《デュエル》のどちらとも、身体のどこか外から見えるところに陶器で出来たプレートを付け、それが割れたら敗北となる。

　くおんは、自分の胸元にプレートを付けていた。この安っぽい陶器が今の自分の心臓というわけだ。

　大会では凶器の使用は禁止されているので、手にしているのはいつものような日本刀ではなく刃を平らにした模造刀である。これが今回の自分のパートナーだ。

　闘技場の上にある客席には無数の人の群れ。下の、ちょっと滑りやすいフローリング床の戦場には自分を含め八人しかいない。

　だが、そんなことはどうでもいい。くおんは目を閉じ、己の内側へと精神を集中する。

　何人いようと関係ない。誰だれがいようとも関係ない。考えるのは己に克つことのみ。行く手を阻む者は斬きり捨てる。それだけだ。迷いなどない。

　迷いなどない────筈はずなのに。

「…………！」

　瞼まぶたの裏に金髪碧へき眼がんのヘラヘラした優男の顔が現れて、くおんは慌てて目を開けた。

　……一週間前に彼に『絶交』を告げてからずっとこうだ。意識を集中しようとしてもすぐに乱れてしまう。以前にも何度かあの男のことを思い出して精神集中が途切れることはあったのだが、ここのところは毎日だ。まったく、不愉快極まりない。

　自分をこんな気持ちにさせた人間は生まれて初めてだ。

　幼い頃ころから父の道場で質実剛健な男達と修行に明け暮れていたから、あの手の人間には全く免疫がなかった、というのも原因なのかもしれないが。

　藤とう堂どう灯とう夜や────やはり自分は、彼のことが心の底から大嫌いらしい。

『選手の皆さん準備はいいですかー？　それではお待たせしました！　第三闘技場第一試合！　予選Ｃブロックの試合をこれより始めさせていただきます！』

　放送席からアナウンサーの声が流れると、観客席から歓声が上がった。

「……く……っ！」

　結局、試合直前だというのに全然集中出来なかった。

『この八人のうちただ一人勝ち残り決勝トーナメントに出場するのは一体誰だれか！　選手の皆さんの健闘を祈ります！　ちなみに観客席にはバリアが張ってあるので、ちょっとくらい派手なタレントを使っちゃっても大丈夫！　ただし死人が出ないように注意──って、バリアって何それ誰の能力!?　まあ、それはともかく！』

　実況がすう──と息を吸い込むのが分かった。一拍の間を置き、




『それではっ、試合開始で────すッ!!』




　声と同時に、試合開始を告げるドラが鳴らされる。観客席からは凄すさまじいまでの大歓声が上がった。試合会場の端々に陣取っていた選手達が、一斉に中央へと疾しつ駆く。こんな大会に参加するだけあって皆疾はやい。

　中央で乱戦が始まる。

　選手の一人が走りながら、右手に光輝く剣──『放射系』能力、その名もストレートに【光の剣ホーリーセイバー】──を生み出し、手近にいた相手へと振りかぶる。同時に他ほかの選手が、同じ相手に向けてゴルフボールのような大きさの炎の散弾を放つ。同じく『放射系』能力【降りかかる火の粉ハプニングシヨツト】である。

　二人に同時に攻撃された選手は、しかし焦ることなくジャンプ──いや、ジャンプと呼ぶにはあまりに高すぎる位置まで跳躍し、攻撃を逃れる。見れば彼の両足には、蜻蛉とんぼのそれを思わせる透明な羽が生えていた。【猶予期間ピーターパン】という名の『放射系』能力である。

　柔道着を着た大柄な選手が、タレントは使わず常人離れしたスピードで相手に向かっていく。対するは長身だが瘦やせぎすの少年で、こちらもタレントを使うことなくボクシングのファイティングポーズをとって迎え撃つ。柔道とボクシングの異種格闘技戦の様相だ。相手の襟を摑つかもうと手を伸ばす柔道男に、ボクシング男は牽けん制せいのジャブを放つ。一進一退の攻防。しかし接近した二人を同時に狙ねらい、炎の雨──【降りかかる火の粉ハプニングシヨツト】が降り注ぐ。二人は慌てて回避、距離をとって、「いずれまた戦おう」とでも言いたげな顔をして、それぞれ別の相手へと向かっていく──。

　他では観みられない──少なくとも『外』の世界では絶対に観られないであろう派手な超能力バトルに、観客は沸き立つ。

　柔道男もボクシング男もタレントを発動させ、戦いは激しさを増していく────。

　……その中で、久く遠どうくおんだけは闘技場の端から動かないでいた。

　べつに他の選手が潰つぶし合うのを待っているというわけではない。そんな姑こ息そくな作戦は自分の流儀ではない。

　だが……既に試合が始まったというのに、戦いに意識が向かない。それどころか、戦っている他ほかの選手達をそっちのけで、くおんは上の観客席の方に自分でも気付かないうちに視線を彷徨さまよわせていた。

　冬ふゆ木き陽よう子こやその他のクラスメートなど、見知った顔が何人かいることに気付く。何な故ぜか先日霧きり村むら聖せい司じの決闘の代理で戦った、赤い髪の巫み女こまでいる。しかし……

　……何を……誰だれを捜そうというのですか、私は……。

　観客など関係ない。ただの喧やかましいだけの背景にすぎない。

「──！」

　客席の入り口の方から、一際目立つ、メイド服を着た少女……いや、少年が入ってくるのが見えた。霧村聖司だ。ならば霧村聖司と一緒に働いている筈はずの彼も──……。

　しかし、どうやら霧村聖司は一人のようだった。

「……ふぅ……。……っ!?」

　ため息を吐ついてしまった自分に愕がく然ぜんとする。

　……ため息……!?　戦闘中にため息など……腑ふ抜ぬけているにもほどがあります……！　何を残念がっているのですか私は……！　そんな理由など何一つとしてないのに……今はただ、目の前の戦いに集中を……！

　そのとき、一人の選手がくおんの方に走ってきた。金色に染めた髪をツンツンに固めた、少し幼さが残る顔立ちの少年である。なんのコスプレか、背中には派手なマントを付けている。まだタレントを発動させている様子はない。

　模造刀の鞘さやをギュッと握り、くおんはようやく臨戦態勢に入る。

「女の子だからって、試合に出といて観みてるだけってのはズルいんじゃねぇの!?」

　マントを靡なびかせながら、軽い調子で少年は言った。顔には楽しげな稚ち気きのある笑み。

　……ズルい……!?　この私が……!?

「……そのような侮辱を受けたのは、初めてです」

　努めて感情を押し殺した声で言い、無表情で模造刀を抜刀する。強度が普通の刀と比べて心こころ許もとないが、自分には関係ない。

「……お覚悟を」

　フローリングの床を軽やかに蹴けり、くおんは少年に向かって疾しつ駆くする。少年のプレートがあるのは左の胸だ。

　……一気に刀の間合いに入り、一撃で勝負を決める！

　相手の速度と自分の速度を計算。間合いまであと七、六、五、

　だが。突如、少年の口元に「ニヤリ」という会心の笑みが浮かんだ。

　……っ!?

「いっけぇぇぇぇ──ッ!!　【蒼き欲望の槍グングニル】──────ッ!!」

　少年が雄お叫たけびを上げ、その右手の中にバチバチと稲妻のような青い光が迸ほとばしる球体が出現。さらに球体は一瞬のうちに少年の前方へと鋭く尖とがっていき、長さ三メートルはある青い光の槍やりへと姿を変えた。

　三さん角かく錐すいに柄つかを付けたような形状の槍──中世ヨーロッパで騎兵が使ったランスである。

　稲妻を纏まとったランス。それが少年のタレントだった。

「せいやぁっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれたランスの一撃。刀の間合いにはまだまだ遠い。

「……くっ！」急きゆう遽きよ斜め後ろに跳躍し回避する。だが、ランスの纏う稲妻が僅わずかに腕に当たった。

　──びりっ、

　痺しびれが全身に伝達され、くおんは不快感に顔をしかめた。どうやら見た目だけでなく本当に電気を帯びているらしい。気絶するほどの高圧電流ではないが、かといって無視できるものでもない。

「せやっ！　せやっ！　せやっ！」

　後方に下がったくおんに、少年は気合いの声と共に連続して突きを繰り出す。

　……少々……厄介ですね……。

　ランス、そして帯電する稲妻をかろうじて避け続けながら、くおんは思う。言うまでもなく自分の刀は鉄で出来ている。ランスに触れたら自分の身体にまで電気を伝達してしまうのだ。ゆえに刀を使って攻撃を弾いたり出来ない。

「どうした！　逃げ回るだけか!?　だったら大人おとなしく降参しちまえよ！」

　くおんを激しく攻め立てながら、マントの少年は挑発するように叫ぶ。

「……喧やかましい人ですね……」

「知ってるか!?　剣で槍に勝つには相手の三倍の技量がなければ不可能なんだってよ！　つまりあんたは、俺おれには勝てないってことだっ!!」

　少年がランスを勢いよく薙なぎ払う。くおんは大きく跳躍しそれを回避、少年の背後へと着地。だが相手もそれを見越していたらしい。薙ぎ払いの勢いそのままに方向転換し、再びくおんへと猛攻を加える。

　かわしながらくおんは呟つぶやく。

「……剣が槍に勝つには三倍の技量が必要……まあ、そんな俗説を誇らしげに語られても困りますが……言い換えれば、相手の三倍の技量さえあれば剣でも槍に勝てるということですね？」

「ならやってみろよっ！」

　呟きを耳ざとく聞きとがめ、少年の攻撃がさらに激しさを増した。

　……直情径行な人ですね……。

　回避を続けながらくおんは隙すきを窺うかがう。彼の技量自体は、実はそれほど大したことはない。父の知り合いに槍やりの達人（西洋のランスではなく中国の槍だが）がいたが、彼に比べれば少年の技量は格段に劣る。ムーンチャイルドの身体能力ゆえ、スピードだけは大したものだが、身体の動きには無駄が多く、攻撃も単調で非常に読みやすい。

　彼の三倍の技量、自分にはきっとある。……ただし、槍は槍でも電気を帯びた魔法のランスとなるとこれまた話は変わってくるのだが。

『──会場の東側では久く遠どう選手と原はら田だ選手が熾し烈れつな攻防を繰り広げています！』

「……!?」

　いきなり自分の名前が出てきたので、これまで無視していたアナウンサーの声が耳に入るようになる。マントの少年は原田というらしい。どうでもいい。集中力が途切れるのでやめてほしい。この程度の雑音で自分の集中力が乱されてしまうということが信じられず、さらに苛いら立だつ。

「……ぅっ！」

　槍から迸ほとばしる光が抜き身の刀身を掠かすめ、ビリッと嫌な感覚が全身を襲う。くおんは顔をしかめながらも大きく後ろに跳躍。しかし原田は容よう赦しやなく追い打ちをかけてくる！

『《水すい鏡きよう杯はい》特別調査委員会が独自に集めた情報によれば、原田選手のタレントは『放射系』の【蒼き欲望の槍グングニル】！　ご覧の通り光の槍です！　しかもこの槍は雷を帯びていて、触れただけでも相手にダメージを与えられるとのこと！　近接戦闘系のタレントの中でもかなり強力な部類と言えるでしょう！　ちなみに原田選手の友人からの情報によると、彼が大会に出場したのは、優勝して女の子にモテモテになりたいからだとか！　頑張れ原田選手！　でもまずそのマントをどうにかした方がいいぞ！』

「う、うるせえ！」

　少年──原田が攻撃を中断し、顔を真っ赤にして放送席の方へ怒鳴った。

「……今です……！」

　目をすっと細め、くおんは刀を水平に構え、鋭く床を蹴けりダッシュ！

「!?　させるかッ！」

　原田が咄とつ嗟さに反応し、ランスを水平に薙なぐ。くおんの突き出した剣の切っ先がプレートに届くよりも一瞬早く、ランスがくおんの横腹を殴りつける。

「くぁはぁっ……ッ！」

　全身に強烈な電流が流れ、くおんは弾き飛ばされた。どうにか受け身をとったものの、痺しびれは抜けない。立ち上がろうと足を地面につけるだけでじんじんする。刀を握る手が痺れて力が入らない。顔をしかめながらも、それでも無理矢理立ち上がる。

「ていやあ──っ！」

　弱体化した隙を逃すまいと原田のランスがくおんを襲う。まるで自分の身体ではないような不愉快な感覚に耐えてくおんはどうにか跳躍しそれを避けた。

　原はら田だの猛攻が再び始まる。相手の隙すきを窺うかがう余裕すらなく、くおんは痺しびれた身体を必死で動かして回避を続ける。

『情報によれば久く遠どう選手のタレントの名は【草薙の剣エンド・オブ・レジエンド】！　どうやら刀の切れ味を高めるという『変化系』の能力らしいのですが、しかしいくら切れ味を高めたところで刀は鉄！　電気には弱い！　しかも原田選手の槍やりに比べてリーチが圧倒的に短いときた！　原田選手の猛攻に防戦一方の久遠選手、これは絶体絶命かあ!?』

　……そんな当たり前のことを改めて言わないでほしい。どうやら傍はた目めにも自分のピンチは明らかのようだ。逃げ続ける途中でまた二回槍が触れた。自分の動きがどんどん悪くなっているのが判わかる。筋肉を動かすだけで辛つらい。刀を握る感覚がない。

「なあ！　そろそろ降参したらどうだ!?」

　攻めながら原田が叫ぶ。その顔には僅わずかにくおんを気遣うような色がある。単細胞だが善良な人間なのだろう。……彼の言うとおり、本当に降参しようか……そんなことを思う。圧倒的に不利な状況で、自分はよく持ちこたえた。ほとんど逃げ回るだけだったけど……誰だれも自分を責めたりはしない。褒めてもくれないが。

「……馬ば鹿かなことを……！」

　誰かに責められるのが怖くて戦っているわけじゃない。誰かに褒められたくて戦っているわけじゃない！　自分の力を確認し、さらなる高みへ上るための戦いだ!!

「……降参……など……ありえません……！」

　距離をとり、震える唇でくおんはハッキリと告げた。しかしもう回避する余力もない。

「ああそうかよ！　だったらとどめをさしてやるぜ!!」

　原田が叫び、眉まゆをつり上げ、決然とした顔でランスを構え直して突進する。

「く……っ！　もはやこれまで……ですか……」

　──くおんが鞘さやを握る手に力を込め、ぎゅっと目を閉じた……そのとき。




「……【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】──モード《投げ縄ラツソ》」




　聞こえてきた静かな声と共に、青い光の槍を、突如横から伸びてきた金色に光り輝くロープが絡め取った。金色の光は青い光を浸食し、次の瞬間、パリパリと……まるで風化したガラス細工のように、あれほどの猛威を振るっていた光の槍がボロボロになって崩れ落ちていく。ほどなくしてグングニルは完全に消滅した。

「な、……んなバカなあっ!?」

　啞あ然ぜんとして目を見開く原田の眼前に、一人の小柄な少年が出現した。そして原田が反射的に回避する暇もなく、その光り輝く右手で原田のプレートを叩たたき割った。

　次いで彼は、同じく動けないでいる久く遠どうくおんへと一瞬で距離を詰める。

「……ごめんね」

　少年が囁ささやくように言って、くおんのプレートもまた、あっさりと叩たたき割られた。

「……え……え……？」

　呆ぼう然ぜんと、自分が負けたのだということすらよく理解できないまま、くおんは少年の顔をまじまじと見る。

　小柄で、中性的な顔立ちの少年。髪は乱れているがいつものような不健康な印象はまったくなく、どこか野性的で凛り々りしい雰囲気がある。

　自分のクラスの委員長──御厨みくりや槐えんじゆだった。…………だと思う。

　……こんな人でしたっけ……。

　くおんは本気で首を傾かしげた。見れば闘技場の真ん中あたりでは、五人の選手が仲良く並んで倒れている。まさか全員彼が倒したのだろうか。

『こ、これは驚きましたあああああ!!　中央の乱戦を制した御厨選手、休む間もなく原はら田だ選手と久遠選手の戦いに乱入!!　瞬く間に二人のプレートをも砕いてしまいました!!　というわけで第三闘技場第一試合、予選Ｃブロック！　見事決勝トーナメント進出を決めたのは御厨槐選手です!!』

　アナウンサーが興奮気味に結果を告げて、観客席からも割れんばかりの歓声が上がり場内を震わせた。

「う、うおおおおお負けたああああ!!　モテモテになる俺おれの夢があああ!!」

　頭を抱えて原田が叫ぶ。アナウンサーが先ほどまでとはうって変わった事務的な声で、続く第二試合予選Ｆブロックの試合は二十分後からになります……などと連絡事項を告げる。御厨はくおんに何も言うことなく出口の方へと歩いていく。その姿をぼんやり見送りながら、

「……私は……負けたのですか……」

　無表情で佇たたずみ、久遠くおんは感情の無い声で呟つぶやいた。

　試合に負けたこと自体ではなく……精神集中を欠いたまま、本来の力も発揮できず明らかに技量の劣る相手にいいようにやられたことが、どうしようもなく悔しかった。

　そして、こんな負け惜しみのようなことを考えている自分が、途方もなく情けなくて。

　くおんの頰ほおを、つぅ──と、一筋の涙が伝った。
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　闘技場を出ると廊下が尋常でないほど混雑していたので、スタッフ専用の通路を通って俺は喫茶店《ＡＬＩＣＥ》へ戻ることにした。その途中、選手控え室の入り口の前で、芙ふ深みさんを発見した。ツーテールミニスカ巫み女こは、何やら挙動不審な様子で中の様子をちらちらと窺うかがっている。

「なにやってるんですか？」

　俺おれが声をかけると芙ふ深みさんはびくっと肩を震わせ、

「べ、べつになんでもないのじゃ！」

「なんでもないのにこんなところにいると迷惑なんですが。つーかここ、選手以外は立ち入り禁止だし。……なんか前にもこんな会話しましたよね」

「そうじゃの。……立ち入り禁止なら仕方あるまい。戻るとしよう……」

　芙深さんは逃げるように踵きびすを返した。

「御厨みくりやに会っていかないんですか？」

　芙深さんはぴたっと足を止め、

「あ、会いたいのはやまやまなのじゃがルールは守らねばなるまい。いやー残念じゃ」

「ちょっとくらいなら別にいいですよ？　スタッフの権限ってことで」

　らしくないことを言う芙深さんに俺が言うと、芙深さんは動揺する。

「あ、いや、でも、一人だけ特別というわけにも……」

「遠慮なんてしなくていいですよ、ほらほら」

「むう……ご、強引なやつめ……」

　芙深さんの手を引っ張り、部屋の隅っこで壁にもたれて座り目を瞑つむっていた御厨のところまで連れて行く。

　俺達の接近に気付くと、御厨はうっすらと目を開けた。

「……あー、ごめん霧きり村むら君……ちょっとだけ休ませて……すぐ行くから……」

「あー、気にせずゆっくり休めよ。すごい試合だったし」

　予選Ｃブロックの試合は、東側のくおんちゃん対マント姿の槍やり使いの戦いと、中央での御厨を含む六人による乱戦に完全に分かれていたのだが、御厨以外の五人のムーンチャイルドは、素人目で見てもいずれ劣らぬ使い手ばかりだった。タレントの性能もさることながら、戦い方がやたらと巧いのだ。《水すい鏡きよう杯はい》で賭かけをしている連中の話を小耳に挟んだところ、Ｃブロックの選手達は御厨とくおんちゃん以外、全員オッズが最高ランク──つまり優勝候補筆頭の連中ばかりだったらしい。

　その強敵達相手に、御厨は完全に戦いをコントロールしていた。時には敵同士の相打ちを狙ねらい、時には他ほかの選手と戦っている相手を不意打ちで倒したり、ときには他の選手に手を貸したり、そして最後に残った選手相手には、正々堂々、圧倒的な実力の差を見せつけて見事乱戦を制した。その数秒後にはくおんちゃんとその相手もあっさりと撃破。

　一ヶ月ほど前にプールで襲われたときよりも、明らかに強くなっている……そんな感じがした。タレントによる攻撃もバリエーションが増えてたし。

　意外なダークホースの出現に、試合終了後は御厨みくりやの話題でもちきりだった。中にはもちろん、「あの子カッコいいよね」なんて女の子の声も。

「ほんとすごかったなお前。……芙ふ深みさんもそう思いますよね？」

　俺おれが話を振ると、御厨がちらりと芙深さんに視線を向けた。芙深さんは、ややばつが悪そうにしながら口を開いた。

「……あー、その……まあ、なんじゃ……な、なかなかいい戦いぶりじゃったぞ」

「……ありがとう、芙深姉ちゃん」

　ボソリと御厨が言うと、芙深さんはホッとした顔をした。

「そ、それにしても槐えんじゆ、ぬしはどこであんな戦い方を覚えたのじゃ？　前はせいぜい光の弾を撃ち出すくらいしか出来なかったものを……」

「……まあ……特訓したからね……」

「特訓……？」と芙深さんは首を傾かしげた。

「うん……ここ一週間くらい、夕飯のあととかに……」

　少し恥ずかしそうにしながら、御厨は言った。御厨が特訓なんてめんどくさいことをしていたという事実に俺は驚いた。が、芙深さんはもっと驚いたようだった。

「も、もしや毎晩おれに行く先も告げずに黙って部屋を出て行ってしまったのは、密ひそかに修行しておったからなのかえ!?」

「う、うん……まあ……」

「な、何な故ぜおれに言わなかったのじゃ！　言ってくれたら手伝ったものを……」

「……だって……もしも特訓したのに予選で負けちゃったなんてことになったら……は、恥ずかしいから……」

　試合での戦いぶりが噓うそのように、御厨は少し赤面してボソボソと言った。

「……つまり槐は、べつにおれのことが嫌いになったわけではないのじゃな!?」

「……？　なんで僕が芙深姉ちゃんを嫌うのさ？」

　……聞きようによってはすごく大胆な台詞せりふを、御厨は当たり前のように言った。

「べ、べつに……それならいいのじゃ……」

　芙深さんは真っ赤になって顔を背け、話題を逸そらすように、

「……それにしても、敗れたとはいえあれほどの強者が揃そろっておるとは……おれもこの学舎まなびやの生徒じゃったら、絶対に出るというのに」

「いや、芙深さんが出場したら絶対に死人が出ると思います」

「つまらんことを言うでない霧きり村むら聖せい司じ」

　……いや、すごく大事なことなのだが……。

「槐。ここは楽しいところじゃな」

　芙深さんの何気ない言葉に、御厨は何故か顔を曇らせた。

「……ん？　どうしたのじゃ槐えんじゆ」

「……あ、うん……僕も……楽しいところ、だと思うよ。……多分僕はこの学園が……街が……その……好き、なんだと思う……」

　……御厨みくりや……？

「……でも僕は……本当は《コミュニティ》の《試作型プロトタイプ》で……霧きり村むら君達とは違うんだなって……なんとなく……寂しいかなって……。……あー、恥ずかしい。恥ずかしいこと言うのめんどくさいなあ……」

　御厨は俯うつむきがちに、訥とつ々とつとした口調でそんなことを言った。

　……御厨の気持ちが、俺おれはなんとなく解わかる気がした。

　いくら楽しくて居心地がよくて大好きな場所でも、ここは本当の自分の居場所じゃないんだと思ってしまう感覚……周囲に対する漠然とした異物感……違和感……それを、かつての俺は知っていた。酷ひどい事件を起こして転校して、そんな俺を受け入れてくれた新しい世界で、俺はいつもその感覚に足を摑つかまれていた。

　……そしてそれは、今も、多分。

　もちろん俺はムーンチャイルドで、御厨のようにハッキリした理由があるわけではないのだが、それでも。
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　御厨達と別れ、俺が喫茶店《ＡＬＩＣＥ》に戻ってくると、変態がイチャモンをつけてみんなを困らせていた。

　黒いスーツを着ており、目と口以外は頭をすっぽりと覆う黒い覆面を被かぶっている。そして……その覆面の上からはぴょこんとウサギの耳が出ていた。

「あー、そこのメイド殿。礼をするときの腰の角度がなっておりませんぞ」

「え、こ、こうですか……？」

「手はきちんと揃そろえてこう、もっと頭を深々と。そう、そんな感じですぞ。……ああそうそう、ケーキにホイップクリームを使用しておられるようですが、これは感心いたしませんな。植物性脂肪の混ぜ物は安価で日持ちしますが口溶けがあまり宜よろしくない。模擬店とはいえ売り物のケーキなのですから、きちんと生クリームを使っていただきたいものですな。おっと、それとこのクッキー。どうも味があまり宜しくないのですが、アーモンドパウダーを加え忘れているのではないですかな？」

「す、すぐに確認してまいります！」

「ふむ……ああ、そこの方、なんですかなこの紅茶は。せっかく良い葉を使っているのにこれでは台無しですぞ。ポットを十分に温めてから淹いれるように注意していただきませんと。まったく、シズ殿がおられるのに何をやっているのやら……これだからなんちゃってメイドなどと呼ばれるのです」

「だ、誰だれがそんなことを言っているのですか！」

「おやこれはシズ殿、聞こえておりましたかはっはっは」

「答えなさいシド！」

「ユウ様です」

「そ、そんな……ユウ様、ひどい……！」

　シズさんが目に涙を浮かべて走り去っていく。

「やれやれ、冗談なのですが。相変わらずシズ殿はドジっ娘こちゃんですなあ」

　窓際の教員室にほど近いテーブルに陣取って好き勝手やっているウサギ男に、俺おれはつかつかと歩み寄る。

「おっとそこのメイド殿、注文宜よろしいですかな……と、これはこれは、霧きり村むら殿ではありませんか。なかなかお似合いですぞはっはっは」

　……相変わらずムカつくウサギだ。俺は努めて無表情で、

「……あー、お客様。大変申し訳ございませんが、当店では変態さんのご来店はお断りいたしております。出て行け。つーか死ね早急に」

「ほほう、それはいけません。どこに変態がいると仰おつしやるのですかな？　小生が追い払って差し上げましょう」

「いるだろうが俺の目の前に純度百パーセントのクオリティ高たけぇ変態が！」

「いけませんなあ霧村殿。メイドさんがそのように声を張り上げては。ほら、他ほかのお客様達も見ておりますぞ？」

「う……」

　たしかに、他の客やスタッフの注目を集めていた。

「はっはっは、ここはメイドらしく、素直に非礼を詫わびておくのがスジというものではありませんかな？」

「ぐう……」

　詫びる……？　俺が……こんな変な覆面被かぶった変態ウサギ男に……!?

「おや、どうなさったのですかな？　もしやこの店のメイドさんは、お客様に暴言を吐いておきながら謝罪することも出来ないのですかな？　はっはっは、そんな評判が立ってしまったら大変ですなあ。店で働く他の皆さんにまで迷惑がかかりますなあ」

「くっ……！」

　仕方ない……みんなに迷惑はかけられない……！

「も、申し訳ございませんでした……」

　恥辱に堪たえながら、俺は頭を下げ、小声で言った。

「おやあ？　何か言いましたかな？　小生、少々耳が遠いものでして」

「申し訳ございませんでしたお客様！」

「もっと深々と頭を下げなければ誠意は通じませんぞ？　この店の店員はそんなことも」

「申し訳ございませんでしたお客様！」

「ふむ、まあいいでしょう。小生は紳士ですからな、はっはっは」

　……こ、こんな屈辱を感じたのは初めてだ……。くそう涙が……何な故ぜだろう……他ほかの誰だれかなら許せても、このウサギだけはどうしても我慢できないんだ……！

「……お客様、お詫わびと言ってはなんですが、当店自慢のメニューを一品ご馳ち走そうさせていただきたいのですが。もちろん代金など請求いたしません」

　内心を押し殺して笑顔を作り、俺おれは言った。

「ほう、霧きり村むら殿にしては珍しく殊勝ですなあ。これも小生の人徳のなせるわざでしょうか。では、遠慮なくご馳走になるといたしましょう」

　シドは機嫌良く笑った。……くっ、見てやがれ……。

　俺は一礼し、調理室へと向かう。そして自ら皿に料理を盛りつける。見ていた料理担当のスタッフが「おい霧村……？」と怪け訝げんな顔をするが気にしない。

　再び店内に行き、シドの前に運んできた料理を置く。

「当店自慢の特製サラダでございます」

　俺は言い切った。シドがそれをまじまじと見つめる。

「……き、霧村殿……？」

「お客様のためだけに特別にご用意させていただいた特別なメニューでございます。どうぞお召し上がりください」

　皿には……生のにんじんが一本、どーんと置かれていた。わざわざ大きいのを厳選して持ってきてやった。

「……これを、小生に食べろと……？　小生はにんじんより肉の方が……」

　シドの言葉を遮り、淡々と、しかし反論を許さない強い口調で俺は言う。

「今朝畑でとれたばかりの新鮮な野菜を贅ぜい沢たくに丸ごと使った自慢の一品です。どうぞ遠慮なくお召し上がり下さい」

「……さ、さようですか。たしかにまあ、新鮮な野菜を丸ごと使ってはありますな。皮も剝むいてない……」

　そしてシドは手袋をしたままの手でむんずとにんじんを摑つかみ、口へと運んでいく。おお、ほんとに食う気か。アホだな。

　……ぼり。ぼりぼり。……囓かじった。囓ってる。ぼりぼり。ぼりぼり。

「……あ、あー、まったく美お味いしいですなあ、この……サラダは。実は小生、このサラダが大好物でして」

　ぼりぼり、ぼりぼり、ぼりぼり。むしゃむしゃ。……覆面を被かぶったウサミミの変態が、生のにんじんを手摑づかみで食っている。

「……なんだこのシュールな光景……」

　近くのテーブルで見ていた客が呆ぼう然ぜんとした顔で言った。

「……美お味いしゅうございました。さすが特製の……えー、サラダ、でございますな」

　見事に全部食べきり、シドは優雅にナプキンで口など拭ふきながら宣のたまった。……ちっ、なかなかやる。

「さ、さすがお客様、見事な食べっぷりでいらっしゃいます。そんなお客様のために、特別にもう一品ご用意させていただきましょう。どうかそのままお待ち下さい」

　にんじんの載っていた皿をさげて、俺おれは急ぎ調理室へ向かう。そして目的のものを持ったあと、すぐにシドのところへ戻ってくる。

「……お待たせいたしましたお客様。当店自慢のシェフが腕によりをかけて作った、最高級のサラダでございます」

　シドの前に置かれたのは……皿である。料理など載っていない、普通の皿だった。さすがにシドは怪け訝げんな顔（といっても覆面だが……まあ雰囲気で）をする。

「……霧きり村むら殿。何も載っていないようですが……よもや『皿サラだダ』という駄洒落だじやれではありますまいな？」

　俺はしごく真面目まじめに答える。

「おや、もしやお客様、見えておられないのですか？　こんなに美味しそうなサラダなのに。これが当店特製、『バカには見えないサラダ』です」

「…………そうきましたか。しかし霧村殿。これはあまりに稚拙ですぞ？　ないものはないのです残念。こう見えて小生の目は赤外線をも感知できますゆえ、」

　……ちっ、こんなふうにマトモに反論されるとこっちとしてはどうすることも……俺が内心で舌打ちしたそのとき。

「──あれ？　美味しそうなサラダね霧村君。ちょっとだけ食べさせて？　はむはむ。あー、おいしー。さすが舌の肥えた一流の客にしか出さない伝説のメニューね！」

　メイドさんの一人が言って、何もない皿の上にフォークをさして食べる真ま似ねをした。

「んな……!!」とシドが呻うめく。続いて他ほかのメイドさんたちもやってきて、「うんうん、美味しいっ！　こんなの初めて！」「へー、これが噂うわさの隠しメニューかあ。最高ねっ！」口々に言いながら食べる真似をする。

「おっと、みんな集まってなにしてるの？　おお、これは伝説の『バカには見えないサラダ』ね。ふふん、もちろんあたしには見えるわよー？　ぱくっ、ああ美味しい！」喫茶店に入ってきた陽よう子こが瞬時に状況を把握して周囲に合わせた。「……なかなかの味です。このサラダを作った者を専属のシェフとして雇ってもいいでしょう」なんとシズさんまでも。「わあ美お味いしそうっ！　すざくも食べるー」「わ、私はどうしようもない愚か者なので見えません！」「じ、自分も、このサラダを食べたいです」「もぐもぐ」式神四姉妹が口々に言う。「……うん、確かに美味しいね……これなら食べるのもめんどくさくない……」「うむ、なかなかの美味じゃのう」いつの間にか戻ってきた御厨みくりやと芙ふ深みさんまでもサラダを口に運ぶフリをする。

「……こ、これは……」シドが啞あ然ぜんとした声を漏らす。

「ほら、早く食べないとなくなっちゃいますよ？　せっかくお客さんのために用意したメニューなのに……。ほらみんな、美味しいからってあんまり食い過ぎるなって！」

　俺おれが言って、みんなが食べる真ま似ねをやめる。そしてシドのテーブルを取り囲み、じーっとウサギ男に注目する。異様な光景だ。

「……さ、どうぞ召し上がれ」

「は、はあ……」

　俺が満面の笑みを浮かべて言うと、シドは引きつった顔でフォークを手に取り、恐る恐るサラダを刺す真似をして、さらにそのフォークを口へと運んでいく。

「……い、いやあこれは実に美味しいサラダですな。小生の中で今、サラダというものに対する常識が覆りました。新鮮な野菜とドレッシングの奏でるハーモニーが絶妙で、いやはや、本当に……」

「喋しやべってばかりいないで早く食べたらどうですか？」

「……」

　シドが押し黙り、もちろん本当は何も載ってない皿にカチャカチャとフォークを突き立て、食べるふりをする。

「あ、ああ、美味しいですなあ。さすがでございます」

　カチャ。もぐもぐ。カチャ。もぐもぐ。カチャ。もぐもぐ…………どれだけ同じ動作を繰り返しただろうか。

「…………すいませんもう勘弁してください」

　ついにシドはうなだれて謝った。周囲からわあっと歓声が上がる。

「しょ、小生、こんな辱はずかしめを受けたのは初めてですぞ──────っ！」

　シドは椅い子すから立ち上がり、ギャラリー（スタッフや陽よう子こたちだけでなく店にいた他ほかの客まで集まっていた）を搔かき分けて逃げていく。ざまあみろ。

「いやーなかなか痛快だったわねー」「あの変態、さっきあたしのスカートをジロジロ見てきたのよ」「みんなで一つの目標に向かうのっていいよね」「あー楽しかった」口々に言いながら、スタッフは各自の仕事に戻っていく。

「……にしても、あそこでみんなが合わせてくれるとは思わなかったな……それだけあのウサギがウザかったってことか」

　……まあ、期せずしていい息抜きになってくれたようで何よりだ。あのウサギ男もたまには役に立つな。

「……違うだろ。お前が困ってたからだよ」

　声がして後ろを振り返ると、メイド服姿の藤とう堂どうがいた。

「え？　なに？」

「……なんでもねー。そういえば霧きり村むら」藤堂は強引に話題を変えてきた。「あー、その……べ、べつにどうでもいいんだけど……その……地下の……」

「くおんちゃんなら負けたよ」

「……っ！」

　俺おれが言うと、藤堂は露骨に動揺を浮かべた。

「やっぱり気になってたのか。だったら素直に応援に行っておけばよかったのに」

「……今更言ったって仕方ないだろ。もう終わったんだから」

「まあ、そうなんだけどさ……」

「そんなことないよー」

　いきなり陽よう子こが話に入ってきた。

「まだ敗者復活戦があるし」

「あー、そっか」

　予選はＡ～Ｏまでの全十五ブロック。対して決勝トーナメントに進出できるのは十六人。その最後の一枠をめぐって、予選で負けた選手のうち希望する者は敗者復活戦に挑むことができるのだ。

「……でもくおんちゃん、本当に敗者復活戦に出るか？　予選のときかなり調子悪そうだったけど」

　予選で彼女は槍やり使いの男子生徒に苦戦を強いられていたけど、あれは相手のタレントが強力だったこと以上に、くおんちゃんの動きが緩慢だった印象が強い。以前芙ふ深みさんと戦ったときは、もっと強かったと思ったのだが。

「出るよ。さっき控え室で本人が出るって言ってたし。……でもまあ、調子が悪そうっていうのはあたしも同意かな。平気って言ってたけど……」

　陽子が少し心配そうに言った。

「……だ、そうですよ？」

　と、俺は神妙な顔で押し黙っていた藤堂に話を振った。

「だ、だから何なんだよ……」

　……あーもう、この優柔不断なヘタレ優男は……！

「意地張るのはやめて謝りに行け藤堂灯とう夜や」

　お節介だとは知りつつも……俺はハッキリと言った。

「……なんで霧きり村むらにンなこと命令されなきゃいけないんだよ」

　藤とう堂どうは不機嫌そうに顔をしかめ、鋭い目で俺おれを睨にらんできた。普段のヘラヘラした顔とのギャップもあり、かなりの威圧感。だが、俺は怯ひるまず真まっ直すぐ見つめ返し、静かに言う。

「……でないと後悔するからだよ」

「……！」

「やるべきことをやらないで後回しにしてると、あとで後悔する。散々先送りにした挙げ句結局手遅れになって、それでそのときになってようやく『あのときはああしておけばよかった』なんて後悔するんだ。…………だから、……その……」いかん、なんか急に恥ずかしくなってきた。慣れない真面目まじめな台詞せりふなんて言うもんじゃないな。「……その……まあ、やれることはしっかりやっておこうぜ？　みたいな……」

「……霧村……」

　藤堂は俺の顔をまじまじと見つめて、いきなり「ぷっ」と噴き出した。おのれ……。

「ああ、わりいわりい」俺が睨むと、藤堂は苦笑しながら謝った。「いやはや、まさか霧村にそんな風に諭されるとは思わなかった」

「……悪かったな。どうせそんなキャラじゃねえよ」

「拗すねるなよ……」そして藤堂は、不意に真面目な顔になった。「……確かにお前の言うとおりだ霧村。適当にやりすごしてもいつかケチがつく。すっかり忘れてたけど……世界ってのはそういうもんだ。いや、マジでありがとな霧村。…………行ってくる」

　端的に言って藤堂は俺に背を向け、足早に店を出て行った。

「おーおー。青春してるねえ」

　陽よう子こが妙におばさんっぽい口調で茶々を入れてきた。俺はそんな彼女に問いかける。

「これでいい……筈はずだよな……？」

「あたしに聞かれても困るわよ。そんなの結果を見てみないと分からないんだから」

　陽子は苦笑を浮かべた。……ま、それもそうか。当事者はあくまで藤堂とくおんちゃんの二人なのだから……。




　　　†　†　†




「やれやれまったく、酷ひどい目に遭いましたな……みんなして罪のないウサギさんをいじめて何が楽しいのやら……」

　喫茶店を追い出されたあと。自分のやったことを棚に上げてぼやきながら、シドは祭りを楽しむ人間達で賑にぎわう廊下を歩いていた。覆面はもう被かぶっておらずウサギ頭が剝むき出しだが、通行人達はただの被り物だと思って気にしていないようだ。

「はっはっは、しかし、やはり祭りというのは楽しいものですなあ」

　法はつ被ぴやミニスカメイド服を着たりやお化けのコスプレをして呼び込みをしている学生達。手を繫つないで歩くカップル。あちこちに貼はられた企画の宣伝ポスター。飾り付けられた教室の扉。いかにも『学園祭』という雰囲気を存分に味わいながら、シドは校内を特に目的もなくぶらぶらと歩き回る。

　と、そのとき。

　不意にシドの耳が近くの、特に何の企画も催されてないらしい空き教室の中から、女性が会話する声を聞きつけた。

　それ自体は特にどうということもないのだが……会話している筈はずなのに、聞こえるのは一人の声だけで、相手の声が聞こえない。聞こえてくる方の声の主も声を潜めて話しているらしく、断片的にしか聞き取れない。というか、シドの耳でなければ中に人がいることすら気付かなかっただろう。

　断片的に拾えた単語は──研究所──侵入──《試作型プロトタイプ》──ジャバウォック──

　──はい……わたしも急いで向かいますから……ええ、おねがいね……ピ（電子音）

「……小生、ちょっぴりワクワクしてきましたぞ」

　シドは長い耳をぴくぴくさせながら、ガラッとその教室のドアを開けた。

「あらら？」

　中にいた人物は、いきなり入ってきたシドを見て目を丸くした。床に付くほどの長い髪が特徴的な少女である。名前は氷ひ川かわ真ま那な。以前ユウや霧きり村むら聖せい司じたちと一緒にプールに行った人物の一人だ。彼女は手に、小さな薄い箱のようなものを持っている。

「失礼、驚かせてしまいましたかな？　中で声が聞こえたもので気になりまして」

「あらあら、そうでしたかー。相変わらず神出鬼没ですねえ」

　長い髪の少女はおっとりした笑顔を浮かべて言った。シドはその台詞せりふを聞き咎とがめる。

「……相変わらず？　はて、小生のことを御存知なのですかな？」

　彼女と直接の面識はない筈なのだが。

「うふふ、一ヶ月くらい前に、ウサギさんがユウさんをいじめていたときにもお会いしましたよー」

「……なるほど、そういえば見覚えがございますな……」

　今の今まで完かん璧ぺきに忘れていたが、ユウを捕まえようとしたとき何な故ぜか急に《結界》が破られ、シドは変態の汚名を着せられて、この街の住民達に集団で追いかけ回されたことがあるのだった。その中の一人に、たしか彼女の姿もあった。長い髪がさらに伸びて、まるで蛇のように逃げる自分を追い回してきた。

「……それはそうと、それはいわゆる『携帯電話』ではありませんかな？　実に珍しいものをお持ちで」

　真那が手に持っているそれを指さす。夜や光こう市しでは、ほとんどの人間には携帯電話を持つことが許されず、販売店も存在しないのである。

「うふふ、いやですねー、これはただのおもちゃですよー」

　真ま那なはにこやかに笑ったまま、さりげなく制服のポケットへと携帯をしまった。

「……ほほう？　ですがつい先ほどまで通話していたようですが？」

「あらあら。よく聞こえましたねえ」

「はっはっは、小生の自慢の耳はその気になれば百メートル離れた場所に隠された時限爆弾のカチカチいう音まで聞き取れますゆえ」

「まあ、それはすごいですねー。でもウサギさん、あれはただのごっこ遊びなんですよー」

「ごっこ遊び……？」

「ええ。おもちゃを使って、電話している真ま似ねをしてみただけです。本当に通話していたわけじゃないんです」

　堂々と明らかに不自然なことを言い切る真那に、シドは苦笑する。

「……つまりあなたは……学園祭で賑にぎわう校内の誰だれもいない教室で一人、おもちゃの携帯電話で誰かと電話する真似をして遊んでいたと仰おつしやるのですかな？」

「はい。楽しいですよー。ウサギさんも今度試してみてくださいなー」

　にこにこと喋しやべりながら、真那はシドの方へとゆっくり歩いてきた。

「うふふ、それじゃあウサギさん、わたしはこれで失礼しますー」












　彼女はそのままシドの横を通り過ぎ、教室から出て行った。

「……ふむ……なんとも怪しい少女ですな……」

　シドは自分のことを棚に上げて呟つぶやいたのだった。




　　　†　†　†




　夕ゆう月げつ学園のある夜や光こう市し学生区から幾つかの区画を隔てたところに位置する、『研究地区』。ここはその名の通り、幾つもの《月光症候群》研究施設が建ち並ぶ区画である。

　各国の研究所、研究者達のための集合住宅、研究者のための商品を取り扱う店舗といった飾り気のない建物が大半を占めており、この街にしては珍しいことに住民の中にムーンチャイルドはほとんどいない。

　その研究地区の中でも一際大きな、病院を思わせる白塗りの建造物がある。

　市立月光症候群中央研究所。

　今から十五年前、廃村だったこの街が《対月光症候群特別区域》と名を改められた当時から存在した、市内でもっとも古い研究施設である。もっとも、建物は何度も改修され当時とは比べようもないほど立派なものに変わっているのだが。

　市立であることから判わかるように夜光市上層部からのバックアップが強く、他ほかの国々の研究所と比べて研究成果が一歩抜きん出ており、名前の通り月光症候群研究の中心となっている施設である──……ということで一般には知られているが、具体的な研究内容などは極秘となっているため詳細は不明である。




　その研究所が現在────炎上していた。




　ただの火事ではない。所内の数カ所から同時多発的に出火……いや、爆発が起きて、あっという間に施設全体を包み込んだのだ。

　……しかしそれ以上に、これがただの火事でないことを示す証拠は……通路をまるで洪水のように満たす血の海と、その中で累るい々るいと横たわる警備員や研究者達の死体であった。

　爆発に巻き込まれて死んだのではあり得ない、首や胸から血を噴き出していたり頭があり得ない方に向いている、明らかな他殺体。しかも複数。

　突然の大規模火災で外へ避難しようとした研究者達が、凄せい惨さんな光景を目の当たりにして一気に恐慌状態に陥った。狂ったような悲鳴を上げて、何人もの人間が避難経路へと殺到する。

　その光景を物陰から見つめる二人の人物がいた。

「けけけ、やれやれ、あんなに慌てちゃってみっともないねえ。小学校の避難訓練のとき『おはしも』って習わなかったのかあ？　逃げるときは『おさない』『はしらない』『しゃべらない』『もどさない』が基本だろうがよお」

「……『もどらない』だ」

　三十歳前後の長身で瘦やせぎすの男が、頰ほおの半分を大きく歪ゆがめる嫌な笑みを浮かべながら言うと、彼とは対照的に二メートルをゆうに超える筋骨隆々とした巨体の三十代半ばほどの黒人が冷静に返し、まるで似合っていない眼鏡めがねの位置を中指で上げた。

「でもよお、逃げるときにゲロを吐いたら他ほかの奴らの迷惑じゃねえ？　ほら、ちょうどあんなふうに」

　無惨な死体を見たせいかむせ返るような血の臭いのせいか、廊下で押し合いへし合いしている職員の一人が盛大に吐と瀉しや物ぶつをまき散らし、運悪く彼の目の前にいた職員の背中に直撃した。

「……『もどさない』でも正解かもしれんな」

　淡々と言う巨漢の黒人に、「だろお？」と瘦そう身しんの男は気楽に言う。

　──傭よう兵へいチーム《ジャバウォック》の、『スペード』と『ハート』である。

　どちらも、研究所の職員達の多くがそうであるように白衣を身につけている。二人はパニック状態で逃げまどう職員達を尻しり目めに、堂々と、出口ではなく研究所の上に向かう階段を上り始めた。一階の非常口に人間が殺到して出られないなら、上から逃げればいいのだ。《試作型プロトタイプ》である彼らにとって、それくらいどうということもない。

　言うまでもなく、この惨劇を引き起こしたのは彼らである。

　所内に潜入し、不幸にも自分達と遭遇してしまった警備員や職員を片っ端から始末しながら建物全体に万まん遍べんなく爆弾のようなものを仕掛け、それを一斉に爆破させた。

　──ここ、月光症候群中央研究所の破壊。それが彼らに与えられた任務であった。

　あとは自分達が脱出したあと、仕掛けたがまだ発動していない他の『爆弾のようなもの』も爆発させ、全すべて跡形もなく潰つぶせば作戦終了だ。

「けけけ、まったく楽な仕事だなあオイ。秘密に包まれた研究所っていうからにはこう、極秘で開発された超能力モンスターとか、人体実験で自我を奪われたムーンチャイルド軍団とかが出てきてもよさそうなモンなのになあ。もっとも、ハリウッド映画の主人公じゃあるめえし、俺おれはそんなのと戦いたくねえけどなあ。なにせ俺は、お手軽に弱いものいじめをするのが大好きな小悪党だからよおケケケ」

　下卑た笑みを浮かべながら、最低な台詞せりふを、特に自じ嘲ちようするでもなくむしろ誇るように『スペード』は言った。

「……『クラブ』がこの場にいたら、『下げ衆すめ』と突っ込んでいたところだろうな」

　階段を上りながら、淡々と、『ハート』が言う。

「……だが、楽な仕事だというのは我も同意だ。少々……楽すぎる」

　決して警備が薄いわけではなく、自分達──《試作型プロトタイプ》の二人でなければ絶対にこうも簡単に潜入してあっさりと目的を果たすことなど出来なかっただろう。だがこれはあくまでも『ごくごく普通の厳重な警備』レベルであり、『《月光症候群》研究の中心施設』という特殊な場所を守るにしてはいささか違和感があった。

　市の上層部は《試作型》の存在も《コミュニティ》が工作員を市内に送り込んでいることも知っているというのに、自分達のような《試作型》の侵入者の存在を想定していないとは考えにくい。

「……あるいは……《試作型》の手から全力で守る価値のあるものなど、ここには存在しない……ということか？」

「んあ？　なんか言ったかあ？」

『ハート』の呟つぶやきに、『スペード』がどうでもよさそうに訊たずねてきた。

「……いや、何でもない」

　そうこうしているうちに、二人は最上階へと辿たどり着く。フロアの大半が炎に包まれているらしく、煙が充満している。

「ちょっと余裕ぶっこきすぎたかなあ。煙いぜ。脱出失敗で焼死なんてことになったら『クラブ』が喜ぶだろうなあ」

　イビツな笑みを崩さぬまま、『スペード』は言う。

「では急ぐぞ」

　歩きながら『ハート』が淡々と答える。そして二人は最上階のさらに上、屋上へと繫つながる扉の前にやってきた。

「ぬんっ！」

　鍵かぎのかかっていた鉄の扉を、『ハート』は鈍器のような拳こぶしで殴りつける。派手な音を立てて扉が大きくへこむ。さらに殴る、殴る、殴る。ドゴッ！　ドガッ！　ベコッ！　その非常識な光景に、『スペード』は呆あきれた顔をする。

「……相変わらずすげえなお前はよお。どういう身体してんだ」

　いかに優れた能力を持つ《試作型》とはいえ、タレントも使わず拳だけで分厚い鉄の扉を破壊できるような者などそうはいない。

「愚問。この程度、鍛練次第では普通の人間にも可能だ」

「いやあ、それは無理だろ……」

　ほどなく、激しい音を立てて扉が倒れた。二人は屋上へと上がる。あとは建物内の全すべての『爆弾のようなもの』を同時に爆破し、逃げるだけだ。

「……ぬんっ！」

『ハート』が意識を集中して気合いの声を上げると同時に、彼の白衣を突き破り、金属のような材質の巨大な黒い翼が背中に出現する。

「翼の生えた男に抱かれて燃えさかる建物から脱出。けけけ、『ジョーカー』が持ってた漫画であったぜえこういうシチュエーション。もちろん男は優男だったけどな。マッチョに翼が生えて誰だれが喜ぶっつーんだ」

「……ふむ、それはよもや『堕天使様がみてる♥』のリュシフェル様のことではないか？　我は三年ほど前、同人誌即売会にてそのコスプレをしたことがある。何な故ぜか誰にも気付いてもらえなかったが……」

『ハート』は少し寂しそうな顔をした。

「……俺おれ的には、どうして気付いてもらえると思ったのかの方が不思議だ」

「……ぬう……。まあそれはともかく、早くしろ『スペード』。あまりのんびりしている時間はない」

「ケケケ、りょーかいりょーかい」

　言いながら、『スペード』は目を閉じ、意識を集中させる。そして要所要所に仕掛けたまだ爆発していない『爆弾のようなもの』一つ一つへと意識を繫つないでいく。この『爆弾のようなもの』は異界の生物らしく、三センチほどの黒い蛭ひるのような姿をしているのだが、自分から動くことはない。『スペード』と意識の深層で植物の根のように繫がっており、彼が命じると本物の爆弾もかくやという破壊力で自爆する。

『召喚系』の亜種【破裂する悪夢ゲヘナワーム】──それが『スペード』の《奇蹟顕見能力タレント》であり、破壊力と応用可能性では《ジャバウォック》メンバー中……いや、恐らく全すべてのタレントの中でもトップクラスであろう強力な能力だった。

　……──蛭達との意識の接続が完了する。

「ケケケ、さあてそれじゃあ、最後の花火を派手にぶちかますとしますかねえ」

『スペード』は歪ゆがんだ笑みを浮かべて──蛭達に命じる。

「────爆はぜろ──」




　────それが、『スペード』の最期の言葉となった。




　彼が命令を蛭達に『送信』するよりも一瞬だけ早く。

　突如『スペード』の全身に巻き付いてきた黒い糸のようなものが、彼の首を、手首を、足首を、指を、腕を、肩を、腕を、胴を、顎あごを、頰ほおを────ありとあらゆる箇所の肉を、骨に届くまで深く、ズタズタに切り裂いた。

　いかに《試作型プロトタイプ》とはいえ、即死であろう。痛みを感じる暇すら無かったか、笑みの形に歪められたまま五つくらいに分断されている頰が不気味だ。

「こ、これは……！」

　驚きよう愕がくする『ハート』の前で、『スペード』の身体に絡みついた黒い糸が──いや、髪の毛が、ほどけていく。

　全身を切り裂かれ大量の血液を噴き出し、変わり果てた姿──正視するに耐えないグロテスクな死体となった『スペード』の身体がどさりとアスファルトの上に倒れた。

「……ふうー、危機一髪でしたねえ。『端末』への命令を身体のどの箇所から出すのかよく判わからなかったのでー、うふふ……念のためミンチにしちゃいました。骨までは切れませんでしたけどね。所しよ詮せんは髪の毛ですからー」

　場違いなほどのんびりした声が『ハート』の耳じ朶だを打つ。

　スルスルと、獲物を食い殺して満足したように離れていく髪の毛の方を目で追うと、倒れた鉄の扉の上に、異様なほど髪の長い少女が、異様なほど穏やかな──足下の無惨な死体を作ったとは信じられないほど穏やかな笑みを浮かべて立っていた。

　露出度の高い大胆な黒いドレスを纏まとい、手には日本刀と思おぼしき刀を握っている。

「うふふ、こんにちはー」

「……何者だ」

　リカルドの誰何すいかの声に、少女は笑みを崩さないまま、

「氷ひ川かわ真ま那なと申しますー。ただの通りすがりの正義の味方ですよー」

「……《ムーンチャイルド》か？　それとも《試作型（プロトタイプ）》か？」

「さあ？　もしかするとどっちでもないかもしれませんよー？」

「魔術師だとでも言うつもりか？」

「さあ？」

　氷川真那は可愛かわいらしく首を傾かしげる。

「ところで、そういうあなたは《ジャバウォック》の方ですかあ？」

「……いかにも。『ハート』と申す」

　とぼけても意味はないと判断し、『ハート』は素直に答えた。

「可愛らしいコードネームですねえ。ところで、本当のお名前はなんと仰おつしやるんですかあ？」

「……問うか、ならば答えよう。我の真の名はリカルド。タイプ近接戦闘型フアイター・リカルド・ザ・【あらがう者ブラツクウイング】だ」

「あらあら。そんなにあっさりと白状しちゃっていいんですかあ？」

　真那の問いかけに、リカルドは背中の翼を大きく広げ、戦闘態勢に移行して言う。

「愚問。貴様はここで始末しておかねばならぬ。冥めい途どの土産に教えたまでのこと」

「うふふ、それはご親切にー。でも、冥途の土産なんていりませんよー」

「遠慮せず、持って逝け！」

　リカルドが黒い翼を羽ばたかせて地面を一ひと蹴けり。翼が大きく風を搔かき、滑るように高速で真那へ急接近する。

「うふふ……それじゃあお仕置きを始めましょうか」

　真ま那なが目をすっと細める。底知れぬ威圧感を感じるが、リカルドはそのまま接近する。

「──【憂いの美女ラプンツエル】」

　真那が呟つぶやくと同時に、彼女の髪がまるで意思を持っているかのように伸び始め、大蛇のごとくリカルドへと襲いかかった。大蛇はリカルドの全身を絡め取るべく左右双頭に分かれ、回り込むようにリカルドの身体に迫る。しかしその瞬間。リカルドの翼が彼を守るように、素早くその巨体を包み込んだ。真那の髪は、翼の上からリカルドの胴体を締め付ける。リカルドの足が止まる。

「うふふー、捕まえましたよ小鳥さん。どうしますかー？　降参しますか？　それともこのまま……」

　真那の髪が締め付けを強くする。だが、リカルドは顔色一つ変えない。

　それどころか。

「愚問っ!!」

　気合いの声と同時に真那の髪が弾け飛び、ぶわさっ、と再び大きく黒い翼が広がる。

　拘束を破ったリカルドは再び拳こぶしを振りかぶり、真那へと向かう！

「あ、あらあら」

　珍しく狼狽うろたえた声を上げ、真那は慌ててその場を離れる。狙ねらいを外したリカルドの拳が、派手にアスファルトを抉えぐった。さらにリカルドは逃げる真那を追撃。真那は再び髪を伸ばし、黒蛇となった髪は今度はリカルドの首をめがけて襲いかかった。

　だが、またしても背中の黒い翼が邪魔をする。まるで意思を持っているかのように、右側の翼がリカルドの首をガード。さらに続けて伸びてきた左の翼が、まるで鋭利な刃物のごとく髪を切断した。そして再び始まるリカルドの猛追。

「我が能力【あらがう者ブラツクウイング】は、我に害をなそうとする攻撃を自動的に防御する！　生半可な攻撃など通じぬわ！」

「うーん、困りましたねえ……体術は苦手なんですけど……」

　リカルドの猛攻をかろうじて避け続けながら、真那の頰ほおに冷や汗が伝う。手に持っている刀を握りしめたまま。

「どうした！　その刀は飾りか！」

「はいー、残念ながら飾りなんですー」

　リカルドの問いに、真那は曖あい昧まいに笑った。

「ならば大人おとなしく死ぬがよい！」

　咆ほう哮こうとともに巨大な拳が唸うなりを上げて真那へと迫った。そのとき。背中の翼が、何な故ぜか急にあさっての方向へと伸びた。

「ぬ!?」

　翼の反応した方にリカルドが目を向けると、ウサギ頭でスーツを着た謎なぞの男が上空からサーベルを振りかぶって躍りかかってくるのが視界に入った。

「チェスト────ッ！　で、ございます！」

　ウサギの剣がリカルドの黒く輝く翼と激突！　金属と金属がぶつかる鋭い音が空気を切り裂いた！　次の瞬間！　バギッ！

　…………ウサギの剣が、折れた。

　くるくると回って落ち、コンクリートの地面にからからと転がる、折れた剣。

「やはり安物はいけませんなあ……」などと言いながら、スタコラ走ってリカルドから距離をとるウサギ男。謎なぞの闖ちん入にゆう者しやにリカルドは顔をしかめた。それは真ま那なも同じで、「あらあら……」と困った顔をする。

「な、なんですかなその『何しに来たんだろう』と言わんばかりの表情は!?」

「……あ、いえ……。あのー……どうしてここが……？」

「教室で聞こえた言葉から推測いたしまして。研究地区に来てみればこちらの建物から火の手が上がっておりましたので、さっそく最上階まで来てみたところ、氷ひ川かわ殿が襲われておりましたのでお助けしようという次第でございます」

「あらあら、それはご親切にどうもー」

　真那が吞のん気きな声で言う。シドはさらに続けて、

「しかし困りましたな。残念なことに小生の手持ちの武器では、あの翼を傷つけることは出来ないようでして」

「役立たずさんなんですねー」

「がびーん」

「……よくわからんが……二人まとめて我が相手してやろう！」

　リカルドが翼を羽ばたかせ再び疾しつ駆く！　シドめがけて拳こぶしを振るう。シドはそれを、身長の五倍くらいの高さまで一気に跳躍して回避する。しかしリカルドも、「ぬんっ！」と翼を激しく地面に打ち付けてロケットのように一気に跳躍。空中のシドを追撃する！

「ひいっ！　それは反則でございますぞ!?」

　シドは慌てて空中で宙返りして、リカルドから距離をとる。リカルドの豪腕が風を切ってシドの鼻先を掠かすめた。

「あのー、ウサギさーん、しばらく時間を稼いでもらえますかー？」

　いつの間にかリカルドから離れた真那は、吞気な声で言った。

「が、頑張りますぞ！　小生もたまにはいいとこ見せませんとな！」

「うふふ……」シドの答えに真那は嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ。「……それじゃあ、もうちょっと隠しておくつもりだったんですけど……わたしも特別にいいものを見せてあげますよー」

　真那は、何な故ぜか手に持っていた刀を地面に置き、呟つぶやく。

「……魔導具《如によ意い羽は衣ごろも》──一時的に解除。『変身』終了後にモード１に再構成」

　その瞬間、真ま那なの黒いドレスが音もなく、繊維がパラパラとほどけて大気中に溶けるかのように霧散していく。

　ヴィーナスの如ごとき裸身が露あらわになる直前、彼女の身体が眩まばゆい銀色の光を纏まとった。

「……む？」「な、なにごとでございますかな？」

　リカルドとシドが異変に戦いの手を止め、真那の方を注視する。

「……うふふ……やだぁもぉ……ぃやらしぃ、ンですからぁ……そんなに……はぁ……見ない、で……くださいねぇ……？」

　銀の光の中、真那は掠かすれた、喘あえぐような声で言う。その両手がゆっくりと、太ふと腿ももから腰、そして胸元を撫なでるように移動する。「はぁ……っ」と、恍こう惚こつの表情を浮かべ真那が喘ぐ。

「はぁ……ふぁ……ン……はぁ……」まるで自慰でもしているかのような淫いん靡びな雰囲気を醸し出し、真那は自分の身体のあちこちをゆっくりと、そっと撫でるように触れていく。腕、肩、頰ほお、首筋、太腿、尻しり、脇わき、二の腕、乳房、股こ間かん、腹、背中、髪、顔──……

　それに伴い──真那の身体が、少しずつ縮んでいく……否──変わっていく。

「はぁ……はン……ふぁ……ひぅ、んあっ、あぁっ、んやっ、はぁぁ……き、きちゃい、ます、なにか、あぁ、あつぃ、の、が、ああぁぁ、き、きますぅぅ……！」

　豊満な乳房は二回りほど小さくなり、身体の全体的なラインが細く、少し幼い印象を帯びる。

　地面に付きそうなほどだった長い髪は急速に短くなり、最終的には腰ほどまでの長さに。色も、身体を包む光に染められるかのように、黒から銀色へと変色する。

　柔和な大和やまと撫子なでしこ然とした顔立ちは、目鼻立ちがすっきりした印象の、北欧系の美少女のそれへと変化する。

　漆黒の闇やみをたたえた双そう眸ぼうは、透き通るような蒼あお色の輝きを宿す。肌の色までも、色素が抜け落ちたように白くなっていく。

「んぁ……ふぁぁ……ひぃぃ、やっ……ぃぃ……き、ちゃぅ……ああぁ……」

　声質も徐々に、真那の柔らかな声とはまるで違う、澄んだ声へと変わっていった。

　……銀色の光がゆっくりと収まったとき、先ほどまで確かにそこにいた氷ひ川かわ真那という少女の面影はどこにもなく、真那よりも少し幼く、顔立ちも髪の色も人種も身体のラインもまるで違う──共通点があるとすれば『非常に美しい』ということくらいだ──銀髪碧へき眼がんの少女がその裸身を曝さらしていた。少し紅潮した頰と潤んだ瞳ひとみが妙に艶なまめかしい。

　さらに少女を包み込むように、衣服が構成されていく。

　下は黒い袴はかまで、上は身体のラインや乳房が透けて見える、単ひとえと呼ばれるひらひらした白色の薄うす衣ぎぬ。清純と官能が同居したような出いで立たちである。

「──ふぅ……変身、終わり。真那、ありがと。………ん。わかってる。やっつける」

　無表情で少女は淡々と呟つぶやき、足下に置いた刀を拾い、腰に差す。

「あ、あなたは……」

　シドがリカルドのことも忘れ、少女の姿をまじまじと見る。そして掠かすれた声で呟つぶやく。

「……あなたは……ご、ご主人……!?」

　少女がやんわりと、可か憐れんな笑みを浮かべてウサギに手を振る。

「……ん。ひさしぶり。獅シ道ド」

「……何者だ？」とリカルドが問い、少女は再び表情を消し、彼に向き直り、告げる。




「──識別名、No.13イリス・クレセント。和名は三み日か月づき菖蒲あやめ──《原型アーキタイプ》蛇遣い」




「あ、《原型》、だと……!?」

　リカルドが驚きよう愕がくに呻うめく。三日月菖蒲と名乗る少女は、無造作に「こくん」と頷うなずく。

「……母なる月の力により我ら《試作型プロトタイプ》を生み出せし偉大なる《父》……《原型》……その一人が、貴様だというのか……？」

　リカルドは困惑の色を浮かべ……だがすぐに、カッと目を見開いて叫んだ。

「我は迷わず！　今は貴様を倒すことが最優先！　何者であるかなど興味はない！」

　翼を広げ突撃してくるリカルドに、銀髪の侍少女は無表情で言う。

「……筋肉バカ」

　音もなく腰の刀を抜き、両手で下段に構える。

「ぬおおおおおおおおお──────ッ!!」

　咆ほう哮こうし、拳こぶしを構えて迫るリカルドに向けて、菖蒲はすっと睨にらむように目を細め、力強く逆さか袈げ裟さに刀を振った。しかしこのときリカルドとの距離は軽く五メートル以上。刀のリーチより明らかに離れている。

「愚かな！　焦ったか!?」とリカルドが突進を続ける。

　──だが。

　刀の刀身が──急に伸びた。刀身が無数に分離し、ワイヤーで刃が繫つながれた鞭むちのような形状となる。蛇のようにリカルドへと襲いかかる刃やいば。

「ぬ……!?」

　いきなりのことにリカルドは焦る。しかし彼の翼はこれにも瞬時に反応した。最初に真ま那なの髪を防いだときのように、身体を覆う鎧よろいのごとくリカルドの全身を包み込む。

　銀色の刃の鞭は唸うなりを上げ、しゅるしゅると蛇が蜷局とぐろを巻くように、リカルドの身体に巻き付いた。

「魔導具《蛇腹刀ウロボロス》。菖蒲のお気に入り」

　リカルドの巨体を絡め取った菖蒲は、どこかとぼけたような顔で淡々と言った。

「ぬう……このようなもの、【あらがう者ブラツクウイング】ならば……！」

　刃やいばの鞭むちの拘束を逃れるべく、リカルドは翼を動かした。だが真ま那なの【憂いの美女ラプンツエル】を切り裂いたときのようにはいかず、逆に金属を引っ搔かくような嫌な音とともに、翼へと刃が食い込んでいく。リカルドの顔に動揺の色が浮かぶ。

「……！　銃弾をも弾く我の翼が……!?」

「……ん。その羽はちょっと硬いけど、ウロボロスの刃はの方がもっと強い。菖蒲あやめは知ってる。だってそれを作った人に聞いたもの」

　菖蒲がくいっと刀を引く。リカルドを締め付ける力がますます強まる。

「あと、菖蒲はちょっとだけ、力持ち」

「ぐ、ぐおおお……！」

「ん」

　必死の形相で呻うめくリカルドに対し、菖蒲は無造作に、さらに深く翼を抉えぐる。

　ぎちぎち、ぎちぎち、ぎちぎち。鋼鉄の翼にめり込んでいく、蛇の牙きばにも似た鋭い刃。蛇遣い・三み日か月づき菖蒲は、身動きの取れないリカルドをぼんやりした無表情で見つめて、無慈悲に言い放った。




「────それじゃあ、ばいばい」




　　　†　†　†




　夕ゆう月げつ学園地下、《水すい鏡きよう杯はい》出場選手控え室──。

　髑どく髏ろ模様の着物を纏まとった少女──久く遠どうくおんは、部屋の隅で目を閉じ、正座をしていた。敗者復活戦に備え、精神を集中させる。雑念を追い払い、心を無にすべく。

「…………」

　しかしいつまで経たっても、雑念は消えてくれない。負けたくないという思い。勝ちたいという思い。藤とう堂どう灯とう夜やの顔。先ほどの戦いで対戦相手に追いつめられた悔しさ。藤堂灯夜の顔。御厨みくりや槐えんじゆにあっさりと敗北した無念。藤堂灯夜の顔。負けた自分を嘲あざ笑わらう、藤堂灯夜の顔。弱い自分を嘲笑う、藤堂灯夜の顔。

　女性としての魅力に欠ける自分を嘲笑う、藤堂灯夜の顔。

「……くっ！」

　集中を乱され、くおんは苛いら立だたしげに呻いて目を開けた。




　そこに、藤堂灯夜の顔があった。




「……はわっ!?」

「うおっ、びっくりした……」

　くおんの顔を覗のぞき込むように見ていたメイド服姿の藤とう堂どう灯とう夜やが、慌てて顔を離す。

「な、何な故ぜ藤堂様がここに……」

　くおんも慌てて立ち上がり、刀の柄つかに手をかける。顔が熱い。頰ほおが真っ赤になっているのが自分で判わかった。

「あ、あー、まあ、なんだ……」

　何故か同じように頰を赤くしている藤堂が、ポリポリと頭を搔かきながらくおんから目を逸そらす。

「……私を……笑いに来たのですか。……負けた私を」

　くおんは険悪な表情で訊たずねる。藤堂灯夜が自分に会いに来る理由など、それ以外に思いつかなかった。

「……仕事を中断してまでわざわざ……なんて……悪趣味な。……あなたとは絶交だと言った筈はずです」

　吐き捨てるように言って、くおんは藤堂から離れるべく彼の横を通り過ぎようとした。

　その肩を摑つかまれる。

「ま、待ってくれよくおんちゃん！」

　くおんは振り向かず、淡々と、

「……離してください藤堂様。それと前々から言おうと思っていたのですが、私を『ちゃん』付けで呼ぶのはやめていただけませんか。不愉快です。馴なれ馴れしいです。私と藤堂様は他人同士なのに、まるで親しいみたいで最悪です。とても不愉快です。むしろあなたの顔が不愉快です。見たくもありません。声すら聞きたくありません。ちょべりばです」

　何故か……一つ罵ば倒とうをするたびに、くおんは自分の胸がズキズキと痛むのを感じた。……もしも藤堂灯夜に同じことを言われたら、自分はきっと泣くだろうという嫌な予感──いや、確信があった。

「……私はあなたなんか大、きら……」

　その言葉を言おうとして、くおんは急に言葉が出なくなったのだ。

「……あなたなんか大き……」

　何故かその先が言えない。……おかしい。やっぱり今日の自分は本格的に調子が悪い。こんな状態では戦いなど出来ようはずがない。仕方ない、敗者復活戦は棄権しよう……そんなことを考えていると。

「くおんちゃん。……あー、いや、不愉快ならやめる……久く遠どうさん」

　藤堂に言われ、くおんは何故か胸が締め付けられるような感覚を覚えた。

「……や、やっぱりべつに呼び方は変えなくていいです……。不愉快ですが、急に変えられるともっと気持ちが悪いです……それでは」

　くおんは肩に置かれたままだった藤とう堂どうの手を振り払って行こうとした。だが藤堂は、今度はくおんの前に回り込んできた。戸惑うくおんの目をその青い瞳ひとみで真まっ直すぐに見つめ、そして突然、




「──ごめんなさい！」




　真剣な顔で深々と頭を下げた。

「……へ……？」と、きょとんとするくおんに、

「……悪口言って悪かった。本当に悪かった。酷ひどいことばっかり言ってごめん。許してもらえるとは思わねーけど。……その……ほんと……ごめん」

　弱々しく言って、藤堂は踵きびすを返した。くおんは思わず「待ってください！」と呼び止めてしまう。驚き振り返る藤堂に、くおんは顔を真っ赤にしてモジモジしながら、

「……と、特別に……先日の暴言は水に流してあげます……絶交と言ったのも……取り消しますから……そ、その……また、今までのように……してください」

　藤堂は、露骨にホッと安あん堵どのため息をついた。いつもの軽薄な笑みではなく、時折見せるシニカルな表情でもなく、どこか子供っぽい、くおんが初めて見る晴れやかな顔で、

「あー、よかったあ……」












「……！」

　その表情に、くおんは赤かった自分の顔がさらに赤くなるのを感じた。そのとき、

「そろそろ時間ですので選手の方は集まってくださーい」と、控え室の入り口でスタッフの一人が呼ぶ声が聞こえた。

「……時間のようです。それでは」とくおん。棄権しようなどという考えは、もう微み塵じんも残っていなかった。藤とう堂どうの横を通り過ぎ、入り口に向かう。

「が、頑張れよ。……ゆ、優勝できるように、応援、してるから……」

　後ろから聞こえてきた藤堂の声に、くおんは振り返らなかった。

　今振り返ったら……自分の目が涙で潤んでいることがバレてしまうから。




　　　†　†　†




『さあて、やってまいりました敗者復活戦！』

　第四地下闘技場──四つの予選用闘技場の中では最も広い会場に、アナウンサーのテンションの高い声が響き渡る。この闘技場を舞台にしたＤ、Ｈ、Ｌブロックの各予選ではいずれ劣らぬ激戦が繰り広げられたらしく、床にクレーターが出来たり壁が派手に焦げていたりする。

『予選ブロックで惜しくも敗れた選手の中から、十八人の選手が決勝トーナメント進出の最後の椅い子すをかけて一斉に潰つぶし合う壮絶なサバイバル！　敗者復活戦とはいえ、これまでの試合以上の激戦となることでしょう！』

　……相変わらず、喧やかましい実況です。

　会場の端で、久く遠どうくおんは模造刀を握りしめ、目を閉じて精神を集中していた。

　落ち着いている……といえば噓うそになる。むしろ全身の血が滾たぎるような昂こう揚よう感かんがある。心臓の音がいつもより大きく鳴っているような気がする。

　だが、予選Ｃブロックでの戦いのときとは全然違う。あのときのような不快感も焦りもまったくない。身体の中から、どんどん力が湧わき上がってくるような感じだ。こんな経験は生まれて初めてだった。

　と、そのとき。

「よう、また会ったな」

　五メートルほど離れたところから、一人の選手が声をかけてきた。現在、闘技場の中にはくおんを含む十八人の選手が、思い思いの位置に立って試合開始の合図を待っている。くおんの方に近付いてきて声をかけたのはそのうちの一人。ツンツン頭でマントを付けた少年。名字は原はら田だで、名前は知らない。予選でくおんを苦しめた、電流ランス使いの少年である。

「前の試合では不意打ちでやられちまったが、今回はそうはいかねえぜ。決勝に進むのは俺おれだ。そしてモテモテになる！」

　稚ち気きのある笑みを浮かべて、原はら田だはぎゅっと拳こぶしを握りしめる。

「……そうですか。頑張ってください」

　淡々とくおんが返すと、「ンだよ素っ気ねえなあ……」と原田が不満そうに口を尖とがらせた。子供っぽいなあと思う。

「……ふふ」

　珍しく、くおんの顔に微かすかな笑みが浮かんだ。それを見て、原田は何な故ぜか顔を赤くする。

「て、手加減はしねえからな！」などと言ってそっぽを向いて、くおんからちょっと離れたところの壁に乱暴にもたれかかる。

『──出場選手も、どうして予選で負けてしまったのか不思議なくらいの強者が揃そろっています！　乱戦になって不運にも流れ弾に当たりプレートが割れてしまった優勝候補の一人、【双龍ツインドラゴン】の神かん崎ざき選手をはじめ、落とした眼鏡めがねを探しているときに集中砲火に遭ったドジっ娘こ【闇遣いミステイク】の仙せん堂どう選手、他ほかの選手と戦っている隙すきを突かれて敗れた熱血少年【蒼き欲望の槍グングニル】の原田選手、Ｇブロックで優勝候補の御手洗みたらい選手と激戦の末惜しくも敗れた【大いなる流れゴツドブレス】の愛あい川かわ選手、それに──……』

　アナウンサーの饒じよう舌ぜつな解説がやけに遠く聞こえる。代わりに聞こえてくるのは、自分の心臓の鼓動や息遣い。ともすれば、筋肉の収縮や血液の流れる音までも聞こえてきそう。

　……世界がいつもよりクリアに見える。空気の流れすら知覚できるような。精神が研ぎ澄まされている感じ。他の選手の筋肉の動き、呼吸、《気》の流れまで、手に取るように判わかる気がする。闘技場全体が自分の一部分になったかのような感覚。観客の一人一人の顔まで鮮明に────その中に、藤とう堂どう灯とう夜やの顔もあった。

　心臓が一際大きく高鳴った。

　……私は……私はもしかしたら──……。




　──久く遠どうくおんが藤堂灯夜と出で逢あったのは、今から一年半ほど前のことである。




　不本意なことに、今でもよく憶おぼえている。くおんのクラスに転校してきた彼は、いきなり自分のことを「君、ちっちゃいね。小学生？」などと宣のたまったのだ。そしてそれ以来、ことあるごとにくおんに絡んできた。

　中学三年生の冬にこの街に連れてこられて以来、無表情で愛想もなくて口下べ手たで、同世代の女の子の趣味などまったく分からないし興味もなく、クラスメートからも敬遠されていた自分の世界に──藤堂灯夜という少年は、いきなりずかずかと侵入してきた。

　夜や光こう市しに来る前から、彼のようなタイプの人間は嫌いだった。染めているわけではないらしいが髪の毛は金色で不良みたいだし、服装もだらしないし喋しやべり方も軽薄だし。

　本気で拒絶しようと思えば出来た筈はずだ。もう二度と自分の顔を見たくなくなるほど徹底的にぶちのめせばいい。だが何な故ぜか……生理的に嫌いな筈のその少年を、くおんは本気で振り払わなかった。

　自分はもしかしたら、彼に初めて声を掛けられたあの時──嬉うれしかったのかもしれないと、久く遠どうくおんはたった今、初めて思った。

　……私はもしかしたら……もしかしたら、藤とう堂どう様のことが、それほど嫌いではないのかもしれません……。




　──が、頑張れよ。……ゆ、優勝できるように、応援、してるから……




　不意に脳裏に甦よみがえった彼の声。全身に力がみなぎるのを感じる。

「……はい。頑張ります」

　くおんが無意識のうちに口に小さく呟つぶやいた、まさにそのとき。




『それでは試合開始です！　レディー、ごおおおおおおおおおお──────ッ!!』




　アナウンサーの声とともに割れんばかりの歓声が場内を満たし、試合開始の銅ど鑼らの音が高らかに響き渡った。

　始まるなりいきなりくおんの方へ向かってきたのは、原はら田だだった。

「決めるぜええええ!!　グゥゥゥゥングニルウゥゥゥゥ──────ッ!!」

　雄お叫たけびとともに手のひらに出現した光の球が高速で伸張し、三メートルの円えん錐すい──ランスへ変化。バチバチと電光を迸ほとばしらせて青い槍やりがくおんへと迫る。

「……見えます」

　ランスの軌跡だけでなく、無数に迸る電撃の一本一本までも知覚される。

　──我知らず、笑みがこぼれた。

「……今の私は──負ける気がしません……ッ!!」

　軽やかに床を蹴けりつけ、くおんが原田に向けて走り出す。

「うおおおおりゃあああああああ──────ッ!!」

「……ふふ」

　咆ほう哮こうを上げて迫る原田のランスを、電撃すら見切って紙一重で回避。最速かつ最短距離で接近。鞘さやを握る左手に力を込め、最小限の動きで右手を柄つかに。

　……いきます。

　──思考よりも速く抜刀──横に一いつ閃せん。

　──……刃の届くギリギリの間合いから放たれた神速の斬ざん撃げきは、相手の左胸のプレートだけを真っ二つに切断した。

「んなぁッ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる原はら田だにはそれきり目もくれず、久く遠どうくおんは次の相手へと向かっていった──……。




　──……あとは結果だけを記そう。




　久遠くおんは。

　敗者復活戦に出場した選手十七名全員を、わずか二分四十八秒で蹴け散ちらした。




　　　†　†　†




　日が沈んだ。

　死ぬほど忙しかったけど《赤あか月つき祭》一日目はどうにか終了し、下校時刻を過ぎた校内に残っている生徒は、俺おれを含めわずかしかいないだろう。

　昼間はあれほど騒がしかったのに、今は別世界のように……さながら《結界》に閉じこめられたように、静まりかえっている。

　そんな校内で、俺は一人、喫茶店《ＡＬＩＣＥ》の中にいた。何をやっているのかといえば……掃除である。目立つゴミを拾ったりジュースやコーヒーなどがこぼれた跡をモップで拭ふき取るくらいだが、店内が広いこともあってなかなかしんどい。クーラーを切っているので、夜とはいえ店内は蒸し暑いし。

　……別に誰だれかに押しつけられたわけではない。明日の仕込みをスタッフみんなでやったあと、帰るとき鍵かぎをかけようとして……ちょっと店内が色々と散らかってるのが気になったのだ。みんなは俺が残っていることすら知らないだろう。

　……誰も見てないのに。誰も見てないのにこんなことをやったって、何にもならないのに。誰かが褒めてくれるわけでもない。誰かが俺のことを、仲間だと認めてくれるわけでもないのに。もちろん自分で「みんなが帰ったあと一人で掃除してました」と吹ふい聴ちようして回れば話は別なのだが、そんなことをする気はさらさらないし。

　……自分でもどうしてこんなことをしているのかよく解わからないままに、俺はひたすら掃除を続けた。

　………………。

　…………。

「……ふう……こんなもんかな……」

　目立つ汚れやゴミがあらかた片付いたところで、俺おれは手に持っていたモップを片付けるべく教員室のドアを開けた。と、そのとき。

「──わっ！」

「ひゃげっ!?」

　暗がりからいきなり人影が飛び出してきて、俺は死ぬほど驚いた。

「あはは、霧きり村むら驚いたー。驚いた霧村の顔もイイわねえ。ていうか何その悲鳴。『ひゃげっ』って、ちょっとあり得なくない？」

　……冬ふゆ木き陽よう子こだった。

「……うるせえ。なんで君がこんなとこにいるんだ……」

　あー、まだ心臓がバクバクいってる……。すると陽子は、

「いやー、霧村を捜しに来たらなんかすっごい真剣に掃除なんてしちゃってるからさ、声をかけそびれちゃって……」

「……それでずっとここで待ってたのか？」

「まーねー。なんか一人でやらしーコトでもするんじゃないかなって、こっそりと」

「するかよ。……ていうか、いたんなら手伝ってくれればいいのに」

「ごめんごめん」

　俺が非難がましく言うと、陽子は誤ご魔ま化かすように笑った。

「でもほら、そんな一人でこっそり頑張ってた霧村君に、飲み物をプレゼント！」

「へえ、珍しく気が利くな」

　暑い中作業していたので、喉のどがカラカラだった。冷たいものが飲みたい。

「はい、どーぞ」

　……だが陽子が差し出してきたのはジュースでもコーヒーでも麦茶でもトマトジュースでもなく……自分の白い手と、手のひらに載せたナイフだった。

「どこでも好きなトコからどーぞっ！」

　満面の笑顔で言う陽子に、俺は苦笑する。そしてしばらく迷ったあと、

「……んじゃ、指からで」

「ちぇっ、おっぱいとかでもよかったのにー」

　どこまで本気なのかよく解わからないが、陽子が少し残念そうな顔をして、それから無造作に自分の左手人差し指にナイフをあて、軽く力を込めて刃を押し込む。指先に赤い『一』の字が浮かび上がり、そこからどんどん血液が溢あふれてくる。

「はい、あーん」

「……おう」

　二人して床に腰を下ろし、血を流す陽子の指先を、俺は口に含む。とろけるような、いわく言い難い味が舌の上に広がる。美う味まいといえば、美味い。……ただまあ、俺達が何日もかけて改良を重ねた喫茶店《ＡＬＩＣＥ》のオリジナルブレンドティーとどっちが好きかと問われれば、迷いなく後者と答えるだろう。

　血液が喉のど元もとを通り過ぎていく感覚は、意外と悪くない。その通り過ぎた血液が、まるで胃ではなく全身へと巡っていくような感覚は、他ほかの飲み物や食べ物では味わったことがない。強いて言えばアルコール……それもビールではなくワインに近いが、やっぱりかなり違う。陽よう子この血液が俺おれの身体の中に吸収されていくのが実感できる。

「んふ。美お味いしい？」

「……それなりに」

「もう。相変わらず素直じゃないんだから」

　……いや、陽子の血を吞のむたびに言ってるけど、これが正直な感想なのだが。俺、陽子ほど血液好きじゃないし。

　──それに美味しいというよりは……癒いやされていく感覚かな……。疲労感がすーっと溶けていく感じ。

「……ねえ霧きり村むら」

「ん」

「……なんで……そんなに必死になってるの？」

「……！」

　指から口を離し、まじまじと陽子の顔を見る。陽子は微笑ほほえみながらも、どこか陰のある表情をしていた。

「……必死になってる……かな？」

「なってるよ」

　断言された。その通りだと、俺も思った。




「…………多分俺は……怖いんだ」




　正直な気持ちが口をついて出た。いつもは陽子にこんなこと言わないのに。

　暗い部屋で二人きり、彼女の血を吞んでいるというどこか背徳的なシチュエーションがそうさせるのだろうか。

「……ここのところ毎日夜遅くまで、他のスタッフと一緒に頑張ってきたし……今日が成功に終わったのはすげえ嬉うれしくて、なんていうか、この街に来てから……違う、俺の人生の中でも、これまでにないくらい充実感は得られたんだけど……今が満たされてれば満たされてるほど……またこんな日常はすぐに壊れるんじゃないかって不安になるんだ……」

「…………」

　陽子は無言で俺の話……いや、独白を聞いている。

「……日常なんてあっという間に壊れる。だから、怖い……誰だれかと仲良くなったり、一緒に何かを作り上げたり……そういうのがあっという間に壊れるのが、怖い。それを少しでも忘れたくて、俺おれは多分……必死になってるんだと思う」

　……自分の不ふ甲が斐いなさが頭にくる。

「……くそっ……もっと前向きに、一生懸命生きるって決めたのに……！　なんで俺はこう……いつまで経たっても……」

　微かすかに自分の手が震えるのが分かった。本当に……ヘタレだ。開き直ろうとしても開き直りきれず、結局根っこは今までと何も変わらない、ネガティブ思考な根暗のままだ。

「ほれ」

「はむ──!?」

　陽よう子こがごくごく自然に、塞ふさがってしまった指先の傷を再びナイフで切り、指を俺の口に突っ込んできた。再び口内に広がる血の味に……こんなこと、本当に吸血鬼みたいだからあまり認めたくないのだが……少し落ち着いた。

　不意に陽子は、あいている右手で俺の頭にそっと触れてきた。

　……なでなで。なでなで。……こんなこと、なんかペットか小さい子供みたいだからあんまり認めたくないのだが、まあ正直……気持ちがいい。

「……ねえ霧きり村むら」

「……ん」

　どこまでも穏やかな……優しく包み込むような笑みを浮かべて、俺の頭を撫なでながら、陽子は言う。

「……人間なんて、そう簡単には変われないんだからさ。慌てずに、のんびりいけばいいと思うよ。あたしはその……そーゆー……明るく元気に振る舞ってても結局根っこのところではウジウジしてばっかの霧村聖せい司じ君が、そんなに嫌いじゃないワケですし」

　自分の言葉に少し照れたようにはにかむ陽子。その表情に、俺は心臓の鼓動が速くなるのを感じた。

　俺は指から口を離す。陽子は頭を撫でるのをやめない。

「……陽子」

「んー？」なでなで。

「……えーと、君は、その……」

「んー」なでなで。

「……結構、その……あれだな……その……」

「ん」なでなで。

「……その……い、いいやつだな」

　顔を真っ赤にして、俺が言った。すると陽子の手が止まる。見れば陽子の方も、顔を赤らめ、面食らったような顔をしていた。

「きゅ、急にそんなこと言わないでよ……て、照れるぜい」

　……あまり見たことのない反応に、俺おれはまじまじと陽よう子この顔を見つめる。

　すると陽子もまた、俺の顔をじーっと見つめ返してきた。

　快活な印象の大きな瞳ひとみ。その視線が、俺の目を絡め取って放さない。

　陽子の顔が、近付いてくる。

　……近付いてくるのは陽子の方だけでなく、俺も……彼女に吸い寄せられるように、ゆっくりと顔を近付けていた。

　二つの顔がどんどん近くなり、すごく自然に……まるでそうするのが当たり前であるかのように、唇が重なった。

　俺にとっては、いわゆる一つの……ファーストキスというやつだった。

　柔らかい感触はしばらく続き……やがて、くっついたときと同じように、二つの唇はごくごく自然に離れた。

　……そのあと、猛烈に恥ずかしくなった。

「き、霧きり村むら、顔真っ赤だよ？」

「……いやいや、陽子さんの方こそ……」

　二人、顔を見合わせ、お互い照れながら苦笑し合う。












「ねー霧きり村むら」

　俺おれより早くいつもの調子に戻った陽よう子こが、からかうような表情を浮かべて言う。

「な、なんだよ……」

「ついでにえっちなこともしようか？」

「……ついでにするもんじゃねえだろ」

　憮ぶ然ぜんとして顔を背ける。が、ちらりと陽子の方を見ると、彼女は何な故ぜか、キスしたとき以上に顔を真っ赤にしていた。

「……な、なんだよ？」

「……い、いつもなら『しねえよバカ』とか即答だったのに……それってつまり、ついでじゃないなら、してもいいってこと？」

「し、しらねーよバカ……」

　俺は慌てて立ち上がる。「えー？」と不満そうな声を上げる陽子に、

「ほら、そろそろ帰るぞ。早くしないと玄関の鍵かぎがしめられる」

「そしたら霧村と一緒に学校で……」

「警備の人に見つかって説教くらうのが関の山だろ」

「むー」

　頰ほおを膨らませながら、陽子も立ち上がる。

　……そして俺たちは二人、夜の学校を出て行く。いつものようにくだらないことを喋しやべったり、陽子のセクハラ発言に俺がツッコんだりしながら。




　……ただ……唇の柔らかな感触だけは、どれだけ馬ば鹿かなことを言い合っても消えてはくれなかった────。


（つづく）










　めんどくさいので今回はあとがきを書きません。







　…………というわけにもいかないのでやっぱり書きますが、何を隠そう私はあとがきを書くのが大嫌いです。憎んでいると言っても過言ではありません。そもそも私のあとがきなんて一体誰だれが読みたがるというのでしょうか。需要もないのに毎回毎回ダラダラとくだらないことを書いて、痛々しいにもほどがありますよ。しかも今回、既に本編を読まれた方は御存知の通り、思いきり「続く」で終わっています。お話が終わってないのにあとがきを書くなんてあり得ません。私にあとがきを書く資格などないのです。ごめんなさい。こんなんだったら他ほかの本の広告でも入れる方がマシというものです。……いい考えかもしれません。あとがきに広告。よしやろう。広告だから噓うそを書いても問題ないし（あります）。まず、『ソラにウサギがのぼるころ』。この本は平ひら坂さか読よみという人が書いた小説で、内容は癒いやし系ハートフルラブコメディです。さえない男の子が可愛い女の子達にモテモテになる話です。ＭＦ文庫Ｊより好評発売中です。湊みなとヒロム先生の描く、赤いドレスの銀髪美少女が目印です。みんな買ってね！　『ソラにウサギがのぼるころ』２巻。内容は、ちょっとエッチなハートフルラブコメディです。あくまでちょっとエッチなだけなので、読書感想文などにも安心してオススメできます。眼帯を付けた灰色の髪のメイドさんが目印です。注目はスカートとニーソックスの間の絶対領域です。本屋さんで見かけたら手にとって下さいね！　『ソラにウサギがのぼるころ』３巻。内容はメイドさんがたくさん出てくるハートフルラブコメディです。女子高生と吸血鬼少女の可愛らしい表紙と、見目麗うるわしいメイドさん達の姿が描かれたピンナップイラストが目印です。まだ手に入れてないという人は急いで本屋さんに行きましょう！　『ソラにウサギがのぼるころ』４巻。内容は例によって癒し系で、湊ヒロム先生の描く美麗な表紙が目印です。確実に手に入れるために、急いで本屋さんで予約しましょう。以上、宣伝でした。ところで話は変わりますが今回もあとがきに改行がないですね。このままいくと「平坂読の小説のあとがきには改行がない」というのが読者さんの間で完全に定着してしまって、もしも将来あとがきで改行をしようものなら「あとがきで改行してる！　この本は平坂の本じゃない！」だの「信じてたのに。もう平坂さんの本は一生読みません」だの「裏切り者！」だの「人間のクズ！」だの言われてしまうに違いないのです。普通にあとがきが書いてあるだけで作品を作者の人格ごと全否定ですよ。これは流石さすがにまずいので、そろそろ普通に改行をするべきだと思います。だからする。絶対に改行をする！　今すぐする。よーし、それでは皆さん、心の準備はいいですか？　いきますよ？　改行しますよ？　いっせーのーで、エンターキーをぽちっ、と！

　………………ふう、やればできるじゃないか……。それでは４巻でお会いしましょう。
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